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第一話　バトルロイヤル





　　　　　　　　　　１



　雷のような轟ごう音おんとともに、鉄色の箱がコンクリートの壁に激突した。

　もうもうと舞う砂すな埃ぼこりの中から、鉄色の箱がゆっくりと現れて崩れ落ちた。

　あちこちへこんだ箱からは細い腕と脚が伸びているが、少し曲がっている。正方形の頭には、見事にグロッキー状態の顔。

　その鉄色のロボットの名は、サブ。

「サブーっ!!　頑張れーっ!!」

　あきらは猛もう然ぜんと立ち上がり、凛りんとした張りのある声で、闘技場の中のサブに向かってそう叫んだ。拳こぶしを握り、艶つやのある長い黒髪を振り乱す。健康そうなすべすべの肌に、いく筋もの汗が流れる。

「こらーっ、まことーっ！　あんたもしっかり応援しなさい！」

「う、うん。……で、でも」

　あきらはまだ諦あきらめていないようだけど、サブがもうだめであろうことは、誰の目にも明らかだった。

　ここは秋あき葉は原ばらの地下にある、体育館をふたつ並べたくらいの大きさの、コンクリートで囲まれた円形の闘技場だ。客席は満員で、かなりヒートアップしている。たった今、サブを殴なぐり飛ばした黒いシルエットのロボットは、背中の羽根のような二本の突起物からエアーを吐いて空中浮遊し、勝ち誇ったように客席にアピールしている。

　闘技場を見下ろす、強化ガラスに覆われたドーム型のセコンド席で、ぼくたちはサブを応援していた。

　あきらは、ボンデージとウェディングドレスを合体させたアダルトなコスチュームを着て、最近成長が著しい胸を揺らして応援している。リクライニングチェアーの上に立ち、大きな猫みたいな瞳で対戦相手を睨にらみつけ、天井を破壊してしまいそうな勢いだ。

　ぼくは男子なのに、なぜかゴシック風の黒いメイド服を着ている。ぼくの意向とはまったく全然関係なく、いつの間にかこの女装が標準コスチュームになっていた。首輪についた大きな鈴が、ちりんと鳴った。

「サブー！　立て！　立つんだサブーっ!!」

　黒光りするロボットが、ゆっくりとサブに近づく。とどめを刺すつもりに違いない。ぼくはとても見ていられなくて、自分のスカートのはじを握りしめて、身体からだを折って目を逸そらしてしまう。

「スト―――ップッ!!　それまでだ――ッ!!」

　突然ハイテンションなリングアナウンサーの声が響き渡り、試合終了のゴングが打ち鳴らされた。と同時に、満員の客席から大きな歓声があがる。その中には、多少のブーイングも含まれていた。

　あきらが、拳こぶしを握ったまま凍りついた。

「負けたわ！」

「……うん。サブ、大丈夫かな。……あ、立ち上がった！　ふらふらだけど……」

「二連敗ね。く、悔しいーっ！」

　そう叫びながら素早く腕を伸ばし、細いくせに筋肉の詰まった強きよう靱じんな両腕で、ぎゅっとぼくの顔面を絞めた。プロレス技の、フェイスロックだ。

「むぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちい……」

　いつものことだけど、慣れるようなものじゃない。背中にあきらの成長著しい胸が押しつけられたが、その柔らかな感触を意識している余裕はない。下手をすると、走馬燈まで見えかねない。

　ふっと力を抜き、ぼくを解放すると、あきらはリクライニングチェアーに倒れるように腰を下ろした。急に力を抜かれて、ぼくは倒れそうになった。

「ふう。とりあえず、サブが無事でよかったわ」

　あきらは、ため息混じりにそういった。

「そ、そうだね」

　むせながら闘技場に視線を向けると、中央で黒光りするロボットが大歓声を浴びていた。その黒曜石のような光沢のある機体は綺き麗れいで、傷ひとつない。

　いや、ロボットじゃない。

　あれは、超高性能なコンピューターだ。

　そして、あきらとぼくは、ネットアイドルだった。



　　　　　　　　　　２



　ぼくの名前は西にし島じままこと。高校一年生。引っ込み思案で人見知りの激しい性格で、友達はあまりいない。いまだに小学生と間違われるくらいの童顔だし、体つきは細く背も低く、さらさらの髪も長めで、なぜかゴシック風のメイド衣装を着て女装しているけど、正真正銘、健全な男子だ。

　ぼくのとなりでふてくされている可愛かわいい女の子は、幼おさな馴な染じみでお隣さんの安良城あらきあきら。二ヶ月前に十六歳になったばかりだ。

　あきらはミサイルみたいな猪ちよ突とつ猛もう進しんな性格をしていて、勉強よりはスポーツが好きな姉御肌の女の子だ。大きな猫みたいな瞳、ぷっくりした桃色の唇くちびる、艶つやのある長い黒髪。見た目だけなら、かなり可愛い。ただし、動いたり喋しやべったりしなければ。

　毎年夏休みになると、あきらは暴走を始める。

　今年は、ネットアイドルになるといい出したのだ。

　ネットアイドルとは、ホームページを開設し、自分の写真や日記を公開して人気を集めるひとたちのことをいうらしい。

　例年に比べて今年はあまり派手なことにはならないな、と思っていたのだけど、ぼくたちが知らずに参加したネットアイドル☆バトルロイヤルは、普通とはかなり違っていた。

　ネットアイドル☆バトルロイヤル、略称ネトア・ロイヤルに参加するネットアイドルには、レンタルサーバーと呼ばれる超高性能なコンピューターが一台支給される。

　そしてネットアイドルたちは、ホームページのアクセス数をパワーの源とするレンタルサーバーを戦わせて、ランキングを競い合っていた。



　セコンド席から飛び出してサブを迎えに行ったあと、ぼくたちは無言で闘技場を後にした。背後では、勝利したネットアイドルへの歓声が鳴りやまない。

　気分は当然沈んでいる。サブはすこし曲がった脚を引きずっているし、あきらは腕を組んで押し黙っている。

「大丈夫、サブ？」

「いやあ、ほんまにすんませんっす。……すっかりスランプですなあ、わい」

　闘技場へ続く扉が閉まり、やっと静かになった通路で、ぼくたちのレンタルサーバーであるサブが、ヘンなアクセントでそういった。

　鉄色の肌。傷ついてへこんだ四角い身体からだの上に、正方形の顔が乗っている。ロボットのくせに表情はかなり豊富で、眉まゆを下げて目をしょぼしょぼさせている。サブのこの多種多様な表情がどういう構造で実現化されているのか、ぼくにはまったくわからない。

　当たり前だけど、コンピューターというのは、本来あんなふうに動いたり戦ったりすることはない。だが、ネトア・ロイヤルの超高性能なコンピューターは、宇宙の技術が使われたロボットだった。

　なんとネットアイドルのホームページ視聴者は、ほとんどが宇宙人だったのだ。ネトア・ロイヤルを運営している母体は、大宇宙平和推進機関といって、宇宙から戦争をなくす活動をしているところらしい。

　この試合は全宇宙にリアルタイムでネット配信されていたし、この闘技場に詰めかけた観客の中にも宇宙人はいる。ネトア・ロイヤルは好戦的な宇宙人に人気があり、アイドルによる癒いやし効果が、戦闘欲の緩和に役立っているということだ。

　にわかには信じられないことだけど、本当のことだった。インターネットが宇宙にまで通じているだなんてことは、数週間前までは考えられないことだった。宇宙人の存在なんて、マンガか映画の世界の話だとばかり思っていたのに。

　すでに地球には、普通に宇宙人が住み着いていた。

　それよりも衝撃的だったのは、知らない間にぼくもネットアイドルとしてデビューしていたことなのだけど。

「仕方ないよ。今日の相手だって、かなり強化されてたし」

　クーラーが効きすぎている肌寒い廊下は、青い明かりに照らされていて、まるで宇宙船の通路のようだった。控え室までの道のりが、やたら長く感じる。

「そうですなあ。強化パーツによるカスタマイズの差があるのは確かですわ。最初の二戦は、なんも研究されとりまへんでしたから、なんとか不意の一発かまして勝てましたけど、もうすっかり戦術がばれとりますからねえ」

「あきらとぼくのホームページのアクセス数がもっと上がればいいんだよね？　レンタルサーバーのパワーの源は、ネットアイドルのホームページのアクセス数なんだから」

　あきらとぼくのネットアイドルのホームページは、サブの中にあった。

　サブの胴体部分は、本当に高性能なコンピューターになっていて、そこにホームページのファイルや画像が入っていた。

「確かにその通りではあるんですが、いくらアクセス数のパワーがあったとしても、それを生かしきれておりまへん」

　サブは華々しくデビュー戦を飾り、わずか二戦で一〇位にランキングされた。それはあきらのネットアイドルとしての人気と、サブの一撃必殺の戦術が実現させたことだった。不本意ではあるけど、ぼくのネットアイドルとしての人気も後押ししていた。

　だが、九月に入ってから二連敗。

　ネトア・ロイヤルは、そんなに甘いものじゃなかった。

「うーん……。ど、どうすればいいのかなあ？」

「……さあ。わいにも、さっぱりですわ。トホホ」

　いつもは明るく呑のん気きなサブも、さすがに落ち込んでいる。とぼとぼ、という効果音がとても似合う歩き方だ。

「とりあえず、何戦か休む？　一ヶ月に一回以上戦えばいいんでしょ？」

「そうですなあ。九月のノルマは達成しとりますし、来週はナイターですし。確かに、すこし休息も必要っすわ。報酬ポイントも、貯められます」

「最近は、修理代で報酬ポイント、かなり消えちゃってたもんね……」

「勝ったときの修理費と、負けたときの修理費じゃ、全然違いますからねえ……」

　そういって、サブは両手でしょんぼりした顔を隠した。

「その分、優先的に修理してもらえるんだから、いいじゃない。今日中に直るんでしょ？」

「そうですなあ。ちょいと時間はかかりますが、一緒に帰りましょか……」

　ぼくはさっきから、この暗く落ち込んだ雰囲気をなんとか打破しようと必死で考えているのだけど、ちっともいい考えが浮かばない。もともと、ムードメーカーとは対極的な位置にいるはずの性格なのだから、あっさりギブアップした。

　逆に、どんどん悪い方向に想像が働いてしまう。

　このままサブが負け続ければ、ホームページの人気もなくなってしまうだろう。サブを修理することもできなくなり、ランキングは最下位になり、ネットアイドル失格になって、サブはスクラップにされてしまう。

　ぼくは、後ろ向きな想像をすることには自信がある。

　こういうときに頼りになるポジティブで前向きなあきらは、珍しく考え込んでいる。いつもうるさいあきらがこうして静かにしているのは、とても不気味だ。

　いつ爆発するかと思うと、気が気ではない。

「……ね、ねえ、あきら。ど、どうしたの？　なに考えてるの？」

「決まってるでしょ！　どうやったらチャンピオンになれるか、よ！」

　ぼくは転びそうになってしまった。

　そうだ。忘れていたけれど、あきらの目標は、ネトア・ロイヤルでチャンピオンになることだった。初めてこの闘技場にきたときに、しっかり現チャンピオンに挑戦状を叩たたきつけてあったのだ。軽くあしらわれてしまったけれど。

　目指すならなんでも一番！　があきらのモットーなのだ。

　だけど、今の状況では、それはかなり難しい。チャンピオンに挑戦するどころか、たった一勝することさえできなくなっている。

　でも、ぼく的にはこのままでもいいと思っている。

　飽きっぽいあきらがネットアイドルを続けているのは、その目標が達成できないからではないかと、ぼくは思っている。いつもだったら、夏休みとともに暴走が始まり、夏休みが終わるとともに収まるのだったが、今年は違ったのだ。

　ネットアイドルを辞めてしまったら、サブと別れることになる。それだけは避けたかったから、あきらがネットアイドルを続けてくれることは、とてもありがたかった。サブはヘンテコなやつだけど、ぼくは大好きになっていた。もう家族同然だし、サブがいない生活なんて、考えたくもない。

　ちなみに、ホームページで毎日更新するはずだった日記は、もう飽きてしまったようだった。本末転倒な気がするけど、サブがゴーストライターをしていてくれている。

　肌寒い通路を進んで角を曲がり、やっと控え室の前にくると、そこに小柄な女の子が待っていた。

　女の子はぼくを見つけると、上目遣いで優しく微笑ほほえんだ。

　ふわりとした栗くり色の髪に大きな赤いリボンをつけて、レースのフリルがいっぱいついたピンク色の服を着ている。まんまるの瞳ひとみが特徴的な、可愛かわいい女の子だ。

「むっ。ライバル登場だわ！」

　あきらが敵対心丸出しの声でそういった。

　彼女の名は、ネットアイドルのショコラ。足下にいる、コンパクトでしっぽが生えている黒猫みたいなレンタルサーバーの名は、サラダ。

　彼女も、あきらのことを敵対視していた。

「ど、どうしたの、佐さ藤とうさん？」

　ショコラの正体は、ぼくのクラスメイトの佐藤さんだった。

　身体からだが弱く、学校を休みがちだったせいで、クラスでも目立たない存在の彼女に、ぼくは勝手に親近感を抱いていた。趣味も同じ読書で、図書館でよく出会うことがあった。

　だから、彼女がネットアイドルになったと知ったときは、かなり驚きよう愕がくした。

「西にし島じまくん。今日も可愛いわね。とても似合うわ、そのお洋服」

　佐藤さんはあきらを無視して、うっとりした顔でぼくの全身を眺める。恥ずかしくて、穴があったら入りたい気分になった。

「……あ、あんまり嬉うれしくないかな。で、どうしたの？」

「うん。落ち込んでいるかな、と思って……。大丈夫？」

　学校では眼鏡めがねをかけているが、ショコラのときはコンタクトレンズをつけている。雰囲気も、ちょっと違う。学校ではおとなしくて引っ込み思案な感じだけど、ショコラのときは積極的で大胆になっている。親切で心優しいところは変わらないけれど。

　佐藤さんとは、最近になって親しくなった。ぼくがネットアイドルになったことが原因だったのだけど、そのことについてはあまり考えたくない。

「同情はいらないわ！　これから逆襲するシナリオなのよ！」

　ぼくの背後で足を鳴らして、あきらがそう叫んだ。機嫌が悪いのはわかるけど、いきなり喧けん嘩か腰はどうかと思う。

「あなたには訊きいていません。わたしは西島くんと話しているの」

　佐藤さんの表情が変わる。あきらに対しては、かなり態度が厳しい。

　いくらライバルといっても、ここまで仲が悪いのはどうしてだろうか、と思う。同じ高校に通う同級生なのに。

「まことはあたしのチームなの。あんたは、敵。わかる？」

「わかってます。でも、放ほうっておけないの」

「余裕なのね、ショコラさん！　デビューから連戦連勝。おめでとう！」

「ありがとうございます。防衛戦ばかりですけど。しっかり一一位をキープしてます」

「むかっ。どーせウチのサブは、防衛戦で負けっ放ぱなしですよーだ！　順位も下がりっ放しですよーだ！　今何位だかわからないくらい下がってますよーだ！」

「ついさっき、一八位に落ちましたっすわ。一〇位から、えらい下がったもんですなあ……」

　サブが暗い声でそういったのに、ふたりは聞いていないみたいだ。

　牙きばをむいて佐さ藤とうさんを睨にらむあきら。佐藤さんも、斜に構えてあきらを睨んでいる。ふたりの間に激しい火花が見える。

　この張りつめた空気の中に、ぼくは飛び込んでいくことができない。ふたりを交互に見比べて、おろおろするだけだ。

「じゃあ、反省会があるから。帰ってくれるかな、ショコラさん。そこ、邪魔」

　あきらが急にテンションを下げて、そういった。

「アドバイスしたいんですけど。あなたじゃお話にならないから、西にし島じまくんに」

「え、ぼ、ぼく？」



    

  
    
      



    

  
    
      「まことはあたしのチームの一員なの！　敵に塩を送るような真ま似ね、やめてくれる？」

「だって、どうせなんにも考えてないんでしょ？」

「むかーっ！　行くわよ、まこと！」

「あ、う、うん。じゃあ、またね、佐さ藤とうさん」

　鼻息の荒いあきらは、佐藤さんを突き飛ばしそうな勢いで控え室のドアを開けた。素早く避けた佐藤さんは、廊下の壁に背中を預けながらぼくの手を握った。

　柔らかくてすべすべした感触。ぼくはちょっとドキっとしてしまった。

「あのね、西にし島じまくん」

「え、え？　……な、なに？」

「早くチーム体制を整えた方がいいわ。わたしも、ファンのひとに紹介してもらって、メカニックやアナライザーを雇っているの。他のネットアイドルも、みんなそうしてるみたい。ちゃんと体制を整えてやらないと、バトルロイヤルには勝てないわ」

「え？　そ、そうなんだ」

「詳しいことは、あとでメールで送るわ。じゃあ、頑張って！」

　佐藤さんは頬ほおを染めてそういうと、するりとぼくの手を離して走り出した。そのあとを、サラダが跳ねながら追いかけて行く。

　あきらとは違うシャンプーの残のこり香がが、鼻をくすぐる。

　バトルロイヤルで勝つためのチーム。やはり、ネットアイドルとレンタルサーバーだけでは勝てない。レンタルサーバーをチューンナップする専門家や、相手を分析したり解析したりする専門家が、仲間に必要なのだろう。

　すでにそういう準備をしていた佐藤さんに、ぼくは少なからず驚いていた。ぼくの知らないひとと、勝つために頑張っている。

　佐藤さんが、少し遠くへ行ってしまったように感じられた。

「こらーっ！　まことーっ！」

　ぼんやりしていたら、控え室からあきらが飛び出してきた。

「反省会やるっていってるでしょ！　なにもたもたしてんのよっ！」

　おろおろするぼくの頭を掴つかむと、強引に脇の下に挟んだ。フロントチョークスリーパーだ。頬にあきらの豊満で柔らかい胸が当たるけど、苦しくて死にそうだ。首の骨がぎしぎし音を発たてている。あきらはいつも、ぼくに手加減しないのだ。

「むぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちいよ……」

「鼻の下伸ばしてたでしょ！　この裏切りものっ！　こうしてくれるわ！　おりゃーっ！」

「ぢ、ぢむ……」

「あっはっはっは。いやあ、平和ですなー」

　サブの声が、さっきよりも明るく感じられたので、苦しみながらも、ぼくはちょっとだけほっとした。
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　チャイムが鳴り、今日一日の授業の終わりを告げた。

　無ぶ精しよう髭ひげでだらしない格好をした担任の木き村むら先生が、のそりと教室に入ってきた。簡単なホームルームが始まり、学級委員のふたりが苦労してやっと教室を静かにさせるころに、無慈悲にも終わりを告げるチャイムが鳴った。

「あー。なんか伝えることがあったはずなんだが、忘れた。以上。帰っていいぞー」

　木村先生がとどめにそういうと、教室からのそりと出て行った。

　ぼくのクラスは、いつもこんな感じだ。担任がやる気のないだらけたひとなので、あまりまとまりがない。クラス委員の生徒は、いつも苦労している。

　開け放たれた窓から、教室の真ん中ら辺にあるぼくの席まで、涼しい風が流れてきた。白いカーテンが、ふわりと揺れる。

　窓際の席には、眼鏡めがねをかけた佐さ藤とうさんがいた。クラスメイトの女子と、お喋しやべりをしている。以前は地味目だったけど、ネットアイドルとしてデビューしてから、学校でも頭に大きな赤いリボンをつけるようになり、スカートも短くなり、目立つ存在になっていた。

　そんな光景をぼんやり見てたら、短めの髪を茶色に染めた目つきの悪い痩やせた男がやってきた。ぼくの数少ない友達で、中学校からつき合いのある金かね本もと悟さとるだ。

「おーっし、まこと。部活行こうぜ部活。ほら、とっとと準備しろ！」

　そういって、悟は鞄かばんでぼくの背中を突っつく。

「い、痛いよ。わかったからやめて」

　悟に誘われて入部したのが、サブカルチャー研究部というよくわからない部活だ。悟は昔からこういうマイナーなものが好きだったけど、ぼくは未いまだにサブカルチャーの意味さえよくわかっていない。

「西にし島じまくん、部活行くの？」

　佐藤さんが、鞄を抱えてぼくの席にやってきた。眼鏡の奥のまんまるの瞳が、ぼくをドキドキさせる。

　夏休みが終わってから、佐藤さんもサブカルチャー研究部に入部した。どんな心境の変化があったのかはわからないけど、ぼくにとってはとても嬉しいことだった。

　佐藤さんに見守られ、悟に突っつかれながら、もたもたと帰り支度をしていると、教室のドアが乱暴に開け放たれた。

「まことーっ！　部活いくわよーっ！」

　大声とともに入ってきたのは、別のクラスのあきらだ。いつものことなので、クラスのみんなもそんなに驚かない。

　あきらは長く綺き麗れいな黒髪を、今日はツインテールにしていた。大きく膨らんだ胸は白い夏服のブラウスを持ち上げ、紺こんと赤のチェック柄の短いスカートからは健康そうな脚が覗のぞく。スパッツをはいているからいいようなものの、スカートがめくり上がるのをまるで気にしていない。

　佐さ藤とうさんがサブカルチャー研究部に入部したのを知ると、あきらも入部するといい出した。身体からだを動かすのが好きなアウトドア派のあきらは、すでに運動部をいくつか掛け持ちしていたのだが、サブカルチャー研究部にも籍を置くことになった。

　確かにネットアイドルもサブカルチャーといえるらしいけど、文化系とは縁がないあきらにしてみれば、かなり思い切った選択だと思う。

「声でけーぞ、安良城あらき！　頼むから、もーちょいおしとやかにしてくれ」

「うっさいなーサトチン。あんた、女の子に幻想持ちすぎー」

「つーか、リアルでサトチンとか呼ぶな！」

「うっさい！　あんたは一生サトチンだ！　サトチーン！」

　あきらはそういって、歯をむき出して悟さとるを睨にらむ。その顔を見て、悟は顔を覆って大きなため息をついた。

　中学校時代から、あきらと悟は仲が悪い。あきらと佐さ藤とうさんはお互いをライバル視しているので、当然仲があまりよくない。

　この四人が揃そろうと、ぼくは胃が痛くなる。

「ご、ごめん、お待たせ。行こうか」

「よーっし！　サブカルチャーとかいうアヤシイ研究をしに、レッツゴー！」

「おめーはテンション高すぎだっつーの！」

　本校舎の三階にある教室から出ると、階段を降りて中庭に向かう。いつも朝礼を行う広い中庭を横切る渡り廊下の先が、部室棟になっている。

　途中で女子に手を振られたけど、ぼくは恥ずかしくて顔を伏せてしまう。あきらは営業スマイルで対処し、佐藤さんはぺこりと礼をしていた。慣れたものだなあ、と思った。

　渡り廊下に出ると、眩まぶしい太陽が出迎えてくれた。もう九月も後半だが、今日は陽ひ射ざしが強くて蒸し暑い。

「最近、外でも握手とか求められるようになったわ。あたしも有名になったもんね！」

「インターネットのアイドルつったって、今じゃテレビのアイドル並に認知度あるからな」

「そうみたいだね。あきらも佐藤さんも、アクセス数凄すごいし」

「そーゆーまことが一番凄いんですけど。桁けた違うもんねー」

「最近嫌いや味みっぽくなってるのね、安良城あらきさん」

「うん、そうなんだよ。ちょっと悟みたい」

「な、なんですってーっ!!　……死にたい」

「おい、そこ！　落ち込みすぎだぞ！」

　そんな話をしているうちに、部室棟に到着した。

　汚れの目立つ鉄筋二階建ての建物に入ると、少し涼しくなった。一階は運動部が多いので、練習着に着替えた生徒たちが慌あわただしく動いている。

　窓から西にし陽びが入る廊下を曲がって奥まで進む。一階奥の陽の当たらないじめじめした場所が、サブカルチャー研究部の部室になっていた。

「こんちゃーっす！　ネットアイドル三名連行してきましたー」

　悟さとるはそういいながらドアを開けた。広い部室の中には、長机がいくつか不規則に並べられ、パイプ椅い子すが適当に置かれていた。北向きの窓のそばには、古いパソコンが二台設置されていて、インターネットにもつながっている。

　部室の奥にある長机の周まわりには、壁のように書籍が積み上げられていた。その壁の脇から、ひょっこりとあごの長い顔が出てきた。

「おお～、金かね本もとくぅん、ご苦労。さっそくで悪いんだけど、助けてくれないかな～」

「え？　なにしてるんすか、部長」

「本を探していたらさ、どうにもまずいことになっちゃってさ。あいたたたたた。角が当たる角が～」

　悟と一緒に奥へ行くと、筧かけい部長が文字通り書籍に埋うまっていた。

「相変わらず非力っすね。いま掘り起こしますから、じっとしといてください」

「あぁん！　乱暴にしないで～」

　この間の抜けたしゃべり方をするひとが、二年生でサブカルチャー研究部の部長、筧先輩。もじゃもじゃの癖っ毛頭で、背は一八九センチもあるのだが、ひょろひょろに痩やせている。その非力さ加減は、失礼ながら、ぼくと同じくらいじゃないだろうか。

　この部室は、書籍類が異様に多い。過去の部員たちが集めに集めた、超常現象や未確認生物やオカルト関係の怪しい研究資料が、部室の壁を埋める本棚にも、机の上にも、床にさえも山のように積まれている。スチール製の古びた本棚や、その手前に積まれた年季を感じさせる段ボールの奥の方は、もうなにがあってもおかしくないくらいの禍まが々まがしさだ。

「ていうかさ、古い本とかもう捨てちゃったらどうです？　ページ破けちゃってるのとかあるし。埃ほこりも凄すごいわ」

　北向きの窓を開けながらあきらがそういうと、助け出された部長が勢いよく立ち上がろうとして、足下の本に滑ってバタンと倒れた。その拍子に、長机の上に積んであった書籍の山が崩れて部長を埋めた。

「むぐわひゃぁ！　な、なんてことをいうんだ！　この、むぐぐぐ、宝の山を捨てようだなん、むぐぐぐ、絶対に許され、むぐぐぐ。た、助けてくれ～、金本くぅん！」

「……はいはいはい」

　読書好きのぼくとしては、部長の気持ちはよくわかる。気に入った本を捨てるだなんて、考えられない。でも、この部室の蔵書量はちょっと異常だ。どこに行けば売っているのだかわからないような奇怪な本ばかりだし。

　そんな蔵書の中には、ぼくの好きなファンタジー関係の本も混ざっていた。幻獣や、魔法使いの本。あまりにも古くて本当に呪のろわれてしまいそうな本は手に取らないが、新しめの本はイラストもすてきで、手にとって眺めているだけで時間を忘れる。

　部長が掘り起こされていると、副部長の新にい倉くら先輩がやってきた。

　ほかに二年生は三人いるが、今日はいない。一年生もぼくたちの他にふたりいるが、あまり部室には顔を出さない。

　幽霊部員の多い、謎なぞの部活だ。

「さあ、始めましょうか！」

　新倉先輩が、芯しんの通った声でそういった。彼女は小柄でぼくよりも背が低く、ストレートな髪を腰まで伸ばしている。しっかり者で機転が利き頭がよくて、生徒会の副会長でもある。どうしてこんな部活の副部長をしているのか、かなり不思議に思う。

　悟さとるはパソコンデスクに収まると、電源を入れる。隣には、新倉先輩が座った。

「もーちっと性能のいいパソコンが欲しいっすね。何年前のっすか、こいつ」

「そうね。予算があればね。でも助かったわ、金かね本もとくんが入ってくれて。去年までは、私ひとりで編集やってたのよ。先輩でパソコンを使った編集ができるひと、誰もいなくて」

　そばかすのある色白の顔に笑顔を浮かべ、新倉先輩はそういった。悟は珍しく照れたみたいに頭をかいて、視線をモニターに移した。

「まあ、オレもまだ勉強中っすけどね。つーか、筧かけい部長の原稿、無茶苦茶誤植多かったんすけど。なんすかアレ」

「……あれはそのままにしておいて。勝手に直すと、うるさいのよ」

　このサブカルチャー研究部の存在意義でもある会誌『アトランティス』の最新号は、しっかりとオフセット印刷されたＢ５サイズの分厚い本になる予定だ。ぼくにはよくわからないのだけど、電子入稿というやつで、パソコン上で原稿をまとめて印刷所にデータを渡すらしい。パソコンに強い悟と新倉先輩が、作業の担当だ。

　ぼくも、慣れないながらもパソコンで原稿を書いて入稿した。といっても悟の企画で、ぼくの写真とプロフィールと一〇〇問の質問に答える、という簡単なものだったけど。

　筧部長は、壁のように積まれた書籍の中から目当てのものを見つけたらしく、満足げに頷うなずきながら読み始めた。机の上に使い込まれたノートを広げ、時折もの凄すごい勢いで書き込みをしている。

　佐さ藤とうさんは、ぼくの隣のパイプ椅い子すに腰掛け、持ってきていた文庫本を静かに読み始めていた。あきらは窓の外にいるらしい友達と、大声で話をしている。

　もともとこのサブカルチャー研究部というのは、年に一冊だけ出版する『アトランティス』の記事を書く以外、特に課題なんてない。筧部長は、自由研究を好きなようにやってもらって構わない、というけれど、もともとサブカルチャーの意味すらよくわかっていないぼくは、なにをしたらいいのか見当もつかない。

　人見知りが激しいぼくには、こんな部活が合っているのかも知れない。気を使わないでいいから、非常に気楽だ。

「ねえ、西にし島じまくん。考えてくれた？」

　佐さ藤とうさんが、視線を本から離さずに小声でそういった。

「え？　なにを？」

「チームのこと。メールでも説明したけど、メカニックは絶対に必要よ？」

「あ、ああ……。うーん、まだ考え中なんだ」

　バトルロイヤルを勝ち抜くための、チーム。

　難しい問題だ。ただでさえ、人見知りの激しいぼくである。クラスにもうまくとけ込めないぼくが、まったく知らないひととうまくやれるだろうか。まったく自信がない。

　そんなぼくのことをよく知っているあきらは、自分とぼくとサブの三人だけでなんとかしたいといってくれていた。

　だが、サブをチューンナップできる仲間が必要なのは確かだ。このままでは、サブは勝てない。負けず嫌いのあきらだって、本当は仲間が欲しいに違いない。

「なににやにやしてるのよ、まこと」

　不満げな声でそういいながら、あきらがぼくと佐藤さんの間に無理矢理入ってきた。

「にやにやなんてしてないよ。佐藤さんに、相談に乗ってもらってたんだ。サブのことで」

「むっ。佐藤さん、スパイはやめてっていったでしょ！」

「アドバイスです。サブが可哀かわいそうだわ」

　佐藤さんは視線を合わせずに、小声でそういった。

「余計なお世話ですー。対処策は考えてあるから心配無用！」

　そうはいっているが、きっとなにも考えていない。昨日も作戦会議だといって張り切っていたのに、いつの間にかゲームに熱中していた。

　学校にいるときの佐藤さんは、ショコラのときと違ってとてもおとなしいから、あきらがいくら攻撃的に噛かみつこうとしても、決してつきあわない。涼しい顔をして、文庫を読んでいる。これはこれで凄すごいことだと思う。ぼくには真ま似ねができない。

「なーんか、むしゃくしゃするわねー」

　佐藤さんが相手をしてくれないので、あきらは長机の上に腰を下ろすと、腕を組んで口を尖とがらせた。

「カルシウムが足りないんじゃない？」

　迂う闊かつにもそう口を滑らすと、あきらの矛ほこ先さきがカチリとぼくに向いた。

「それは俗説！　バカにするなーっ！」

　射出されたようにあきらは跳ぶと、ぼくの腰にタックルを決めた。そのまま床に押し倒され、気がつくと足を四の字に決められていた。

「い、痛いっ！　痛いよあきらーっ！」

「あ、そうだ。なにかが足りないと思ってたのよね。このへんにマットが欲しいわ」

「いらない、いらないから！　解いて！　許してよあきらーっ！」

　あきらは腕を広げ、バタンと大げさに後ろに倒れた。その衝撃で足がぎゅっと締まり、あまりの痛さに気が遠くなる。ぼくは、声にならない悲鳴をあげた。

「ずるいわ、安良城あらきさん……」

　佐さ藤とうさんが、なぜか羨うらやましそうな顔をしていた。
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「あ。お帰りなさいっす、まことさん」

　家の玄関を開けると、そこに掃除機を持ったサブがいた。

「……あれ。サブ？　な、なにしてるの？」

「ええと。掃除、ですわ。廊下をね。こう、ずざざーっと、ね」

　サブは、コンピューターだ。四角い箱から細い手足が伸びた、コンピューターだ。でも、サブは違うといい張っているが、誰がどう見たってロボットなのだ。

　ぼくはサブのことを家族に秘密にしていた。ぼくやあきらがいないときは、押し入れの奥でおとなしくしているはずなのに。

　だって、どう説明したってお父さんやお母さんに許してもらえないと思う。こんなロボットが現実に存在するだなんて、普通考えられない。

「いやあ、実は押し入れに入っておとなしくしてたんですがね、掃除をしにきたお母さんに見つかってしまいまして。事情を話したら、働かざる者食うべからず、とかいわれて掃除担当をいいつかってしまった、っていうわけなんですわ。あっはっはっはっは」

　困った顔で笑うコンピューター。サブはロボットのくせに、人間よりも表情が豊かだ。

「え、ええーっ!?　お母さんに見つかったの？　……そうか、お母さん今日は仕事休みなんだっけ」

「ええ、そうっす。でもいいひとですなあ、お母さん。追い出されたらどうしようかと思いましたが、すんなり認めてもらいましたわ」

「ど、どういうふうに説明したの？」

「あっはっはっは。それはもう正直かつ簡潔に、まことさんを護るために宇宙から派遣されたんです、と」

　サブはここで、右手は腰に、左手は指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させる得意のヘンテコなポーズを取った。

　サブの話が信じられなくて呆ぼう然ぜんとしていると、居間からお母さんが顔を出した。

「あら、まこと。帰ったの？　だめじゃない、お友達を押し入れの奥になんて閉じこめていちゃ！　可哀かわいそうよ！」

「え。……そ、そうだね。ごめんなさい」

「あんたと違って、とっても役に立つしね、このコ。じゃあサブくん、廊下のお掃除終わったら、お風呂場もお願いね」

「了解っすわー。カビ取りもしましょかー？」

　意外と、うちのお母さんは理解があるひとだったようだ。

　こんなことなら、もっと早く家族に紹介しておけばよかった。



「あはははは。なんだ、結局ばれちゃったんだ」

　夕食後、あきらはぼくの部屋にやってきた。エメラルド色のキャミソールとデニムのミニスカート姿で、無防備にあぐらをかいて座っている。

　ぼくの部屋にあるベランダと、あきらの部屋の窓は近接していて、いつもあきらはそこから飛び移ってぼくの部屋にやってくるのだ。子どもの頃は、危険だからやめてほしかったのだけど、今となってはもう諦あきらめている。

「あっはっはっは。そうなんですわ。お父さんにも、お姉さんにも理解していただいて、わいは嬉うれしいですわ」

「絶対に拒絶すると思ってたから、なんだか拍子抜けだったよ。お父さんなんて、かなり喜んじゃってさ、サブのこといろいろいじろうとしてた」

「危なく分解されるところでしたわ」

「あはははは。案ずるよりも産むが易やすしね。大人たちって、普通に宇宙人の存在を知ってたのかな。でもよかったじゃない。これでもう、こそこそしなくて済むんだしさ！」

「そうだね。ちょっと心が痛かったんだ。いつも押し入れの奥に閉じこめてたこと」

　トントン、と軽くドアがノックされた。

「あ。お姉ちゃんだな、この音は。仕事から帰ってきたのか」

「慌あわててサブを隠さなくてもいいんだ。楽ちんよね」

「うん。でも、なんか嫌いやな予感がする……」

　ぼくが重い足取りでドアを開けると、お姉ちゃんがサイン色紙を何枚も抱えていた。

「あきらきてる？　あ、きてるわね！　明日の朝までに、これにサインしといて！」

「え、ええーっ!?　お姉ちゃん、なにいってるんだよ」

「加か奈な子こさん。なんですか、それ？」

「友達にメールしたらさ、あなたのファンってひとがいたのよ。あ、まこととペアでお願いするわ。まことのファンもいるのよ！　なんかあなたたち、かなり有名らしいじゃない！　私、芸能関係にうといからさー、知らなかったわ」

　ぼくの年の離れた姉、西にし島じま加奈子は、バリバリ働くＯＬだ。ショートカットの髪を明るく染めていて、スタイルもいい。優しくて真面目まじめな性格をしているけど、最近は男運がないといって酒癖が悪くなってきていた。

　今日のお姉ちゃんも、お酒の臭においがプンプンする。

「……そ、そうなんだ。芸能人とは違うと思うけど」

「なんでもいいわよ！　でも嬉うれしいわぁ。私の弟と、妹みたいなあきらが有名人になってたなんて。鼻が高いわ！」

「加か奈な子こさん、あたしたちは、これからもっと有名になるわよ！　宇宙規模でね！」

「すごーい！　年末年始はハワイで決まりね！」

「だ、だから芸能人じゃないんだから……」

　大量の色紙をぼくに渡すと、お姉ちゃんは楽しそうに話すだけ話しまくり、笑顔のまま去っていった。

「あはははは。加奈子さんの反応、面白かったー。まあ、有名税みたいなもんよね、サブ」

「そうですなあ。相変わらず、あきらさんのサイトのアクセス数は多いですからねえ。口コミでも広まってるんじゃないかと思いますわ」

「でも、テレビの取材とかはこないわね。雑誌とかさ」

「そういうのは、厳重に規制しとりますわ。あくまでも、ネットアイドルなんで」

「徹底してるんだね」

「ま、どっちが有名かっていうと、まことの方だろうけど。異常よね、あのアクセス数」

　あきらが口を尖とがらせたへんな顔でそういった。

　ぼくは急激に恥ずかしくなって、ベッドに飛び込んで布ふ団とんをかぶった。

　あの女装の写真を、お姉ちゃんの会社のひとも見ているのだ。お姉ちゃんだってもう見ているかも知れない。有名になっているということは、かなりたくさんのひとがあれを見ているということだ。そう思うと、恥ずかしくてどうしようもなくなる。

　ネットアイドルあきらのホームページは、一日当たりのアクセス数は約八万。それに比べ、サブがぼくに断りもなく勝手に作っていた、ネットアイドルまことのホームページの一日当たりのアクセス数は、なんと二百八十万。

　とんでもなく異常な数値だ。

　メインのコンテンツは、写真のギャラリーだ。女装のページは、別に展示室があってかなり人気が高いらしい。

　高校生男子の女装写真が宇宙で大人気だなんて、かなり異常なことだ。

　こまめに日記も更新されているが、それはサブが書いたもので、ぼくにはとても書けないような巧い文章で読者をくすぐっていた。

　そのサイトの存在を知ったとき、すぐに止めさせるつもりだったのだが、佐さ藤とうさんとあきらの妨害にあって閉鎖することはできなかった。サブにも頭を下げられてしまったので、強く出ることができなかった。

　開き直るしかないと思ってはいるものの、恥ずかしさは消えない。なるべく思い出さないようにするだけで精一杯だった。

「ちょっと、まことー。なに隠れてるのよ。サブのことで作戦会議するんでしょ？」

　布団をかぶって恥ずかしさと戦っていると、あきらがどすんとのしかかってきた。

「うぐっ！　重いよあきら！」

「なんですって！　このナイスバディの女の子を捕まえて、重いだなんて！　失礼にもほどがあるでしょ！」

　乱暴に布ふ団とんをはがされると、あきらの大きな胸が迫ってきた。あっという間に腕と首を決められ、袈け裟さ固めの体勢に入られた。

「うぐぐぐぐぐ！　ぐ、ぐるちい……」

　視界の片隅で、なぜかサブがありがたそうに合掌しているのが見えた。

「よーし、これくらいで許してあげるわ。会議を始めるわよ！」

　あきらに解放されると、ぼくはぐったりとベッドにうつぶせになった。いつもあきらは本気で技をかけてくるので、かなりきつい。

「どう、まこと？　しっかり技、決まってた？」

「……いつも通り、完かん璧ぺきだよ。いや、上達してるかな。ぼくの寿命もあとわずかだね」

「おっし！　じゃああたし、格闘家になるわ！」

「え？」

　強烈に熱しやすく、醒さめやすい。それがあきらだった。本人は否定しているけど、いつも飽きるのは唐突だった。

　もしかして、ネットアイドルに飽きてしまったんじゃないだろうか。

「なにへんな顔してるのよ。別にネットアイドルを辞めるわけじゃないわ。アクセス数あげて、サブをパワーアップさせるための作戦よ。格闘家になって、もっと有名になるの」

「なんだ。びっくりさせないでよ。……って、格闘家!?　本気でいってるの!?」

「女子高生プロレスラーだっているのよ？　オリンピックのレスリングだって、若い女の子出てるし。あたしはレスリングも柔道もやってないけど、空手っていうベースがあるし。格闘技団体のパンクライシスに入門しようかなー、って」

　確かにあきらは空手の黒帯を持っている。去年の夏休みに突然空手を習いたいといい初めて、ぼくを引きずって道場に通っていた。それで黒帯を習得したのだが、夏休みが終わると突然飽きたといって辞めてしまった。

「ほ、本気なの？　でも、これ以上アクセス数あげても、それを生かすことができなきゃ意味がないよ」

「そうですなあ。今のところ、アクセスパワーの一〇パーセントくらいしか使えておりませんなあ。エンジンはＦ１なみでも、機体は自転車、運転手はクラゲ、みたいな感じっすわ。超高速の空回り、っつーか。まるでだめですわ」

「じ、一〇パーセント!?　たったそれだけなの？」

　たとえは下手すぎてよくわからなかったけど、たった一〇パーセントのパワーしか使えていないということは、かなりの驚きだ。

「ええ、まあそうなんすわ。なにしろ、あきらさんだけでもかなりのアクセス数があるのに、まことさんのアクセス数も上乗せしとりますから。一〇〇パーセント引き出せたとしたら、確実にチャンピオンになれまっせ」

　サブは誇らしげに、胸をごいんと叩たたいた。

「うわあ。そ、そうなんだ」

「まことのアクセス数も、報ほう酬しゆうポイントに反映されてればいいのにね」

　ネトア・ロイヤルは、ホームページのアクセス数に応じてポイントが発行され、そのポイントを消費してレンタルサーバーを強化するというシステムになっている。あきらのアクセス数だけでもかなりあるから、毎週加算されるポイントは多いのだけど、バトルロイヤルで負けると修理費でかなり使ってしまうので、強化パーツを買うことができない。

「報酬ポイントの規定にだけは、しっかり記載があるんすわ。“〝女性のネットアイドルのアクセス数に応じて”〟っつーのが。アクセスパワーに関しては、単に“〝ネットアイドルのアクセス数に応じて”〟としかないんすけどね」

「なんか間違い探しみたいな感じだね……」

「うじうじ悩んでても仕方がないわ！」

　あきらは机の上に飛び乗り、腰に手を当てて胸を張った。

「一〇パーセントしか生かせないんだったら、その一〇パーセントでも勝てるようになればいいんじゃない！　アクセス数を今の倍にすれば、強さも倍になる計算よね！」

「まあ、厳密にはそうはいかないっすけども、今よりかはマシになるかも知れまへんなあ」

「じゃあ決まりね！　明日の放課後、六ろつ本ぽん木ぎの道場に行ってみるわ！」

「もう道場の住所も調べてあるんだ……」

　あきらは自分でこうだと決めたことは、必ず実行する。ぼくがなにをいおうと、もうどうしようもない。あきらは明日道場に行き、きっと格闘家としてデビューしてしまうことだろう。

　いつもだったら、ぼくを引き連れて行くところだけど、今回は違う。あきらはひとりで格闘家にチャレンジする。

　ぼくは、すこし寂さびしさを感じてしまうのだった。



　あきらが部屋に戻ると、ベランダでぼんやりと夜空を眺める。

　透き通った藍あい色の空に、満月に近づいた月が鎮ちん座ざしていた。今日は蒸し暑かったけど、夜になるとだいぶ冷える。

　深くため息をついた。

　みんな頑張っている。

　ぼくは、変わったはずだった。夏休みにいろいろあって、一皮むけたはずだった。勇気ある、行動的な男に。

　それなのに、学校が始まってみれば、いつもと変わらないぼくがいた。

　人間というやつは、そう簡単に変わることはできないらしい。

　佐さ藤とうさんはチームのメンバーを集めて、バトルロイヤルに勝つための努力をしている。あきらも、方法はどうあれ、サブに勝ってもらうために行動しようとしている。

　ぼくは、どうしたらいいだろう。ぼくになにができるだろう。

　星が、流れた。

　願いごとを三回いえば叶かなうというけれど、間に合ったことがない。それに、サブが勝てますようにと願ってそれが叶ったとしても、ぼくがなにもしていないことに変わりはない。

　星は、街の中に消えていった。

　ぼくは再びため息をついて、自分の無力さを痛感しながら部屋に戻った。
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　放課後になると、悟さとるとふたりで部室棟へ向かう。

　最近は教室にいるときよりも、部室にいるときの方が心が安まる。ぼくのファンだと自称する不特定多数のひとたちの、好奇の目に晒さらされないで済むからだ。

　今日は、あきらがいない。昨日いっていた格闘技団体の道場へ出かけるようだ。身体からだの弱い佐さ藤とうさんは、学校を病欠していた。

　サブカルチャー研究部の今日の活動内容は、いつも通りだった。筧かけい部長は熱心に怪しい本を読んでいて、新にい倉くら先輩と悟は会誌の編集を頑張っていた。

　ぼくは読みかけの本を持ってきていたから、静かな部室で平穏なひとときを過ごすことにしたが、集中できない。六ろつ本ぽん木ぎの道場へ出かけたあきらが気になるし、サブの連敗も気になる。ぼくにできること。それが見つからない。

　ぼんやりとしていたらいつの間にか夕方になり、校門を出て部員のみんなと別れた。悟は新倉先輩と一緒に、本屋に行くみたいだ。

　学校からの帰り道を、赤いマウンテンバイクで走る。学校から家までは、自転車で二〇分の距離だ。閑静な住宅街を抜け、大型スーパーやマンションが並ぶ大通りの歩道に入る。

　そこに、見慣れた四角い箱が歩いていた。

　ぼんやり考えごとをしていたから、最初はなにかの見間違いだと思ったのだが、夕ゆう陽ひに照らされて朱色に染まったその箱は、間違いなくサブだった。

　サブが、人混みを避けながら歩いている。

　ぼくは思わず急ブレーキをかけて、サブのすぐ後ろで停止した。

「うわーっ！　サ、サブ、なにしてるの!?」

「あ、まことさん。学校からお帰りっすか。お疲れさまっすわー」

　呑のん気きな声のサブ。その手には、長ネギと大根がはみ出た買い物かごが握られている。

「も、もしかして、お母さんに買い物頼まれたの？」

「はいっすわ。今日のみそ汁は、大根でっせー。メインのおかずは、豚の生姜しようが焼き」

「そ、そう……。偉いね、サブ」

「いやあ、照れますなあ。あっはっはっは」

　お母さんもなにを考えているのだろうか。こんなどこからどうみてもロボットであるサブに買い物をさせるだなんて。

　しかし、買い物かごから野菜が見えているということは、なにも疑問を持たれずに買い物ができたということだ。

　この地球には宇宙人が住み着いていることは確かなのだが、八百屋や大型スーパーで働いていたりするのだろうか。学校の担任の木き村むら先生も、ヴァンダイレ星人だと打ち明けてくれた。学校にいるくらいだから、商店街にいてもおかしくはない。

「ほいじゃま、一緒に帰りましょうか。ローラー出しますわ」

　そういうとサブは、背中からローラーつきの足首を取り出すと、コチャっと換装し、歩道から降りた。この足裏についたローラーはバトルロイヤル用のロケットローラーブレードで、一〇〇キロ以上の速度を出せるのだが、ぼくののんびりした自転車の速度に合わせてくれる。

　角を曲がり、大通りから閑かん静せいな住宅街に入る。密集した住宅の間を縫ぬう一方通行の道を、サブと一緒に走った。このあたりは夜になると暗いし、道が入り組んでいるけど、人通りも少なく、なにより近道なのだ。

　夕ご飯の食欲をそそる香りが、ぼんやり漂ってくる。

「なんか元気ありまへんね、まことさん」

「え？　ぼ、ぼく？　ううん、別に……」

「そうですかー？　わいでよかったら、いくらでも相談に乗りまっせ」

　柔和な笑顔で相談に乗ってくれるコンピューターなんて、そうはいないだろう。でも、人間の悩みなんて、機械に理解できるのだろうか。サブだったら、できそうだけど。

　それはともかく、そういってもらえるだけで嬉うれしかった。

　ぼくは、悩んでいるのだろうか。それすらも、よくわからなくなっていた。なんとなく焦あせりがあるのは、自覚しているのだが。

　うまく言葉にできなくて口ごもっていると、少し先の曲がり角から人影が現れた。

　空はもう暗くなっていて、顔まではよく見えないけど、背の高い女性のようだ。筧かけい部長より大きくて、二メートルくらいあるんじゃないだろうか。タイトな膝ひざ上のスカートから、すらりと細い脚が伸びている。

　距離が近づくと、かなり端たん麗れいな女性だとわかる。細い眉まゆの下に細いサングラスがあり、蝋ろう人形のような白い肌に濃いルージュをひいていて、肩にかかる髪は赤い。肩の張った黒いスーツに、紫色のブラウス。高いヒールをはいて、とてもスタイルがいい。胸に、小さな宝石を埋うめ込んだペンダントをしている。

　きつい香水が鼻をついた。

「……レンタルサーバー」

　すれ違う瞬間、女性は突然そういった。

　つぶやくようなハスキー声。

「お前、ネットアイドルなのか？」

「え、えっ!?　は、はい!?」

　思わず急ブレーキで止まり、そのまま倒れそうになった。サブが横でぼくを受け止めてくれなかったら、怪け我がをしていたかもしれない。

　振り向くと、ぼくの方を向いていた。

「偶然か。……いや、それはないな。だとすれば、そのレンタルサーバーは――」

　夕ゆう陽ひが映るサングラスの奥から睨にらまれているような気がして、身震いした。対たい峙じすると、もの凄すごい威圧感がある。蛇へびに睨まれた蛙かえるの気持ちがわかるような気がする。

　その整った高い鼻から、一筋の鼻水が垂れた。

　胸のポケットからハンカチを取り出し、ずびーっと大きな音をたてて鼻をかんだ。

「ぐしゅ。まあ、いい。少年。協力しろ。私の名は、リデル。リデル・スナイプス。キミは名乗らなくてもよい。ただ、私に協力してくれ。キミの命は、保証する」

　ぼくは耳を疑った。

　命は保証する？

「さ、サブ……。ど、どうしよう」

　不安になってサブを見ると、蒼あお白じろく発光していた。

　額ひたいのふたつのランプが赤く点滅していて、バチン！　という音とともに、身体からだからいくつのも火花が飛び散った。

　ぼくは、唖あ然ぜんとした。

「――え。さ、サブ？　それって、も、もしかして」

「えーっと、ですな……。なんかわい自身にもよくわからんのですが」

「それ、オ、オーナー守護モードだよね？　オーナーのぼくかあきらが傷つけられて、命の危険性がある場合だけに発動する、っていう」

「正しい認識ですわ。まさにその通りっす。……で、今は違うっすよねえ？」

　困惑した顔でぼくを見るサブ。命の危険性に関してはまだわからないが、少なくともまだ危害は加えられていない。だから、オーナー守護モードが発動するわけがない。

　ぼくの視界から、サブが消えた。

　次の瞬間、もの凄い突風と衝撃波が、ぼくを自転車ごと吹き飛ばした。

　わけがわからないまま急いで身を起こす。

　アスファルトが割れていた。壁の破片が散乱していた。

　衝撃波が放たれた方を見ると、火花が散る砂すな埃ぼこりの中に、サブがいた。

　サブの拳こぶしの前に、うずくまる人影。

「……き、キサマ、いきなり、攻撃とは。不意を討たれた……。へっくしゅ！」

リデルと名乗った女性は、赤い唇くちびるを曲げて笑みを浮かべたようだったが、大きなくしゃみをして、そのままばたりと前のめりに倒れた。

「う、うわーっ!!　さ、サブ!!　なにしてるの!?」

　ぼくは、頭を抱えてその場にしゃがみ込んだ。いくら怪しいからといって、いきなり攻撃を仕掛けるのは反則だ。

「ひえええええええ!!　わいにもわけがわかりませんっすわあああ！　ど、どどどどどうしましょうまことさん！」

　サブは攻撃をしたばかりの拳こぶしをぶんぶん振りながら、片手を口に当てて、ぼくのそばに小走りでやってきた。

「に、逃げよう!!　サブ、早く！」

「いやでもだがしかしすっよ、このまま放ほうっておくわけにも――」

「……ま、待て！　このまま、逃がすわけには、いかない！」

　地獄の底から響くような、恐ろしい声がした。

　驚くべきことに、リデルはお腹なかを押さえ、鼻水を垂たらしながらも、必死に立ち上がろうとしていた。

「う、うわーっ!?」

「やっぱ逃げましょう、まことさん!!」

　サブのロケットローラーブレードが、甲かん高だかい唸うなり声を上げた。サブは自転車とぼくを拾い上げると、そのまま全力のスピードで走り出す。

　凄すさまじい速度で疾しつ走そうしているけど、こっちの恐怖は感じなかった。それどころではなかった。あっちの方がとても気になる。

「あ、あのひと、生きてたよ！　サブのパンチを受けたのに！」

　サブは器用に通行人や車を避けて、速度を落とさず走る。

「ええええ、間違いなくこの地球の人間じゃないっすわ。見た目は人間ですけど、宇宙にいくつかある戦闘種族かも知れまへん。そいつらは、ロボット以上の戦闘能力を持っとる場合がありやす。この世で一番硬いものは、自分の拳こぶし、っていうやつらっすから」



    

  
    
      



    

  
    
      「こ、こないだのヒョードラ星人みたいな？」

　夏休み最後の日、ネットアイドル☆バトルロイヤルの闘技場に乱入してきたのがヒョードラ星人だった。緑色のスーツを着て、四本の腕を持ったカマキリみたいに昆虫的な宇宙人。サブとサラダがオーナー守護モードを発動させて、やっと退治できた戦闘種族だ。

「そ、そうっすねえ。ですが、それ以上っすかねえ」

「それ以上って？」

　サブがくるりと円を描いて停止した。いつの間にか、家の前に到着していた。

　ぼくはサブの腕から降りて、マウンテンバイクを受け取った。身体からだが汗でびっしょりになっていたことに、たった今気がついた。

「ご存じの通り、オーナー守護モードというのは、パワーユニットのリミッターフル解除のモードでして、かなりシャレにならんパワーなんすよ。それを、防具もなしに、しかも不意討ちでモロに腹に喰くらって、それでまだ立ち上がろうとするとは……」

「うわあ……。かなり強いんだ。ま、まずいかな？　狙ねらわれちゃうかな？」

「ど、どーでしょう。……それよりも問題なのは」

「え？　……あっ!!」



「……どうして、あそこでオーナー守護モードが発動してもーたんすかねえ？」



    

  
    
      
第三話　拾ってきた少女





　　　　　　　　　　１



「ご、ごめんね、佐さ藤とうさん。他に頼れるひと、いなくって……。体調、本当に大丈夫？」

「うん、大丈夫よ。嬉うれしいわ、頼ってくれて」

「迷惑じゃない？　こんな時間に」

「気にしないで。お手伝いさんは帰っちゃったし、パパもママもまだ帰らないから」

　ぼくとサブは、佐藤さんの家におじゃましていた。

　佐藤さんは今日学校を病欠していたのだけど、相談しようとして携帯からメールを出したら、うちにこないかと誘われたのだった。それで、もう晩ご飯の時間帯なのだけれど、こうして招き入れてもらったのだ。

　佐藤さんの家は、緑の多い庭は広く整っていて、ぼくの家よりもかなり大きく綺き麗れいだった。二階の陽ひ当あたりのよさそうな彼女の部屋は、カーテンも絨じゆう毯たんも、可愛かわいらしいパステルカラーで統一されていた。ファンのついた天井の照明も、センスがいいような気がする。

　ベッドの上には、猫が二匹、丸くなって眠っている。アメリカンショートヘアーの女の子と、ロシアンブルーの女の子。名前は確か、かりんとみかん。

　佐さ藤とうさんはパジャマにカーディガンをはおって、ベッドに腰掛けている。すこし頬ほおが赤いけれど、ちょっと嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。佐藤さんのレンタルサーバーであるサラダは、彼女の足下で丸まっていた。

　女の子の部屋に入ったのは初めてなので、ぼくはドキドキしてしまう。あきらの部屋は、とても女の子の部屋とは思えない男っぽい部屋なので、勘かん定じように入れない。

「それで、どうしたの？　慌あわててたみたいだけど」

「ええと、ですなあ。……非常にいいにくいんですが」

　意気消沈のサブは、サラダの方をちらりとみて、深刻そうに口を開いた。

「わい、どうやら暴走してしまったみたいでして」

「な、なんでしゅって!?　どういうことでしゅか、サブしゃん！」

　丸まっていたサラダがぴょこんと身体からだを起こし、舌足らずな口調でそういった。

「つい先ほどなんすけど、戦闘種族やと思われる宇宙人の方に話しかけられましてねえ。それだけで、オーナー守護モードが発動してもーたんですわ」

「オーナー守護モードでしゅって!?　じゃあ、相手は……。まさかサブしゃん!?」

「ち、違うんだよサラダ。相手は、……生きているんだ。パンチを受けたのに、起きあがってサブと戦おうとしてたみたいだし」



    

  
    
      



    

  
    
      　跳び上がって驚くサラダにぼくがそういうと、佐さ藤とうさんも眼鏡めがねの奥の目を大きくして驚いた。

「本当に？　オーナー守護モードの攻撃を受けたのに？」

「ええ、そうなんですわ。見た目は地球人かヴァンダイレ星人っぽいんすがねえ。バンド星人よりもタフそうでしたわ」

「そんなことよりも、サブしゃん！　オーナー守護モードの不正起動は犯罪でしゅよ！　見つかったら、逮捕されてスクラップにされてしまいましゅ！」

「え、ええーっ!?　そうなの、サラダ!?」

　サラダの言葉に、今度はぼくが驚きよう愕がくした。

「そうなんでしゅ。ぼくたちレンタルサーバーは、戦闘用のロボットじゃないんでしゅ。闘技場以外での戦闘や、レンタルサーバー以外との戦闘は、厳しく禁止されているんでしゅ。こないだのヒョードラ星人との戦いは、例外中の例外でしゅよ！」

　ことの重大さに、思わず息を飲んだ。これは絶対に秘密にしておかないといけない。サブがスクラップになるだなんて、耐えられない。

「……そ、それじゃあ、大宇宙平和推進機関のひとに相談することもできないね」

　声を震わせたぼくの気持ちを察してくれたのか、佐藤さんは深く頷うなずいた。

「でもサラダちゃん。サブは西にし島じまくんの命の危険を感じたんじゃない？　宇宙人だったんでしょ、そのひと」

「それだけじゃ発動しないでしゅよ。発動条件はかなり厳しくて、大宇宙平和推進機関にオンライン申請して、許可を得る必要がありましゅ。とすると、……まさかサブしゃん!!」

「は、はいな!?　な、なにが考えられますかねえ？」

「コンピューター・ウィルスに感染してるんじゃないでしゅか!?」

「あっはっはっは。ちゃんと検査しましたけど、問題なしっすわ。わいらが感染するウィルスなんて、それこそルーン星人でもなきゃ作れまへんし」

　サブはすぐに否定したが、サラダはまだ懐疑的だ。

　それにしても、ロボットも風か邪ぜを引いたりウィルスにやられることがあるのだろうか。

「アヤシイでしゅね。今後サブしゃんには、なるべく近寄らないようにするでしゅ。移されたらたまりましぇんから」

　サラダはそういいながら、ベッドに腰掛けた佐藤さんに抱きついた。

「そういえば、あの人自己紹介してたよね？　リデルって」

　ぼくはそのことを思い出して、口にした。

「名前を名乗ったんでしゅか!?　だったら、大宇宙平和推進機関のデータベースに登録があるはずでしゅ。調べてみるでしゅ」

「おお、そうでしたなあ。お願いしますわ、サラダたん」

「サラダでいいでしゅ！　サブしゃん、本当なら自分でやるべきことでしゅよ！」

　ぷりぷり怒るサラダに検けん索さくを任せ、ぼくたちは結果を待つ。どれくらい時間がかかるものなのだろうか、と思う間もなく結果が返ってきた。

「……滞在リストに該当は、ありましぇんね」

「サラダちゃん。それって不法侵入者ってこと？　……もしかして、犯罪者？」

　佐さ藤とうさんが、困惑げにそういった。

「え、ええーっ!?　本当に!?」

「そうとは限りましぇん。大宇宙平和推進機関がぼくらに開放している情報は、全部じゃないでしゅからね」

「そうっすが、一般公開していない情報となると、それはそれで危険な香りがしますなあ。何者なんでしょかねえ、あのひと」

　うーん、と唸うなり、押し黙ってしまう。

　一生懸命考えてみても、答えは出てこなかった。さっきあったことが、夢か幻まぼろしだったらよかったのに、と思う。

　ベッドの上で、かりんが大きなあくびをした。

「でも、困ったわね。大宇宙平和推進機関のひとに相談することもできないわね」

「う、うん。……サブがスクラップにされちゃう」

　バトルロイヤルもできるだけ休もう、と思った。戦闘前の検査や、戦闘後の修理のときに発覚してしまったら、ぼくの知らないところで処分されてしまうかも知れない。

　サブはもう、ぼくの家族の一員なのだ。サブが壊されてしまうのは、絶対に嫌いやだ。

「もう二度と、起こらなければいいけど」

「うん。そうだね……」

「どうでしょうなあ。正直自信ないっすわ。あっはっはっはっは」

「サブしゃん。当事者なんでしゅから、もうちょっと緊張感持ってくだしゃい！」



　結局、原因の特定も対処方法もわからなかった。

　夕飯を一緒に食べないかと誘われたけど、そこまで迷惑をかけるわけにはいかないから、お礼をいって佐藤さんの家をあとにした。

　外に出ると、すっかり暗くなっていた。九月も下旬になると、陽ひが落ちるのがずいぶん早くなる。

「お母さんに叱しかられそうっすねえ。買い物、かなり遅くなってもーて」

「そうだね。でも、それどころじゃなかったからね」

　ローラーで走るサブの手には、しっかりと買い物かごが握られている。あんなことがあったのに、大根も長ネギも無事みたいだ。

　佐藤さんの家は、学校から歩いて一〇分くらいのところにある。だから、またさっきのリデルと名乗った女性がいた場所を通らなくてはいけないのだけど、怖いので遠回りして帰ることにした。

　大通りに出て、交通量の激しい道路の脇の歩道を走る。このあたりはすれ違うひとも多く、安心できる。いつも曲がる角を通り過ぎ、ファミリーレストランがあるところまでくると、やっと脇道に入る。ここからは閑かん静せいな住宅街なので、人通りが極端に少ない。

「あ！　ねえサブ、あれなんだろう？」

「なんですか？　あ」

　街灯の陰かげに、人影が見えた。

　一瞬、またあのリデルという宇宙人かと思って急ブレーキをしてしまったのだけど、違うようだ。街灯の柱に寄りかかるようにして、ひとが倒れている。かなり小柄に見える。

　壁にマウンテンバイクを立てかけて、サブと一緒におそるおそる覗のぞき込む。

　倒れていたのは、女の子だった。

「ひっ!?」

「大丈夫っすわ、まことさん。生体反応はあります」

　蝋ろう人形みたいな血の気のない肌をしていたので、死体かと思ってしまったが、どうやら気を失っているだけのようだ。

　見た感じだと、小学生の高学年くらいだろうか。つるりとした綺き麗れいな肌で、耳が隠れるほどの量の多い蒼あおい髪の毛が、さらりと清流のように流れる。怪け我がをしているのか、眉み間けんに皺しわを寄せて苦しそうにしている。

「ね、ねえサブ。これって……」

「……ええ。少なくとも、地球のひとじゃないっすねえ」

　着ている服が、地球上では見ることができないようなものだった。身体からだに張りつくような、白いボディスーツ。胸には、なにか薄い機械が装着されていて、いくつもの細いケーブルがスーツのあちこちに延びている。

　見たことはないが、これが宇宙服であろうか。

「ど、どうしよう。このまま放ほうっておくわけにもいかないよね？」

「そうですなあ。ですが、あのリデルっつー怖いオネーチャンと関係があるかも知れまへんし、迂う闊かつなことはできないと思いますが」

「でも、怪我してたらたいへんだよ。気絶しているくらいだから、きっとどこか悪いんだよ。……どうしよう。救急車呼ぶ？　宇宙人でも治療してくれるのかなあ？」

「どうっすかねえ。大宇宙平和推進機関と関係があるところだったらええんですけど、このへんにはないんすわ。一番近くて、秋あき葉は原ばらっすかねえ」

「じ、じゃあ、とりあえず、ぼくの部屋に連れて行く？」

「そうですなあ。あとで大宇宙平和推進機関に相談しますか。今は、なるべく連絡取りたくありまへんけど……」

　そういいながら、サブは優しく少女を抱え上げる。

「ひとに見られると怪しまれるんで、先に帰っておりますわ。大丈夫ですか、まことさん」

「ぼくも全力で走って帰るから大丈夫だよ。ここまでくれば、うちはすぐ近くだしね」

「すんまへん。気をつけてくださいな。ほいじゃ、お先に！」

　そういうと、甲かん高だかい音をあげてサブが走り去っていく。

　大丈夫だといったけど、ひとりになると急に心細くなった。建物の影に、宇宙人が待ち構えていたらどうしよう、とか余計なことを考えてしまう。おどおどしていたら、通行人に訝いぶかしげな顔をされた。ぼくはうつむきながらマウンテンバイクに跨またがると、なるべくなにも考えないようにしながら、立ちこぎで出発した。

　角を曲がったら、急に犬が吠ほえたので、驚いて転倒しそうになった。足下を見たら、ラグビーボールくらいの大きさの、卵型をした球体が転がってきた。先っぽから湯気が出ていて不気味だったので、ぼくは慌あわてて走り出す。背後から、なんだかよくわからないおばけが襲ってくるように思えて、とても怖かった。

　今日はいろいろなことがあった。寿命が一〇年くらい縮まったような気がする。

　うちに到着すると、ベランダからサブが飛び降りたところだった。庭の土の上に、静かに着地した。

「お帰りなさい、まことさん。あの女の子は、とりあえずベランダに寝かしておきましたわ。あとで中に入れましょか」

「あ、ありがとう、サブ。一緒に入ろうか」

　ドキドキしながら、思い切って後ろを振り向く。誰もいなくて、ちょっとほっとした。

「ええ。……それで、できれば一緒に謝ってくれるとありがたいんすが」

　そういうサブの手には、買い物かごが握られていた。

　お使いに出てから、かなり時間がかかってしまっていたので、きっとお母さんは怒っているに違いない。
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「……こ、こんばんは」

　晩ご飯を食べ終え、家族団らんの時間を適当なところで切り上げ、自分の部屋に戻ると、蒼あおい髪の少女が椅い子すに腰掛けていた。

　ぼくを、まっすぐに見ている。

　さっき道で拾った少女だ。

　ベッドに寝かしておいたはずだったので、かなり驚いた。

　さっきまでは目をつぶっていたからわからなかったけど、彼女は吸い込まれるような大きな碧あお色の瞳を持っていた。肌は蝋ろう人形のように白く、唇くちびるは薄い。とても生きている人間には見えない。

　無表情で冷たい雰囲気だが、かなり清せい麗れいな感じがする。華きや奢しやな身体からだに張りついた未来的な白いボディースーツの姿が、この普通の高校一年生男子の部屋にはまったく合わない。

　視線を横に移動すると、サブが困ったような顔をしていた。

「ど、どうしたの？　サブ」

「いやあ、困りましたわ。このコ、部分的に記憶障害起こしてるみたいっすわ。自分がなんのために地球にきたのか、わからないらしいっす」

「え、ええーっ!?　もしかして、記憶喪そう失しつってやつ？」

　少女はこくりと頷うなずいて、そのままうつむいた。ぼくが次の言葉を探していると、少女は机の上のキーボードを叩たたき始めた。

　液晶モニタ全体に表示されたテキストエディタのウィンドウに、大きめのフォントで文字が書き出される。

〈もうしわけありません。名前くらいしか思い出せないのです〉

「え。言葉も？」

「軽い言語障害みたいなもんだと思いますんで、じきに喋しやべれるようになるとは思うんすけど。なんらかの心しん因いん性せいの原因があったとしたら、難しいかも知れまへんねえ」

　記憶を無くすということは、どれくらい寂さびしいことだろうか。言葉を無くすということは、どれだけ心細いことだろうか。想像もつかない。

　知らない星に、ひとりきり。

　孤独。

　ぼくは、この少女に同情してしまった。まだ子どもなのに、なんて可哀かわいそうな目に遭あっているのだろうか。気丈にしているけれど、本当は泣き出したいくらいつらい気持ちになっていると思う。

　あんな服を着ているのだから、宇宙船でやってきたのであろう。記憶や言葉を無くすくらいだから、誰かに追われて墜つい落らくしたのかも知れない。

　脳裏に、サングラスの女性の顔が浮かんだ。

　この少女は、サブのオーナー守護モードの攻撃を受けても立ち上がるような、とんでもなく強い凶悪な宇宙人に狙ねらわれている。

　そう考えるのが自然に思えた。凶悪な宇宙人はこの少女を追って、たくさんの仲間を連れてこの地球にやってきているに違いない。

　ぼくは、後ろ向きな想像はかなり得意なのだ。

　リデルがこの少女を追っている理由は、なんだろうか。この少女に、いったいどんな秘密があるというのだろうか。宇宙を破滅させるようなアイテムを持っているとか、太古の邪神を復活させる呪じゆ文もんを知っているとか。

「……まことさん？　なに考えとるんすか？」

「えっ!?　い、いや、別に……」

　現実を置いて、想像の世界に行ってしまった。そうだ、実際はそんなにドラマチックなことなんてないのだ。

　たぶん。

　というか、そうであって欲しい。

〈ご迷惑をおかけします。助けていただいて、感謝しています〉

　少女はそう打ち込むと、無表情のままぼくを見る。事故で、表情まで失ってしまったんじゃないだろうかと、心配になる。

　ぼくはこの女の子を助けてあげたい、と思った。できるかぎりのことをしてあげたい、そう思った。

「い、いや、いいんだよ。ぼくも、宇宙人のことは少し知ってるし」

　そういって、ぼくはベッドに腰掛ける。

〈ありがとうございます。わたしの名は、アリスといいます〉

　モニタをぼくの方へ向けて、少女は慣れた手つきでそう打ち込んだ。宇宙人はみんな、キーボードを打つのに慣れているのだろうか。

「あ。ぼ、ぼくの名前は、まこと。西にし島じままこと。そっちは、レンタルサーバーのサブ」

　サブが、ぺこりと頭を下げた。

〈感謝いたします、まことさん。レンタルサーバーというと、ネットアイドルなんですか？　失礼ですが、男のひとなのに？〉

　痛いところをつかれた。そうだ、ネットアイドルといえば、普通女の子限定のはずだ。

「え、ええと、それには深いわけが……」

　そういって、ぼくは恨うらめしそうにサブを見る。ぼくがネットアイドルになってしまった原因は、サブなのだから。

「じ、実は正式なオーナーは別におりまして。お隣さんなんですが、あきらさんといいます。ここにいるまことさんは、わいのサーバでホームページを開いておりますが、男性のネットアイドルなんで、バトルロイヤルには参加しておりまへん」

〈わかりました。説明ありがとうございます。……こういうことは覚えているんですよね。自分が何者なのかは思い出せないのに〉

　文章のせいかも知れないけれど、やたら大人びた言葉遣いをする少女だ。見かけからは想像もつかない。

「そうなんだ……。すぐに全部思い出せるようになるといいね」

「それもあるんですが、どうしましょか、まことさん」

「え？　どうするって？」

　ぼくがそう聞き返すと、サブは丸い目をさらに大きくした。毎度ながら、表情が豊富なコンピューターだ。

「いやいやいや。このアリスさんのことっすわ。このまま、このまことさんの部屋に置いておくわけにもいかんでしょう。なるべくしたくないっすけど、やはり大宇宙平和推進機関に連絡入れましょうかねえ？」

「あっ、そうか。そういえば、さっきサラダがやってたけど、アリスって大宇宙平和推進機関のデータベースに登録されてるかな？」

「おお、そいつを忘れておりましたな。ええと、ちょいとお待ちくださいな。――出ました。なんと、登録されておりません！　……ってことは、不法入国かも知れませんわ。こりゃ、まずいことになりましたなあ」

　では、やはりリデルに追われて地球に不時着してしまったのだろうか。

　アリスは少し考えて、キーボードを叩たたいた。

〈無理をいっているのは承知ですが、……ここに置いてもらえないでしょうか？〉

「え？　こ、ここに？」

〈はい。自分でもよくわからないのですが。……恐こわいんです。大宇宙平和推進機関という言葉……、知っているような気がするのです。嫌悪感を覚えます。それに、なにか恐ろしい存在に追われていたような気もします。……とても、恐ろしい――〉

　アリスは無表情のままうつむくと、華きや奢しやな肩を両手で抱いて、静かに震えた。

　ぼくの後ろ向きな想像力が、また発動した。

　最悪の場合、大宇宙平和推進機関がこの少女の敵になっているかも知れない。大切な情報を知ってしまったアリスの命を狙ねらっているかも知れない。

　そうだ、大宇宙平和推進機関が、この地球を侵略しようとしていたとしたら。アリスは、この地球を護ろうと思い、必死で逃げ出してきたとしたら。

　アリスは、大宇宙平和推進機関に狙われている。

　その刺客が、リデル！

　――なのかも知れない。

「と、いいましてもねえ。無許可で地球に滞在するのは違法ですしねえ。どうしましょか、まことさん」

　違法行為といえば、サブのオーナー守護モードの暴走だ。大宇宙平和推進機関に連絡したら、そのことまでばれてしまうかも知れない。そうなったら、サブはスクラップにされてしまう。

　大宇宙平和推進機関に連絡するわけにはいかない。ぼくは、大きく首を振った。

　だけど、アリスをかくまうにしても、ぼくの一存で同居者を増やすことはできない。ロボットの存在は認めてくれたぼくの家族だけど、さすがに宇宙人の女の子までは認めてくれないだろう。道ばたで拾ってきました、だなんて、いえるわけがない。捨て猫じゃないんだから。

「そうだ！　あきらに相談してみようか。男のぼくの部屋に泊めるわけにもいかないし。あきらだったら、あれでも女子だから、アリスを預かってもらってもいいと思うんだけど」

「そう、上手くいきますかねえ？」

「大丈夫だよ。こういうときは頼りになるんだ。帰ってるかな？」

　ベランダの窓を開けると、あきらの部屋の窓が見える。ベランダの柵さくとあきらの部屋の窓までは、五〇センチも離れていない。カーテンは閉まっているけど、窓から灯あかりが漏もれているから、もう帰ってきているようだ。

「あきらー！　いる？」

　柵に寄りかかって窓に近づき、あきらを呼び出そうとしたのだけど、反応がない。いつもだったら勢いよく飛び出してくるはずなのに、正面の窓は沈黙を守っている。

　もう一度呼んでみて、お風呂にでも入っているのかな、と思って引き返そうとしたら、ゆっくりと窓が開いた。

「あ、あきら！　相談が、あるんだけど……」

　振り返ると、いつもとまるで雰囲気の違うあきらがそこにいた。制服を着たままで、暗い目をして、口元を歪ゆがめている。ぼくの顔を見ようともしないで、顔をそむけている。

　機嫌が悪いな、とぼくは察した。こういうときのあきらは、必ず無口になる。

　気まずい沈黙。夜風がしらけた空気を運んでくる。

「え、ええと。……ごめんなさい」

　原因はわからないけど、とりあえず頭を下げて謝ってみた。心当たりはないのだけれど、ぼくがなにか気にさわることをしてしまったのかも知れない。

　だが、あきらに反応はなかった。

　こうなると、もうお手上げだ。放ほうっておけばたぶん自然に機嫌は直るのだが、今のこの状況を打破する手段が思い浮かばない。適当にお茶を濁して部屋に引き返すのも、気が引ける。

「……用がないなら。もう寝るから」

　覇は気きのない声でそういうと、あきらは窓をぴしゃりと閉めた。

　ぼくは、その場に立ちつくした。

　心臓が、大きな音を発たてて速度を速める。どうしたのだろうか。やっぱりぼくが、なにか失態をしてしまったのだろうか。無口になるだけじゃなく、あんなに冷たいそぶりを見せるのは、久しぶりのことだ。

　嫌われてしまったのかな、と思うと胸が苦しくなった。うずくまって泣き出したいような気分になった。

　ベランダで気持ちが落ち着くのを待ち、窓まど枠わくに寄りかかるようにして、部屋に戻った。

「あれ、まことさん。遅かったっすね。どうしたんすか？　あきらさんは？」

　呑のん気きな声でそういうサブの前を素通りして、うつぶせにベッドに倒れた。

「……わかんない。機嫌悪いみたい」

「あれまあ。なんかあったんすかねえ？」

　枕まくらに顔を埋うずめて、あきらが怒っている原因を頭の中で探すけど、なにも見つけられない。今朝一緒に登校して、教室の前で別れたときはいつものあきらだった。昼休みにお弁当を食べたときも、機嫌はよかった。

　わからない。あきらは、なにをあんなに怒っていたのだろうか。

　背中を、つんつんと突っつかれた。

　鼻をすすりながら顔を上げると、そこにアリスがいた。首をかしげて、大きな碧あお色の瞳でぼくを見る。

　小さい手で、頭を優しく撫なでられた。

　ぼくは急に恥ずかしくなって、弾はじかれるように飛び起きた。

「あ、あの、……ごめん！　ぼくなんかよりも、アリスの方が大変なんだったね」

　男なんだから、幼おさな馴な染じみに冷たくされたくらいで落ち込んではいけない。ぼくを慰めようとしてくれたこの少女は、もっと大変な状況になっているのだ。年上として、男として、情けないところは見せられない。そう思った。

　もう十分見せてしまったような気がするけど。

　ぼくは頭の中に貼はりついたあきらの暗い顔を、奥の方へ押し隠した。

　アリスはぼくのそばから離れると、ぺたんと椅い子すに座ってキーボードを叩たたいた。机のモニタを、ぼくの方に向ける。

〈元気を出してください。あなたが悲しい顔をすると、私まで悲しくなってしまいます〉

　変化の乏しいアリスの眉まゆが下がり、心配そうにぼくを見た。

〈どうしても無理でしたら、私はここを出て行きます。あてはありませんが……。行き倒れていた私を助けてくれた恩人に、つらい思いをさせたくありません〉

　自分の身に起きたことだけでも大変なはずなのに、ぼくの心配までしてくれるだなんて、なんて優しい子なんだ。ぼくは、とても感動した。

「ううん！　なんでもないんだ。もう大丈夫！」

　空元気だけど、ぼくは涙を拭ふいて、笑顔を作る。

　すると、アリスの蝋ろう人形みたいな端たん麗れいな顔に、やわらかい笑顔が広がった。

　今までずっと無表情だったから、こうして少し表情が変わっただけでも印象的だ。大きな碧あお色の瞳を見つめていると、吸い込まれてしまいそうになる。宇宙人というのは、みんなこんなに蠱こ惑わく的なのだろうか。まだ子どもなのに落ち着いた雰囲気を持っているし、地球人とは美しさのレベルが違うような気がする。

「あのー。まことさん？」

「えっ!?　な、なに、サブ？」

　思わずアリスに見とれていたら、サブの言葉で現実に引き戻された。

「どうしましょ？　大宇宙平和推進機関に連絡しときますか？　したくないっすけど。しといた方が、のちのちいいような気もしますなあ。したくないっすけど」

「いや、それはやっぱりできないよ。アリスは、ぼくの部屋でかくまう！」

　ぼくは、男らしく決断した。

　ぼくは変わったのだ。いつもあきらのうしろにくっついてばかりで、ひとりではなにも決断できない軟弱な男だったけど、ネットアイドルになっていろいろなことを経験して、一回り大きくなったのだ。なったはずなのだ。

　それに、あきらだったらきっとこうしている。

　ひとりぼっちのアリスの力になる。

　アリスを、護るんだ！

「ほ、本気っすか？」

「ごめん、サブ。大宇宙平和推進機関のこと、疑ってるわけじゃないんだけど……。サブのオーナー守護モードの暴走のこともあるしね」

「いやあ、ありがたいっすわ。なるべく連絡取りたくないっすからねえ。せめて、原因解明せんことには……」

　そういって、サブはかくんと頭を下げて落ち込んだ。

　サブのオーナー守護モードの暴走。謎なぞの宇宙人リデル。迷まい子ごの宇宙人アリス。あきらの不機嫌を入れると、問題は四つになる。

　ぼくには荷が重いのはわかっている。

　でも、頑張らなくてはいけない。ぼくひとりで、すべてを解決するのだ！

「あ。アリス、それでいいかな？　ええと、あとでぼくの家族にも紹介するよ。とりあえずだけど、ここを自分の家だと思って……欲しいな、なんて」

　ちょっと照れくさくなって、頭をかきながらそういった。家族にどうやって紹介すればいいのかわからなかったけれど、少しでもアリスの寂さびしさをなくしてあげたかった。

　アリスを見ると、椅い子すから降りてぺこりと頭を下げた。

〈ありがとうございます。ご迷惑をおかけするかも知れませんが、よろしくお願いします〉

　机の上のモニタには、そう書かれていた。

　アリスのやわらかい笑顔に、ぼくはまた見とれてしまった。
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　そろそろ、布ふ団とんが恋しくなってくる季節だ。昼間はまだ蒸し暑い日もあるけれど、朝と晩は冷える。

　ぼくは、暖かい布団にくるまるのが大好きだ。窓から薄く朝の陽ひ差ざしが入ってくる。壁の時計を見ると、そろそろ起きなくてはいけない時間だけど、なかなか布団から出ることができない。

　むにゅ。

　なにかとても抱き心地のよいものが、布団の中に入っていた。

　いい香りと、暖かい感触。

「え、ええーっ!?」

　一瞬で目が覚めた。

　布団をめくると、そこにＴシャツ一枚だけの姿のアリスがいた。小さな赤い宝石が埋うめ込まれたペンダントが、きらりと光る。

　ぼくのＴシャツを貸したのだが、めくれて下着が丸見えになっていた。あきらの下着だったら見慣れていたけど、さすがに子どもとはいえ、女の子の下着姿は恥ずかしい。

　アリスはぼくの声に反応したようで、眠そうに目をこすっている。

「ご、ごめん！」

　布ふ団とんをアリスにかぶせて、ぼくはベッドから降りる。

　まだ心臓がバクバク音をたてている。

　ベッドの下には、毛布が置かれていた。昨日の夜、ぼくはアリスにベッドを譲ろうとしたのだけど、彼女は床でいいといい張ったので、そうしたはずだった。寒くなって、ベッドに潜もぐり込んだのだろうか。

　さっきの感覚が、まだ手に残っている。

　とても、柔らかかった。

　なぜかあきらの般はん若にやのような顔が思い浮かんだので、慌あわててその感覚を消すと、パジャマを脱いで制服に着替える。

「あ。おはようさんです、まことさん」

　サブが眠そうな声でそういいながら、押し入れの中から顔を出した。もう家族にばれているから隠れる必要はないのだけど、サブは押し入れの中が気に入っているようだ。

「お、おはよう、サブ。アリスのこと、お願いね！」



    

  
    
      



    

  
    
      「はいな。まあ、なんとかしてみますわ」

　ベッドを見ると、アリスはちいさな寝息をたてていた。

　思わず見とれてしまうような、子猫みたいな寝顔だ。

　ぼくはアリスを起こさないように静かに身支度を調ととのえると、部屋を出た。



　玄関を出ると、青いマウンテンバイクにまたがったあきらが待っていた。妙に静かだったから、もしかしたらと思ったけれど、やはりあきらの機嫌は悪いままだった。

　あきらは機嫌が悪くなると、無口になる。いつも明るく雄弁だったから、こうなったときのギャップが大きくて、かなりのプレッシャーになる。

　曇り空の下を、学校に向かって走り出す。あきらが喋しやべらないとぼくも喋らないので、会話がまったくない。

　昨晩、散々悩んだあげく、やっぱりアリスを家族に紹介することはできなかった。

　明日はきっと家族に説明するからと、アリスに謝った。ぼくには、家族に上手く説明できる自信がなかった。アリスを捨ててきなさい、とはいわれないだろうけど、警察を呼ばれたりしそうだった。的はずれなことだけど、それが常識的な判断だと思う。

　早めにあきらと仲直りする必要があった。あきらだったら、説明は上手くなくても、強引に親をいいくるめてくれるような気がする。だけど、どうやったらあきらの機嫌が直るのかがわからない。いつもよくわからないきっかけで直るから、今回もそのよくわからないきっかけの出現を待つしかない。

　自転車を走らせながらそんなことを考えていると、学校に到着してしまった。

　自転車置き場にマウンテンバイクを止め、黙って昇降口に入り、教室の前で無言のまま別れた。あきらは他のクラスメイトにまで、無言を貫き通していた。

　教室に入ると、ぼくの席に茶髪男が座って分厚い本を読んでいた。

「……おはよう、悟さとる」

「ん？　どうした、まこと。宿題忘れたのか？」

　悟は本を置くと、ケケケケと笑ってぼくを見た。そういう軽口を叩たたいてもらえて、ぼくはちょっとだけ気が安らいだ。腐っても友達、である。

「ううん。なんか、あきらの機嫌が悪いんだ……」

「なんだよ、喧けん嘩かかよ。相変わらずだな、おめーらは」

「そうかな？　悟は、なに読んでたの？」

　鞄かばんを机の脇にかけて、悟が読んでいた重く分厚い本を手に取った。フルカラーの本で、パソコンの画面が載っていた。こまかい文字がたくさん書いてある。

「編集ソフト関係の本だよ。デスクＤ・トップＴ・パブリッシングＰな。会誌を作るのに使ってるソフトの本だ。なかなか奥が深くてさ、わかんねーことだらけなんだよ」

「新にい倉くら先輩に教えてもらえば？」

「もちろん、それも考えてある。いずれ、二人っきりでな。ケケケケケ。とはいえ、必要最低限の情報は入れておかねーと、話がもたねー」

「なにそれ。よくわかんない」

「お子様だな、おめーは。まあとにかく、今日は部活ねーから、みっちり自宅学習だ」

「ふーん。頑張って」

「おめーも頑張れよ。安良城あらきは、そっち方面全然苦手みたいだしな」

「そっち方面って？」

「察せ。つーか、おめーもそのうちわかる日がくるさ。ケケケケケ」

　チャイムが鳴り、担任の木き村むら先生がだるそうに入ってきた。悟さとるはぼくの肩をぽんと叩たたき、自分の席に戻っていった。

　授業中に、アリスは今頃なにをしているのかな、と何度も考えた。

　まだ子どもなのに、見知らぬ星で誰も知り合いがいないのは、とても心細いことだと思う。しかも、記憶を失っている。そして、追っ手がいるかも知れない。そんな状況は、不安で不安でどうしようもないと思う。ぼくだったら、たぶん耐えられない。部屋の隅に丸まって、ぶるぶる震えていたことであろう。

　ふと、今朝のアリスの柔らかさを思い出してしまい、顔が赤くなった。ぼくのベッドに入ってきてしまったのも、寂さびしかったからかも知れない。

　ぼくが、アリスにしてあげられること。

　――いくら考えても、なにも浮かばない。記憶を取り戻す方法はわからないし、リデルと戦う力もない。この先ずっとアリスを護り続けることは、不可能だ。

　ぼくひとりでは、本当になにもできないのだな、と痛感して、自己嫌悪に陥おちいった。

　アリスのことを悟に相談しようと思ったのだが、パソコンで行う編集ソフトの勉強で忙しいみたいだ。授業中にも、隠れてあの分厚いフルカラーの本を読んでいた。先生に見つかって頭を叩かれていたけど。



「どうしたの、西にし島じまくん？」

　三時間目の休み時間にトイレに行った帰り道、廊下で佐さ藤とうさんが話しかけてくれた。今日は体調がいいみたいだ。

「え？　……う、うん。なんでもないよ」

「本当に？　なんか変だよ？　相談に乗るから、元気だして。昨日のサブのこと？」

　佐藤さんにそういってもらって、とても嬉うれしかった。

「ううん、違うんだ。……あきらを怒らせちゃってさ。相談したいことがあったんだけど、話してくれないんだ」

「そうなの!?　安良城あらきさんが!?　そうなんだ！」

　なぜか佐藤さんの声が弾はずんだ。眼鏡めがねの奥のまんまるの瞳ひとみが輝きを増している。

「じゃあ、放課後うちにこない？　……あ。相談に乗るよ！　わたしも女の子だから、安良城さんの気持ちわかるかも知れないし。サブの誤作動のことも、ゆっくり調べたいし」

「う、うん。そうだね。じゃあ、サブも連れていった方がいいかな？」

　渡りに船だと思った。アリスのことも、誰かに相談したかった。

「西にし島じまくんだけでいいわ！　じゃあ約束ね！」

　こんな強引な佐さ藤とうさんは初めてだ。ぼくの手をぎゅっと握って、上うわ目め遣づかいで嬉うれしそうに笑う。ぼくはちょっと恥ずかしくなって、目を逸そらしてしまった。心臓が、凄すごい速度で音を発たてている。

　教室に入って佐藤さんと別れ、ぼんやりと次の授業の準備をしていたら、周まわりが騒がしくなってきた。教室の入り口に、何人かの男子が張りついて、廊下を指さしている。

「おいおいおい、誰かの妹か？」

「弁当届けにきたんじゃねーの？」

「ていうかさ、あれって外国人じゃないか？　日本人じゃないよな」

　そんな言葉に、ぼくは反応した。教科書を放り投げると、クラスメイトを押しのけるようにして廊下に飛び出す。

　ぼくは目を疑った。

　廊下の先に、この場所にふさわしくない人物がいたのだ。

　蒼あおい髪の少女。

　胸に下げた小さな赤い宝石が埋うめ込まれたペンダントが、きらりと光った。

　アリスだ。

　どこで手に入れたのか、白いカーディガンと麻のスカートを着ていた。素足で、周りを観察しながら歩いている。

　廊下にいた生徒たちが、好奇の目をアリスに向けている。とても日本人とは思えない神秘的な女の子が廊下を歩いているのだから、当然だ。

　アリスはぼくを見つけたみたいで、無表情な顔に薄く笑みを浮かべた。ぼくは慌あわててアリスのそばまで走った。

「ど、どうしたの、アリス!?　なんで学校に？　危険だよ！」

　ぼくがそういうと、白く薄い箱みたいなものを、ずいと差し出した。ページ数の少ない文庫本を一回り小さくしたくらいのサイズで、ぴかぴかに磨みがき上げられている。電子手帳ＰＤＡとかいうものだろうか。

〈ごめんなさい、まことさん。この星の学校がどういうものか知りたくて。場所は、サブさんに訊ききました。途中まで送ってもらいました〉

　本体の大部分を占める、まるで印刷物のように視認性の良いＰＤＡのディスプレイには、読みやすい文字サイズでそう表示されていた。その下には、いくつかのボタンが並んでいるが、そこに印字された文字は地球のものではなさそうだった。

　ぼくがそれを読み終わると、アリスはぺこりと頭を下げた。

「おい、まこと。なんだ、この女の子は」

　突然、背後から悟さとるが覆いかぶさってきた。

「うわっ!?　さ、悟さとる、いつの間に!?」

「こいつ、宇宙人じゃねーのか？　おめー、またなんかやっかいごとに首突っ込んでんだろ。オレに断りもなく」

「ええと、話せば長いんだけど……」

　ここでチャイムが鳴った。授業が始まってしまうから、教室に戻らなくてはいけない。でも、このままアリスを放ほうっておくわけにもいかない。

　だが悟は、ケケケケと笑いながら、強引にぼくの襟えり首くびを掴つかんでずるずる引きずって行く。

「さ、悟！　授業が始まっちゃうよ！」

「オレの勘が、それどころじゃねーっていってる。いいからこい」

〈まことさん、大丈夫ですか？　強引な方ですね〉

　そう書かれたディスプレイをぼくに見せ、無表情に戻ったアリスもついてくる。

　ぼくはもう、どうしていいかわからなくて混乱していた。授業をさぼるだなんて初めてだ。あとで先生に怒られるに違いない。でも、アリスを放っておくことはできない。担任の木き村むら先生は宇宙人だから、あとで事情を話せば許してくれるだろうか。

　連れて行かれた先は、サブカルチャー研究部の部室だった。悟は部長に信用されているのか、部室の鍵かぎを渡されていた。

　まだ午前中だというのに、部室は暗い。悟は照明に灯あかりを点ともした。

「とりあえず、座れ」

　そういいながら、悟はどさっとパイプ椅い子すに腰掛けて、長机を挟んだ正面の椅子を指さした。なんだかよくわからないけど、悟のいう通りにして椅子に座った。ぼくのとなりに、ちょこんとアリスも腰掛ける。

「まずは自己紹介からやろうか。オレは地球人金かね本もと悟一六歳性別男血液型Ａ型。このまことの親友だ」

　悟は新しい玩具おもちやを与えられた子どものような顔をして、早口でそういった。

　アリスは無表情のままＰＤＡのキーを打つ。横で見ていると、感心するくらい器用に片手だけで入力している。

〈はじめまして。アリスといいます。現在記憶障害のせいで記憶が完全ではありません。出身地、年齢、血液型はわかりません。ですが、この星の人間ではないことは確かです。性別は女です。昨日の夜、倒れているところをまことさんに助けていただきました〉

　アリスはＰＤＡのディスプレイを、悟に見せた。

「……ほう。で、それは地球の言葉が話せねーってことか？」

〈いいえ。言語障害も発症していまして、言葉が話せません。ですので、こういった形でお話しさせていただきます〉

「じゃあ、地球になにしにきたのかも、忘れちまってる、ってことか？」

〈はい。ごめんなさい、なにも覚えていません〉

「記憶障害に言語障害の宇宙人か。……なかなかおもしれーじゃねーか」

　視線を外し、腕を組んで部室の天井を見上げる。

　ぼくは、少しほっとしていた。悟さとるは勘がいいし、頭の回転も速い。それでどうして成績が悪いのか、わからないくらいだ。せっかくの機会だから、サングラスの女性のことも話してみようと思った。

　ぼくが言葉を選んでいたら、先にアリスがＰＤＡを差し出した。

〈この部屋は、たくさんの書物があるのですね〉

　アリスの視線は、長机の積まれた本や、部室の壁沿いに並ぶ本棚をさまよっていた。足を軽くばたばたさせているから、興味を惹ひかれたのかも知れない。

「ここか？　まあ、地球上のありとあらゆる情報が揃そろってる、といえなくもないな」

〈ここにあるのは、紙にプリントされたものですよね？　珍しいです〉

　ぼくたちが読み終わるのももどかしそうに、つぎの言葉を打ち込む。

〈まことさん。ちょっと見てきてもいいですか？〉

　ＰＤＡときらきら輝く視線を、ぼくに向ける。宇宙には、ここにあるような紙の本というものは存在しないのだろうか。ＰＤＡのディスプレイに表示された綺き麗れいな文字を見ると、確かに印刷物は必要ないようにも思える。

「うーん、あんまりお勧めできないけど」

　この部室にある本は、どれもこれも現実とはかけ離れた怪しい本ばかりなのだ。地球が初めてだと思われるアリスに、でたらめな知識を与えるのは間違っていると思う。

　そう考えている隙すきに、アリスは椅い子すから降りて、筧かけい部長がいつもいる辺りの長机の上に積まれていた本を一冊手に取り、興味深そうに読み始めた。

「まこと。アリスのこと、安良城あらきは知ってるのか？」

　悟が急に顔を近づけてきて、小声でそういった。

「え。……ううん。昨日相談しようとしたんだけど、機嫌悪かったみたいで」

「それじゃあ、更に機嫌悪くなりそうだな。覚悟しとけよ。このエロス」

「えっ!?　な、なにいってるの、悟？」

　ケケケケケと笑いながら、ぼくの額を人差し指で弾はじいた。

　悟の扱いに困っていると、アリスがハードカバーの分厚い本を開いたまま戻ってきた。ぼくの前にそれを置くと、そこには怪しげなイラストが載っていた。

　いかにもそれっぽい筆で、太く長い首が伸びた痩やせた馬に、コウモリのような大きな翼が生えている絵だ。名前は、ジャージーデビルというらしい。訊きいたこともない、マイナーな未確認生物だ。

〈これって、本当なんですか？　この星には、まだ未確認の生物が存在するのですか？〉

　ＰＤＡを置いて、ぱらぱらと本をめくる。ビッグフット、ヨーウィ、タスマニア・タイガー、チュパカブラ。どれもこれも、うさんくさいイラストとともに紹介されていた。

「え、ええと……」

　どう答えたらいいだろうか。アリスは無表情のままだが、頬ほおがぴくぴくしていて、心なしか鼻息が荒い。これはかなり期待しているんじゃないだろうか。あっさり嘘うそだよと答えたら、かなりがっかりするんじゃないだろうか。でも、間違ったことを教えてしまうわけにもいかない。

「西にし島じまくん!?」

　突然、激しくドアが開いた音がしたと思ったら、そんな声がした。

　佐さ藤とうさんだ。

　部室に飛び込むように入ってくると、そのままの勢いでアリスの背後に立った。きょとんとした顔で振り返ったアリスを、睨にらみつける。

「さ、佐藤さん!?　ど、どうして？」

「だって、ふたりともいなくなってるんだもん。気分が悪くなった、っていって出てきたの。図書室にもいなかったから、ここだと思って」

「まことのことになると、すげーな、佐藤。つーか、ややこしくなってきたな」

「こんなとこに集まってなにやってるんだ―――っ!!」

　もっとややこしくなる人物が、突風のように飛び込んできた。

　あきらだ。眉まゆを怒らせて、どすどすと歩いてくる。壁際に積んであった書籍が、ばたばたと崩れる。

　今朝まで機嫌が悪かったはずなのに、今のあきらはいつものあきらだ。いや、まだ機嫌が悪いからこそ、こんなに荒々しいのかも知れない。

「あ、あきら、どうしたの？」

「こいつが教室の外走ってるの見かけたから、なんか胸騒ぎがしたのよ！　あたしに内緒で、なにしてんのよ！」

　あきらは佐藤さんを指さして、口をへの字に曲げた。佐藤さんはむっとして、あきらの指を叩たたき落とした。

「あなたまでくることないでしょ？　授業は？」

「キャンセル！　つーか、優等生のあんたがこんなとこいていいの？　授業さぼるなんて、あんたのキャラじゃないんじゃない？」

「キャラとかありませんから。それよりも、西島くん。この女の子はどなた？」

「え？　女の子？」

　あきらは首をかしげると、佐藤さんの肩越しにアリスを発見した。ぽかんとした間抜けな顔で、アリスを見下ろしている。

「え、ええと。……アリスっていう名前で、今、ぼくの部屋に住んでいるんだ」

　ぼくは焦あせって言葉を選ぶのを忘れ、そういってしまった。

「マジかよまこと。同どう棲せいしてやがんのか!?　このエロス！」

　一番最初に過か剰じよう反応したのは、なぜか悟さとるだった。

「な、なんですって――っ!?　まこと、どういうことよっ!?」

「嘘っ！　同棲!?　不潔っ！　西島くん、嘘でしょ？　嘘っていって!!」

　あきらと悟さとると佐さ藤とうさんの顔が、いっぺんにぼくに迫る。

　状況がうまく把は握あくできない。

　あきらと佐藤さんも把握できていないだろうけど、ぼくもなにがなんだかわからなくなってきた。今、なにが一番の問題なのだろうか。ど、同どう棲せい？　同棲って？　どうしてぼくが、こんなに問い詰められなくてはいけないのだろうか。

「と、とりあえず落ち着いてよみんな！　れ、冷静になって話そうよ！」

　精一杯の声で、ぼくはそう叫んだ。

　佐藤さんは、俊しゆん敏びんにぼくの隣に座った。アリスも、さりげなくぼくの隣に腰掛けた。それを確認したあきらは、長机の上にどすんと飛び乗り、ぼくの目の前であぐらをかいた。

「……はしたない。見えちゃうわよ」

「スパッツはいてますから。それに、まことはあたしのぱんつ見慣れてますから」

「やっぱり面白くなってきたな。ケケケケケ」

　長机の上にあきら。ぼくの左右に佐藤さんとアリス。あきらの後ろに、悟。ここはサブカルチャー研究部の部室。時刻は四時間目のまっただ中。見回りの先生に見つかったらどうしよう。

　腕を組んで口をへの字に曲げたあきらにうながされて、ぼくはぽつぽつと説明を始める。

　あやしいサングラスの女性、リデルと出会ったこと。サブがオーナー守護モードを発動させてしまったこと。そのサブの攻撃を受けても、リデルは立ち上がろうとしたこと。そのあと、倒れていたアリスを保護したこと。アリスがサングラスの女性に追われている可能性が高いこと。大宇宙平和推進機関に対して、アリスは嫌悪感を抱いていること。

　うまく話せた自信はないのだけど、佐藤さんにサブのことは相談していたので、少し補足もしてくれた。

　説明が終わると、誰も口を開かなかった。

　無言の重圧で、胃が痛くなってきた。

「……まこと」

　口火を切ったのは、あきらだった。

「えっ？　な、なに？」

「どうしてあたしに相談しないのよーっ!!」

　あきらの顔が猛もう烈れつな勢いで迫ってきて、喉のどの奥からそんな声が飛び出してきた。その圧力で、ぼくは吹き飛ばされそうになった。

「だ、だって昨日、機嫌悪かったじゃない。相談しようと思ったのに――」

「リデルとか、女の子を拾ったとか、サブの暴走とか、全然知らなかったわよ！　どうして黙ってるのよ！　まことのバカっ！」

「安良城あらきさん、いいすぎよ。西にし島じまくんだって、安良城さんに相談したかったのに」

　佐藤さんがフォローしてくれたけど、あきらの機嫌は直らない。口をふくらませて、ぼくを睨にらんでいる。

　ぼくは、どうしていいかわからなかった。こんなに怒ったあきらを見るのは初めてかも知れない。怖くて、悲しくて、ぼくは泣きそうになってしまう。

　あきらがこんなに怒っている理由。それは、アリスをぼくの部屋に泊めていることではなく、ぼくがひとりで危険と向き合っていたことだろう。あきらの機嫌が悪かろうと、積極的に話しかければよかったのだ。

　自分が、情けなくなった。うつむいて、唇くちびるを噛かむ。

　こつ、と、脳天に拳こぶしが当てられた。

　あきらの拳が、ぼくの頭を軽く叩たたいていた。

「いいわ。今回だけは、許してあげる」

　顔を上げると、あきらは引きつり気味の笑顔でそういって、手を差し出した。

　無理をしているのかな、と思うと胸が締め付けられる。本当は、ぼくが謝らなくちゃいけない。

　ぼくの目から、涙が流れ落ちた。

「あきら……、ごめ」

　だけどあきらは、こんなときでもやっぱりあきらだった。

　ぼくが差し出した手をぎゅっと握ると、机の上から飛び降りて、ぼくを投げ飛ばす。そのままの勢いで、床に倒れたぼくの腕を股こ間かんに挟み、胸の谷間で両手で掴つかんだ手首を絞る。これは、腕ひしぎ逆十字固めという技だ。

「い、痛い痛い痛いーっ！　痛いよあきらーっ！」

「もう二度と、あたしに内緒で変なことしない！　女の子も拾わない！　いいわね！」

「わ、わかったよあきらーっ！　ごめん、ごめんなさいーっ！」

　あきらは技を解くと素早く立ち上がり、満面の笑顔でぼくを見下ろした。

　いつもの、元気なあきらの顔だ。

　痛い思いをしたけれど、胸につかえていたものが取れたように、すっきりした気分になった。

「ごちそうさま。そっちはそれで片付いたかも知れねーけど、アリスの方はどうする？」

　悟さとるがしらけた顔でそういった。仲直りの現場を見られて、なんだかちょっと恥ずかしいような気がする。

「……そうね」

　佐さ藤とうさんは、少し怒ったみたいに窓の外を凝視していた。

「で、まこと。どうしたいの？」

「え？　……うん。アリスを、護ってあげたい。せめて、記憶が戻るまで」

　ぼくがそういうと、あきらは大げさに腰を折ってため息をついた。そのままの姿勢でぼくを見ると、微妙な笑顔を浮かべた。

「しゃーないわね。おっし！　んじゃーどうするか、みんなで考えようか！　まず調べなくちゃいけないのは、アリスの正体かな。その次に、リデルっていうサングラスの女のこと。サブの暴走も問題よね。そういえば、サブの連敗脱出作戦も考え直さないといけないし。うーん、問題山積み。まこと、問題溜ためすぎ！」

　しゃきっと胸を張って、ぼくをびしっと指さした。

「ご、ごめん。確かに、問題多いよね」

「サラダちゃんにも協力してもらうわ。宇宙のことは詳しいと思うから」

　肩をすぼめながら、佐さ藤とうさんがそういってぼくを見た。なぜか、なじられているような気分になった。

　あきらはアリスの背後に移動すると、椅い子すに両手を置き、頭頂部に胸を載せるような感じで上から覆いかぶさると、目を合わせた。

「あたしは、あきら。今をときめくネットアイドル！　よろしく！」

　アリスは無表情のまま動じなかったが、横を向いて素早くＰＤＡに文字を打ち込むと、自分の顔の前に逆さにして差し出した。

〈アリスです。ご迷惑をおかけしますが、よろしくおねがいします〉

　それを読むと、あきらは体勢を戻して、アリスの頭をぽん、と叩たたいた。

「ふふん、子どものくせに、シャレがわかるみたいね。あんた、ただ者じゃないわね。なんだかわくわくしてきたわ！」

〈あなたも、ただ者じゃなさそうですね。心強いです〉

「任せなさーい！　じゃあ、これからまことの家に集まろっか？　さぼりついでにさ！」

　その場でくるりとターンし、あきらがそういった。

「え、ええーっ!?　あ、あきら、本気でいってるの？」

「もちろん！　あたしはやる気満々よ！」

　あきらの暴走が始まった。

　ぼくは、嬉うれしさと不安が入り交じる複雑な心境になった。確かに、あきら好みのシチュエーションかも知れないけど、学校をさぼるとなると話が変わる。

「確かに、もたもたしてると状況はヤバくなる一方のような気がするな。オレも協力するぜ。面おも白しろそうだしな」

　悟さとるが立ち上がって、そういった。にやにやしながらぼくを見ている。

「それじゃあ、わたしが木き村むら先生に話しておきます。みんなは先に向かっててください。あとからサラダを連れて行きますから」

　真面目まじめなはずなのに、意外に佐藤さんは決断が早かった。ぼくは授業をさぼったことだけでも、罪悪感で心が痛いのに。

　だけど、よく考えたら、確かに時間は無駄にできない。

　ぼくひとりだけではなにもできなかったけど、こうして仲間が集まればなにかしら対策が立てられる。アリスを護るために、なにかをすることができる。あきらがいるだけで、心強い。

　ふと、アリスが膝ひざの上に置いていたＰＤＡの画面が見えた。

〈平和ねー〉
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「んじゃあまこと。案内しなさい！」

　四時間目がまだ終わらぬうちに、佐さ藤とうさんを残して、ぼくたちは学校をあとにした。

　時刻は正午すぎ。通常だったら、そろそろ四時間目の授業が終わるころだ。。

　アリスが徒歩なので、ぼくと悟さとるは自転車を押している。あきらはマウンテンバイクに立ちこぎになって、器用に低速移動している。

　大通りに出ると、まだ車の交通量は少ない。歩道にも通行人は少なく、学生の姿はない。

「え？　案内って？　どこに行くつもりなの？」

「決まってるじゃない。サングラスの女と出会った場所よ。現場検証しとかないとね！」

「えっ!?　き、危険じゃない？」

「なにいってるのよ。なんか手がかりが落ちてるかも知れないじゃない。捜査の基本は、現場百ぺんよ！」

「で、でも……」

　ぼくは心配になってアリスを見る。無表情でどんなことを思っているかわからないけど、恐怖を感じていると思う。あんな華きや奢しやな身体からだでは、サングラスの女性から逃げ切れるとは思えない。

「じゃあサトチン。アリスを連れて、先にまことの家に行っててくれない？　大通りに出る道使ってさ」

「オレが？」

　如によ実じつに嫌いやな顔をした悟だったが、アリスを見てため息をつき、頷うなずいた。

「しゃーねーな。了解だ。サブいるんだろ？　勝手にあがってるぜ」

「うん。ごめんね、アリス。怖こわいだろうけど、このひとと一緒に先に帰っててくれる？」

　ぼくがそういうと、アリスはこくりと頷いて、ＰＤＡを差し出した。

〈気をつけてくださいね、まことさん。わたしは大丈夫です。お部屋で待ってます〉

　吸い込まれそうな大きな碧あお色の瞳で、じっとぼくを見る。とてもいじらしくて、思わず抱きしめたくなる衝動に駆かられる。

「ほら、早く行く！　サトチン！」

　あきらが割り込んできて、アリスを回れ右させた。

　アリスは首だけ回してぼくのことを見たけど、無表情だったからどう思っているのかわからない。やっぱり、不安なんだろうか。

　悟とアリスをの背中を見送ると、ぼくたちは反転した。自転車に跨またがり、走り出す。青と赤の、おそろいのマウンテンバイク。

　大通りから、閑かん静せいな住宅街に入る。空は曇っていて、ちょっと蒸していたけれど、ぼくの心は気持ちいいくらいすっきりしていた。風になびくあきらの黒髪が、とても精彩に見える。

「そういえば、格闘技デビューの話はどうなったの？」

　ぼくがそういうと、あきらの爽さわやかだった顔が、急激に曇った。カクンと頭を落とし、恨うらめしげな顔でぼくを見る。

「……昨日ね、六ろつ本ぽん木ぎの格闘技のジムに行ったんだけど、軽く説明受けて、パンフレットもらっただけで追い出されちゃった。本当はさ、プロレスみたいに入門したかったんだけど、格闘技ってスポーツなのよ。ちゃんと授業料払って練習して、そこからアマチュアの大会があって、成績がよければプロデビューできる、みたいなシステム。空手と一緒じゃん？　そんなちまちまやってられないわよ」

「へえー。そうだったんだ」

「しかも、帰り道で遊び慣れてるような男の人にナンパされるし」

「え、ええーっ!?　ナンパされたの!?」

「え？　も、もちろん断ったわよ！　バシっとローキックかましてね。……気になる？」

　自転車を寄せてきて、食い入るような顔でぼくを見る。

「え？　う、うん。ていうか危ないよ！　前見て！」

「あはははは。ていうか、それだけじゃなくてさ。聞いてよ！　帰りの電車は人身事故で遅れるし、くたくたに疲れてやっと家についたと思ったら、お父さんとお母さん喧けん嘩かしてるし。散々だったわよ、昨日は！　今朝だって、お弁当なしだったし！」

「……うわあ。珍しいよね、あきらの両親、仲いいのに」

「そうなんだけど、一度喧嘩が始まると長いのよね」

　そうだったのか。機嫌が悪かった原因がはっきりして、ぼくはほっとした。

　というか、あきらが都会に行くときは、ぼくもついて行こうと思った。

　堰せきを切ったように、あきらは話し出す。もともと話し好きだったから、溜たまっていたのだろう。ぼくは笑いながら、楽しくあきらの愚ぐ痴ちを聞く。

　お喋しやべりが尽きないうちに、あっさり問題の場所に到着した。

　角を曲がると、その先に工事中を表すオレンジ色の柵さくがあって、狭い道路を塞ふさいでいた。そこは、サブがオーナー守護モードを発動させた場所だ。アスファルトや壁を壊してしまったから、それを修理しているのだろう。

　柵の前に赤いスティックを持った路上警備員が立っていて、他の道へ回ってくれと合図をして頭を下げる。頭を下げたいのはぼくの方なのだが。

「あそこ？　リデルとかいうやつがいた場所って」

　自転車を止めて、あきらがそういった。

「うん。でも、工事中みたいだね。リデルもいないみたい」

　ぼくはマウンテンバイクから降りて、工事の様子をうかがう。小型のショベルカーがアスファルトを剥はがし、作業員が破片を拾っている。本当に、申し訳なく思う。

　あきらは首を伸ばして工事現場の周まわりを見回したが、怪しい人影は皆無だった。

「……ふーん。いないわね。残念！　帰ろっか」

「そうだね。もうここにはいないのかも知れないしね」

　そういいながら、自転車を反転させる。万が一リデルがいたらどうしようと思っていたから、ぼくはほっとしていた。

　そのまま自転車に乗ろうとしたら、視線の先に、黒い尖とがったものが見えた。

　それは、黒いハイヒールの先だった。そこから伸びた、見事に細く綺き麗れいな脚。タイトなミニスカート。スーツの上からでもわかる、くびれた腰。紫色のブラウス。小さな宝石が埋うめ込まれたペンダント。ボリュームのある胸。その上にある端たん麗れいな顔には、濃いルージュと細いサングラス。

　間違えようがない。

　凶悪な宇宙人、リデルだ。

　きつい香水が、鼻をつく。

　ぼくは声を出せなかった。握力がなくなって、自転車を倒してしまう。その場から、一歩も動くことができない。

「また、逢あえたな、少年」

　ぼくの目の前で、ハスキーな声がそういった。

　サングラスの奥から、野獣のような視線がぼくを貫くのがわかる。これが殺気というやつであろうか。ぼくはもう、生きた心地がしない。

　リデルの蝋ろう人形のような白い肌に、ひと筋の鼻水が垂れた。

「ぐしゅ。きっと、きてくれると、信じていたぞ。私の名は、リデル。リデル・スナイプス。今日は、レンタルサーバーは、いないのか？」

　サングラスの奥の威烈な視線がぼくを貫いた。忌いま々いましげに、引き締まったお腹なかをさするその様子から、サブのことにかなり腹を立てているようだ。

「あんたがリデルってひと？　こっちも訊ききたいことがあるんだけど」

　あきらがそういって割り込んできた。ぼくの肩を引いて強引に前に立つと、サングラスの女性は少し下がった。

「キミに、興味はない。私が知りたいのは、クソ女の居場所、だ。あの卑ひ怯きようなレンタルサーバーにも、是非復ふく讐しゆうしたいが、それはあとでいい。少年。もうクソ女には、逢ったのか？　逢ったのだろう？　あの、殺しても殺し足りない、クソのような女に！　ぐしゅっ」

　高い視点からぼくを睨にらみ、興奮気味にリデルはそういった。

　クソ女とは、やはりアリスのことなのだろうか。拳こぶしをぎゅっと握り、ただでさえ強烈だった威圧感が増した。

　あきらが、顔だけをぼくに向けた。

　逃げて。目でそういっているのがわかる。

　あきらの頬ほおをつたう汗は、湿気のせいじゃない。リデルのプレッシャーに耐えている。握りしめた拳こぶしが震えている。

　だけど、ぼくは動けない。

　恐くて、身動きできない。

　それに、オーナー守護モードを発動させたサブの一撃に耐えられた宇宙人を相手に、あきらが勝てるわけがない。リデルの牙きばは、間違いなくあきらを捕獲している。あきらを置いて逃げ出すなんて、絶対にできない。

「ぬ。すまない。少し待っていてくれ」

　不意に、リデルの視線が外れた。

　彼女はぼくたちに背中を向けて、何度か鼻をすすると、スーツのポケットから携帯電話のようなものを取り出し、それを耳に当て、ゆっくり離れていく。不機嫌そうに、足を鳴らしながら。

「もしもし。どうした、パレアム。今、取り込み中なのだ、このバカ者が。ぐしゅっ。ああ、動いていない。大丈夫だ。それより、クソ女は――」

　緊張の糸が切れた。

　ぼくはその場に崩れ落ちた。全身が汗でびっしょりになっていたことに、今気づいた。力が入らない。震えが止まらない。

　しかし、脅きよう威いが去ったわけじゃない。リデルはすぐそこにいる。あきらはまだぼくの前で立ちつくしている。

　どうなってしまうのだろうか。ぼくとあきらはここで、人生を終えてしまうのだろうか。

「ぬっ。何者だ、キサマらは。名を名乗れ！」

　リデルの左右に、黒い詰め襟えりの学生服を着た巨漢の男が静かに現われた。

　ふたりともリデルよりは背は低いが、それでも一八〇センチはありそうだし、肩幅は広く胸板も厚そうに見えた。顔は彫りが深くて、目つきは鋭く、外国人の大人に見える。真面目まじめにきっちりボタンを留めた学生服を着ているが、どこからどう見ても学生には見えない。リデルの仲間ではなさそうだが、ぼくたちの味方にも思えない。

　ふたりの巨漢が、リデルの肩に手を置いた。

　ドシッ！　と、嫌いやな音がした。

　視界には、リデルしかいない。左右の腕を広げている。

　たった一瞬で、あんな僅わずかな動作で、あの二人を吹き飛ばしてしまったのだろうか。

　すると今度は、道の奥の十字路に黒いバンが何台か停まり、そこから次々に黒い学生服を着た巨漢の男たちが現われた。

　リデルはそれを確認すると、腰を落として身構えた。

　ぼくは、自分の目を疑った。

　この密集した住宅街の狭い道路で、なにが起ころうとしているのだろうか。あの屈強な学生服軍団は、何者なのだろうか。

「チャンスだわ！」

　あきらの声がして、強引な力でぼくは抱きかかえられた。あまりにも突然だったので、ぼくは声にならない悲鳴を上げた。

　あきらは両手でぼくの背中と足を持ち、素早く走り出す。

　女の子みたいに抱かれたまま、そこから遠ざかる。ぼくの記憶が確かなら、これはお姫様抱っこというやつじゃないだろうか。決して男子が女子にしてもらう行為じゃない。

　背後から、男たちの悲鳴がいくつも聞こえた。

　リデルはあんな細身の身体からだで、巨漢の男たちをものともせずに戦っているのだろう。サブのオーナー守護モードのパンチをまともに受けて立ち上がろうとした彼女は、やはり並の宇宙人じゃない。

　あきらは必死の形相で全力疾走する。何度か角を曲がると、男たちの悲鳴は遠くに消えた。

　そろそろぼくにも心の余裕が出てきた。通行人とすれ違うと笑い声が聞こえ、とても恥ずかしくなった。

「あ、あきら！　もういいから！　大丈夫だから、降ろしてよ！」

「そ、そう？」

　見覚えのある小さな公園の前にきて、あきらはやっとぼくを降ろしてくれた。そのままふらふらとした足取りで歩き、公園のベンチにばったりと仰あお向むけに倒れる。

　ぼくは急いでハンカチを水道で濡ぬらしてぎゅっと絞り、寝そべるあきらの額ひたいの汗を拭ふき、顔に張りついた髪の毛を取ってあげる。ミニスカートがめくれてスパッツが丸出しになっているのに気づき、そっと直してあげた。

「ありがとー。……でも驚いたわ。睨にらまれて動けなくなったのなんて、初めてよ！」

「う、うん。ぼく、動けなかったよ。すっごい怖こわかった……」

「こないだのヒョードラ星人の方がまだましね。ちょっとカマかけてやろうと思ってたんだけど、なにもできなかったわ」

「やっぱり。話し合いとかは、無理そうだよね……」

「でもさ、あの学生服のひとたち、何者なんだろう？　まさかあの老ふけ顔で、近所の中学生じゃないわよね？　宇宙人かな？　リデルを追ってるひとたちがいるってこと？」

「あっ！　そ、そうだね。なんだろう、あのひとたち」

　この前リデルと出会ったときは、あんな怪しい学生服軍団は出なかった。都合よく出てきてくれたけど、どういうひとたちなのだろうか。ぼくたちを、助けてくれたのだろうか。

　あきらは大きく深呼吸をすると、身体を起こしてベンチに座り直した。ぼくはその隣に腰を下ろす。

　鳩が一羽、首を動かしながらやってきた。餌えさをもらえないとわかると、砂を拾いながら向こうへ行ってしまう。

　さっきの恐怖が嘘みたいな、ごく普通の日常。

　白昼夢だったらいいのにな、とぼんやり思った。

「なーんかあいつ、鼻水垂たらしてたわね。風か邪ぜ？　花粉症？」

「初めて逢あったときからだよ。宇宙人でも鼻炎ってあるのかな？」

「ふーん。あと、仲間がいるみたいね。携帯で話してた。部下みたいだったわね。名前は、パレアム。他にも仲間いるかも知れないね」

「だとしたら、アリスが見つかっちゃうのも時間の問題だね……」

　自分でそういって、心臓が縮み上がった。

「あのさ、まことは怒るかも知れないけど……」

「え？　なに？」

「リデルの顔。ちょっとアリスに似てない？」

「えっ!?」

　蝋ろう人形のような白い肌、薄い唇くちびる。確かに面おも影かげは似ている。

　でも、年齢も違うし、リデルはサングラスをしていたから目元がわからない。髪の毛の色も、赤と蒼あおで違う。

「耳よ。髪の毛で隠れていたけど、先っぽが見えてたの。リデルもアリスも、異様に尖とがってたわ。少なくとも、同じ種族だと思う」

　あきらは立ち上がってのびをすると、そういった。

　たったあれだけの間に、そこまで観察していたのかと思うと感心する。耳のことなんて、ちっとも気がつかなかった。

　アリスとリデルが同じ種族の宇宙人だったとして、それがなにを意味するのか、ぼくにはさっぱりわからないけれど。
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　うちに到着すると、ぼくの部屋で悟さとるとアリスが静かに待っていた。アリスは机の椅い子すに座っていて、悟はぼくのベッドの上に寝ころんでマンガを読んでいた。

「おかえりなさいっす、まことさん」

　サブは首をかしげ、ちょっと困ったような顔をした。ぼくも、ちょっと気まずい気分になった。授業をさぼって、帰ってきてしまったのだから。

　部屋のクーラーを入れ、さっそくリデルと遭遇したことを報告しようとしたのだが、あきらに止められた。

「まずは汗流そうよ！　やっぱ気持ち悪いわ！」

　制服のスカートをぱたぱたさせると、階段を駆かけ下りてお風呂場に飛び込んだ。さっきあんなことがあったというのに、あきらはもう元気を取り戻している。

「ちょっとあきら！　着替えはどうするんだよ！」

　ぼくは追いかけて行き、脱衣所のドアの外でそう叫んだ。

　すると、ドアが少しだけ開いて、あきらの顔が出てきた。意地悪そうな笑顔を浮かべて。

「一緒に入る？　昔みたいに」

「な、なにいってるんだよ！」

　ドアの隙すき間まから、あきらの肩が見えた。健康的な、すべすべの肌。

　服は、着ていない。

　ぼくはドキっとして、目を逸そらした。

「あははははは。なに顔赤くしてるのよ、まことのエッチ！」

「ち、ちが」

「まことのＴシャツ持ってきて！　短パンあったわよね？」

「えっ！　ぼくの？　入る？」

「バカにするなーっ！」

「痛いっ！」

　なにも着けてない素足が飛んできて、ぼくのすねを思いっ切りけとばした。同時に、勢いよくドアが閉められた。

　最近あきらは発育がいいから、胸とお尻が大きくなっており、小柄なぼくの服が着れるかどうかわからなかったからああいったのだが、なにか勘違いされたのだろうか。

　すねをさすりながらＳサイズのＴシャツと短パンを持ってきて脱衣所の前に置き、冷たい麦茶を人数分入れていたら、佐さ藤とうさんとサラダがやってきた。

　佐藤さんは眼鏡めがねを外してコンタクトレンズにしていた。ピンク色のふんわりした私服に着替えていて、イメージがかなり違う。ショコラバージョンだ。大きなバッグを肩にかけているけど、なにが入っているのだろうか。

　佐藤さんをぼくの部屋に案内しようとしていたら、あきらがぼくのＴシャツと短パンをはいて、さっぱりした顔で風呂場から出てきた。しっかりと髪の毛まで洗ったらしくて、頭にタオルを巻いている。思った通り、胸とお尻が張り裂けそうだ。

「あ、安良城あらきさん!?　その服、まさか……」

「え？　うん、まことに借りたの。やっぱり胸がきついわねー」

　なぜか勝ち誇ったような顔で、あきらはそういった。階段を登る間、ずっと佐藤さんはあきらを睨にらんでいた。なんだか近寄りがたいオーラが出ていて、ぼくとサラダは近寄ることができなかった。

　クーラーで冷やされたぼくの部屋に、全員集合した。

　冷たい麦茶を飲んで一息つくと、あきらはベッドの上に飛び乗った。そこで熱弁をふるうつもりなのだろう。

　ぼくと佐藤さんは絨じゆう毯たんに座り、サラダは佐藤さんに寄りかかるように丸まった。アリスは椅い子すに座って、じっとあきらを見る。悟さとるは壁に背をつけて、片膝ひざを立てて座った。サブはロボットのくせに、きちんと正座している。

　あきらはコホンとひとつ咳せき払ばらいをすると、リデルと遭遇したこと、そこであったこと、判明したことを、簡潔に話し始めた。ぼくも補足しようとしたのだが、邪魔になるような気がしたから遠慮した。

「アリスちゃん、ちょっといいかしら」

　佐藤さんが、丁てい寧ねいな仕草でアリスの髪をかき上げる。量の多い蒼あおい髪の毛の中から現れたのは、確かにエルフみたいに尖とがった耳だった。

「本当だわ。エルフみたい」

「というわけで、アリス。リデル、って名前に聞き覚えない？」

　アリスは少しうつむいて、なにかを思い出そうと努力する。だけどその苦労は無駄だったようで、しばらくすると首を横に何度か振った。

〈リデルという名に、微かすかに聞き覚えがあるような気がします。とてもおぞましい名前です。嫌いな名です。……ですが、それ以上はわかりません〉

　机の上のモニタに、そう表示された。

「やっぱ違うのかなー。似てるのは、白い肌と耳だけだしね。こんなの、宇宙じゃありふれてるかな？」

「同じ星の人間？　……ねえサラダちゃん。宇宙人の種族って、調べられないの？」

「ぼくでしゅか？　うーん。それは調べられましぇんね……」

「そういえばさ、あたしたちのホームページって宇宙に公開してるんでしょ？　だったら、ネットワークは宇宙につながってるんじゃないの？　そういう情報って、調べられそうなもんだけど」

　思い出したように、あきらがそういった。

「ええ、まあそうなんすけど、大宇宙ネットワークは上りだけで下りは禁止されとるんすわ。つまり、こっちから公開することはできても、参照はできない、と」

「サラダちゃん。こんな緊急事態でも、だめなの？」

「だめでしゅ。規定以上の情報を地球人に公開しちゃうのは、犯罪行為なんでしゅ」

〈それでは、私が調べてみましょうか。宇宙人ですから、問題はないはずです〉

「それだ！　それならいいんじゃないの、サブ！　サラダ！」

　そういって、あきらは手を打った。

「ええと、この場合はいいんでしたっけかねえ？」

「うーん。こういう場合の判断は、ぼくたちに任されていましゅけど……」

「じゃあ、いいってことね！　まこと、佐さ藤とうさん、サトチン。こっちにきて。モニタが見えないところに！」

　佐藤さんは立ち上がって、静かにベッドに腰を下ろす。ぼくは、佐藤さんの隣に腰掛けた。その次の瞬間、あきらがぼくと佐藤さんの間に強引に割り込んできたので、ぼくは床に転がされてしまう。

「な、なんだよあきら！」

「なんでもないから！　サトチン！　早くこっちにきなさい！」

「青春だな、おめーら。ケケケケケ」

　悟さとるは楽しそうに笑みを浮かべながら、ベッドの端に腰を下ろした。あきらがぼくの枕まくらを乱暴に投げたけど、悟は難なくかわした。

「ほいじゃま、下りも使えるように設定しまっせ」

　サブはそういうと、首をカクンと横に振った。額ひたいのランプが、何度か点滅した。

「設定完了っすわ。アリスさん、どうぞ」

　すでに机の上の液晶モニタに、サブが接続されている。サブ経由で、大宇宙インターネットの情報にアクセスする。

　アリスは慣れた手つきでキーボードを打つ。結果はすぐに出たようで、ＰＤＡのディスプレイをぼくたちに見せる。

〈この尖とがった耳と、白い肌。これらに合致する種族は、シュルート星人、ルーン星人、シウヴァ星人の三種族だけでした。耳だけでしたら、一六種族が適合します〉

「ふーん。特徴ってなんかある？　戦闘が得意とか、超能力が使えるとか」

〈三種族とも、戦闘種族ではありませんね。ただ、シュルート星人は、一時期かなり勢力圏を広げていたようです。星間戦争はごく日常的なことなので。大宇宙平和推進機関誕生前のことですが〉

「……なんか宇宙の歴史から学ばないといけないような気がしてきたわね。頭が痛いわ」

　あきらはそういって、ごろんとベッドに転がった。

「アリスちゃん。宇宙人って、全部で何種族くらいいるの？」

　佐さ藤とうさんがそういうと、アリスはすぐに答えてくれた。

〈一般的に確認されている種族数は、一億ほどだといわれています〉

「一億！　やっぱり広いのね、宇宙って……」

　本当にそう思う。地球の歴史を学ぶだけで精一杯なのに、宇宙の歴史なんて授業があったら、頭がパンクしてしまいそうだ。

「ていうか、よく考えたらアリスが戦闘種族なわけないしね。やっぱアリスとリデルは別の種族なのかな？」

「アンドロイドとか、ロボットの可能性はない？」

　佐藤さんが、そういった。

　それならば、なんとなく現実的な気がする。いくら戦闘種族とはいえ、レンタルサーバーの攻撃をまともに受け切れる人間がいるとは思えない。

　しかし、サブは首を振って否定する。

「それもないと思いますわ。機体だけならまだしも、わいらのレベルの思考システムは、現在ストームブリング社しか開発できないっすからねえ。しかもこの会社は、大宇宙平和推進機関の監視下に置かれとりますし。人間に危害を加える可能性がある思考システムを開発したとなれば、大問題ですわ」

「過去にもなかったのかな？　アンドロイドの反乱とか、よくある話だと思うけど」

「まあ、昔は普通にありましたっすわ。宇宙の歴史は、殺さつ戮りくと滅亡の歴史っすから。だからこそ、大宇宙平和推進機関ができたわけでして。それ以来、全宇宙規模でロボットの開発は禁止になったんすよ」

「そうでしゅ。ぼくたちは、コンピューターでしゅ。ロボットじゃありましぇん！」

　違いがよくわからない。主な使用用途がコンピューターであれば、ロボットであってもコンピューターといい抜けることができる法律なのだろうか。

　行き詰まってしまった。

　ネットの中に情報は無限にあっても、それを探し出すことができなければ意味がない。

　あきらは腕を組んで天井を見ながら唸うなっている。佐さ藤とうさんは膝ひざにサラダを置いて、考え込んでいる。アリスはキーボードを打ちながら、一生懸命手がかりを探してくれている。ベッドに寝そべってアリスを眺めている悟さとるだけが、まったくの役立たずだった。

　ぼくも、なにかを考えなくてはいけない。

　だけど、なにも思いつかない。

　思いつくことといえば、ルイス・キャロルの『不思議の国のアリス』のことだ。ぼくの大好きな本で、もう何度も読み返している。地球という未知の星に迷い込んでしまったアリスは、この本の主人公のようじゃないか。

　まるで関係ない。ぼくは人知れず反省した。

　ふと、サブと目が合った。サブも懸命に考えているのか、どこも見てないようなうつろな目だった。サブの額ひたいのランプが、一瞬、両方とも消えた。

　静寂の中、アリスが机を軽く叩たたき、ＰＤＡのディスプレイをこちらに向けた。

〈見つけました。サラダさん、これを見てください〉

「なんでしゅか？　……あっ!?」

　サラダが佐藤さんの膝から飛び降り、ぴょこんとはねて机の上に乗った。液晶モニタを覗のぞき込むと、目をまん丸にして驚いた。

「こ、これは……。なんてことでしゅか!!」

「いやはや、参りましたな……」

　サブはモニタを見ていないが、自分を通して得た情報なので、そこになにが映し出されているかわかるみたいだ。

「なになに!?　新事実が判明したの？」

「……ええと、でしゅね。リデル・スナイプスという人物の情報が見つかりました。パレアムという名のひとと、セットで出てきた情報のようでしゅ」

「うはあ。別名、リデル・ザ・オーバーキル、っすか。いやはや、とんでもないのが出てきましたなあ……」

「物騒な別名ね。で、どんなひとなの？　殺人鬼とか？」

「近いでしゅよ、あきらしゃん」

「マジでっ!?」

「えー、簡単にいいますと、宇宙海かい賊ぞく“〝皆殺しの翼つばさ”〟のリーダーで、いわゆる賞金首っすわ。その首にかけられた賞金は、ええと、日本円に換算しますと、約五兆円っすか」

「ご、五兆円!?　それだけ凄すごい海賊だってこと？」

　まるで現実感がない。金額にも、宇宙海賊という存在にも。

　ぼくたちは、宇宙人たちの文明のことをよく知らない。宇宙戦争とか宇宙海かい賊ぞくだなんて、小説か映画の中の話でしか知らない。本当のことなのだろうか。

「説明を読み上げますと、こんな感じっすわ。神出鬼没で逃げ足が速く、不意討ち人質なんでもありの卑ひ怯きよう卑劣な宇宙海賊のリーダー。交渉不可能会話不可能の暴れん坊。交易船を襲い、軍事輸送船を襲い、旅客機まで襲う問答無用の極悪人。で、滅ぼした星の数が四つ。その顔は強烈にぶさいくで、目やにが酷ひどく、腐敗臭が漂い、身体からだ中に寄生虫を飼っている不気味で不潔なバカ犬。……いろんな意味で史上最悪ですわ、この海賊」

「うわぁ……。絶対にお近づきになりたくないわね」

「やっぱりノガイラ星人みたいでしゅね。四つ目の、狼おおかみみたいな戦闘種族でしゅ」

「ということは、女性に変装しとることになりますなあ。光学変装っすかねえ。光の屈折率で変装するっていう。手て応ごたえ的に、そんな感じはしなかったんすけどねえ」

「人違い、ってことはないの？　そんなひとが、アリスを狙ねらってるだなんて……」

　信じられない。というか、信じたくない。

「なんともいえまへんなあ。やはり、大宇宙平和推進機関に連絡を取った方がいいんすかねえ。地球への不法滞在は、どう考えても違反行為なんで。いやでもしかし、事情聴ちよう取しゆとかでいろいろ調べられたら、わいのオーナー守護モードの暴走のことも、ばれてしまうかも知れまへんなあ。ああ、困った……」

　サブが唸うなりながらそういった。

　ぼくは、胸が苦しくなった。サブのことも当然心配だけど、アリスの事情は深刻だ。

　アリスに視線を移すと、うつむいて顔を隠し、微かすかに震えていた。

　顔から感情までは読めないけど、怖こわがっていると思う。検索して出てきた情報は、あまりにも残酷で容よう赦しやのないものだったから。

　ぼくの後ろ向きな予想だと、リデルと大宇宙平和推進機関は組んでいる。大宇宙平和推進機関にアリスを渡すということは、敵の手に渡すということになるのじゃないか。

　しかし、凶悪な宇宙海賊と、大きな規模を持つ大宇宙平和推進機関が組んでいたとしたら、かなり絶望的だ。恐おそらく、どこにも逃げ場がない。

　ぼくは、ぞっとした。

　この想像は、間違っているかも知れない。でも、そうじゃないかも知れない。

　アリスを、護まもりたい。敵の手に渡したくない。

「だめよ！　アリスはあたしたちだけで護り抜くわ!!」

　あきらが、そういった。

　思いっ切り、いい切った。

　自信満々の表情で、腰に手を当てて胸を張っている。ただでさえ大きな胸が、更に強調されて、Ｔシャツが破れそうだ。タオルがはらりと落ちて、艶つやのある黒い髪がクーラーの風に揺れた。

「こんな面おも白しろそうなこと、放ほうっておけないわ！　サブのオーナー守護モードのパンチでうずくまったんなら、そのままマウント取ってパンチ叩たたき込めば勝てたじゃん！　サラダも協力すれば、もっと簡単に勝てるわ。こないだのヒョードラ星人のときは数が多かったけど、今回はひとりでしょ？　だったら勝てるって！」

　あきらは勢いよくまくし立てた。

　静かに成り行きを見守っていた佐さ藤とうさんはため息をつくと、ぼくに笑顔を向けてくれた。

「確かに無む謀ぼうね。……でも、西にし島じまくんがそうしたいなら、私も協力するわ」

「おしゃー！　決まりだわ!!」

「あ、ありがとう、あきら!!　ありがとう、佐藤さん!!」

　ぼくは、嬉うれしくて涙が出てしまう。

　自分でも無茶なお願いだと思う。でも、ここまで関かかわって途中で見放すだなんて、ぼくにはできない。疑わしい相手にアリスを受け渡すだなんて、できない。

　それに、あきらならなんとかしてくれるような気がする。根拠はないけど、あきらなら任せておける。

「わいとしても、助かりますわ！　こうなったら、開き直って覚悟決めますでー！」

　サブも、晴れやかな顔でそういってくれた。

「サ、サブしゃん、正気でしゅか!?　不法滞在者をかくまうのも、違法行為でしゅよ？」

「サラダちゃんは、協力してくれないの？　協力して欲しいな」

「う、うう。……ご主人さま。ご主人さまがそういうなら……仕方がないでしゅ」

　佐藤さんに見つめられて、渋々ながらサラダも協力してくれることになった。

「ありがとう、サラダ!!　サブも、ありがとう!!」

「あっはっはっは。任してください。都合よくオーナー守護モードが誤発動してくれれば、なんとかなりまっせ！」

　サブは腰に手をやり、左手を伸ばし、足を交差させた得意のポーズを取った。

「サ、サブしゃん、開き直りしゅぎでしゅ！　今度誤発動させたら、もう二度と近づかないでしゅからね！　ウィルス移されたら、たまりましぇんから！」

「うへえ。そりゃそうっすねえ」

　サラダは素早く佐藤さんの陰に隠れ、サブはぽりぽりと頭をかく。自然に、みんなの顔に笑顔が浮かんだ。

　さっきまでの緊張感が嘘うそみたいだ。

　ほっとして涙を拭ふいていたら、ＰＤＡのディスプレイがいきなりぼくの目の前に差し出された。

〈まことさん。とても感謝しています。こんなに嬉しいことはありません〉

　ゆっくりＰＤＡが下げられると、そこにアリスのやわらかな笑顔があった。それはとても愛らしく魅力的で、輝いて見えるくらいの笑顔だった。

　見とれていたら、アリスが抱きついてきた。

　ふわりとしたクリームのような感触。いい香りがした。

「西にし島じまくん!!」

「は、はいっ！」

　佐さ藤とうさんの怒ったような声で、ぼくは我に返った。慌あわててアリスから離れると、自分の足につまずいて背後からベッドに倒れた。

「西島くん。アリスって、この部屋に泊まってるの？　これからも、ずっと？」

　ベッドに仰あお向むけになったぼくに覆おおいかぶさるようにして、佐藤さんがそういった。顔が、かなり近い。

「う、うん。とりあえずそうだね。ぼくが連れてきたんだし」

「そう。……一緒に寝起きしてるんだ」

　ぎりっと、音がした。歯ぎしりみたいな音だけど、なんの音だろう。

「まことーっ！」

　今度は、あきらに肩をつかまれてずるりと引っ張られた。そのまま寝そべると、背後から腕と脚を決められ、ぐるりと回転すると宙づり状態になった。これは確か、ボーアンドアローというプロレスの技だ。

「ぐうううっ！　ぐ、ぐるちいよ、あぎら……」

「なに鼻の下伸ばしてるのよ！　このロリコン！」

「ち、ちが」

「そりゃあ思春期だもんなあ。そうだろう、まこと？　このエロス！　お前の頭の中は、思春期特有のエロい妄もう想そうで一杯なんだろう。ほとばしるパトス！　溢あふれ出るリビドー！」

「な、なに、いっでるんだよ、悟さとる……」

「そうね。それは危険ね。じゃあ、わたしもここに泊まるわ！」

　佐藤さんが、そういった。部屋の隅に置いてあった大きなバッグを持ってきて、ボタンを外した。そこにはなんと、着替えが詰め込まれていた。

　急に腕と脚が自由になったかと思うと、ぼくはそのままベッドの上にうつぶせに落下した。痛みが引くのを待ちながら、佐藤さんがいった言葉の意味を考える。

　泊まる？　佐藤さんが、ぼくの部屋に？

「……え、ええーっ!?」

「佐藤さん!?　あんた、スパイする気!?」

「違います！　サラダもいた方が、ボディーガードにもなると思います」

「ボディーガードだったら、あたしがいるじゃん！」

「西島くんには相談相手が必要よ。あなたは楽しんでるだけでしょ？　あなただけに、おいしい思いはさせないわ！」

「なにそれ！　じゃあ、あたしもまことの部屋に泊まるからね！　いいわね、まこと！」

「え、ええーっ!?　あきらは部屋近いじゃない」

「間違いが起こったらいけないでしょ！　このスケベ！」

「ち、ちが」

「それじゃあオレも泊まろうか。まことの貞操が危なそうだしな。ケケケケケ」

「お前はいらないっ！　帰れこのお邪魔マン！」

　あきらの鋭い回まわし蹴げりが炸さく裂れつし、悟さとるはベッドの上にすっ飛ばされた。なんともいえない鈍い音がして、悟は沈黙した。

「いやあ、平和ですなー」

　サブが気絶した悟を見て、微笑ほほえましそうにそういった。
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　困ったことになった。

　ぼくの部屋に、アリスだけではなく、あきらと佐さ藤とうさんまで泊まることになってしまった。心強いのは確かなのだが、ぼくはそんなに信用されていないのだろうか。

　話を聞くと、アリスが着ていた身体からだに張りつく未来的な白いボディースーツには様々な機能がついていて、それで栄養はまかなえるようだった。宇宙では、単にエネルギーを摂せつ取しゆするだけだったら、食事という形態は取らないらしい。

　アリスが着ているブラウスとカーディガンと麻のスカートも、ボディースーツの変形だった。デザインを入力するだけで、見た目をいくらでも変化させることができるらしく、実際にぼくたちの目の前でファッションショーを演じてみせてくれた。他にも、身体を綺き麗れいにするクリーニング機能もついているみたいだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ずいぶん便利なものがあるのねー！　あたしも一着欲しいな」

「だめでしゅよ、あきらしゃん。宇宙技術は、地球人には与えちゃいけないことになっていましゅ」

「でもサラダちゃん。レンタルサーバーはどうなの？　宇宙技術なんでしょ？」

「ぼくたちは、コンピューターだからいいんでしゅ。コンピューター部分のパーツは、すべて地球製でしゅし」

「なんかこじつけっていうか、無理があるわよ、それ」

「ぼくも、そう思いましゅが……」

　大宇宙平和推進機関のすることは、よくわからない。決まりごとにも、一貫性がないし穴だらけであるような気がする。

〈まことさん。このボディスーツがあれば、無理にご家族に紹介していただけなくても、日常生活に支障はありませんが〉

　ぼくがぼんやりしてたら、アリスがＰＤＡのディスプレイを差し出した。確かに、食事もお風呂も必要ないのだったら、ずっとぼくの部屋にいても問題ないような気がするけど、それはやっぱり不自然だ。

「だ、だめだよ、アリス。ちゃんと紹介するから。もっと自由にして欲しいんだ」

　ぼくたちを、家族のように思って欲しい。そうすれば、少しは寂さびしさもまぎれることだろう。ぼくの勝手な押しつけかもしれないけど。

〈ありがとうございます。たくさんお世話になってしまって〉

　恥じらうように、アリスは身を縮めた。

　問題の時間が迫ってくると、ぼくは不安と緊張で気分が悪くなってきた。

　これから、家族にアリスを紹介しなくてはいけない。あきらはいいとして、佐さ藤とうさんを泊めることも承諾をもらわなくてはいけない。

　まず最初の難関は、お母さんだ。

「あらあら、めずらしいわねー。お友達？　女の子ばかりじゃない」

　仕事から帰ってきたお母さんは、嬉うれしそうにそういった。初めましての佐藤さんは、緊張気味に頭を下げる。アリスも、その後ろでぺこりとお辞儀した。

「おばさーん、ちょっとお願いがあるんですけど！」

　説明は、あきらに任せてあった。お母さんと視線を合わせないようにしているから、嘘うそでごまかすつもりらしい。

「どうしたの、あきらちゃん？」

「紹介します。アリスちゃんです！」

　そういって、アリスを前に出した。

　お母さんを説得するためにあきらが即そつ興きようで考え出した設定は、こうだった。

　サブの妹。

　どう考えても無理がある。サブとアリスは似ていない。似ていないどころか、なんの共通点もない。だいいち、サブはロボットなのだ。あまりに無理がありすぎて、ぼくは絶句してしまった。だけどお母さんは、蝋ろう人形のようなつるりとした肌で無表情なアリスを、アンドロイドかなにかと勘違いしたらしく、あっさり納得してしまった。

「じゃあ、サブと一緒にまことを護ってくれるのね？　この子にどんな才能があるかわからないけど、嬉うれしいわあ。よろしくね、アリスちゃん！」

　案ずるよりも産むが易やすしとあきらはいっていたが、ここまでうちの親の頭が柔らかいとは思わなかった。

　お母さんの次は、珍しく定時で帰ってきたお姉ちゃん。コンビニの袋には、缶ビールが数本入っていた。

「えーっ!?　本当にサブの妹なの？　似なくてよかったわねー！」

　サブが、がくっと膝ひざを折って倒れそうになった。ショックを受けるようなことでもないと思うのだけど、サブはちょっと落ち込んでいた。

　お姉ちゃんの次は、お父さん。さすがにこのときは、アリスも身体からだをこわばらせた。

「ほおー！　さすがは宇宙人だな、ここまで人間に似せたロボットを作れるのか。どれ、中身を見せてくれないか？」

　そういって、電気技師のお父さんは、鞄かばんから工具セットを取り出したが、ぼくが全力で止めに入った。

「だめだよお父さん！　宇宙の技術は、地球人には見せられないみたいだから！」

「おお、サブもそんなこといってたな。ケチだなー、宇宙人ってやつは」

　ケチとかそういう問題じゃない。うちの家族は頭が柔らかいのではなく、ちょっと常識がないだけなんじゃないだろうか。

「なんか、まことの親、って感じよねー」

「ふふふふ。わたしもそう思うわ。いい家族ね。羨うらやましいわ」

　夕飯を食べてぼくの部屋に戻ると、そんなことをいわれた。どういう意味だろうか。素直に喜べない。

　ちなみに佐さ藤とうさんがぼくのうちに泊まる理由は、英語の勉強の特訓を行う、というものだった。確かに英語は苦手だし、最近テストの点数も下降気味だったけど。中間テストまでまだ間があるというのに、常識のないぼくの親は疑いもせず喜んで承諾してくれた。

「佐藤さんって、英語得意なの？」

「九歳まで、親の仕事の関係でアメリカにいたの」

「へえー！　帰国子女ってやつなんだ」

　ぼくも驚いた。よく考えたら、中学が違うせいで佐藤さんのことをよく知らなかった。夏休みになるまで、佐藤さんはちょっと近寄りがたい、遠い存在の女の子だったのだ。

　折りたたみのテーブルを持ってきて、絨じゆう毯たんの上に置いて、教科書を広げる。本当に英語の予習を始めることになるとは思わなかったので、ちょっとびっくりした。

　しばらくすると、お酒臭いお姉ちゃんが乱入してきて、結局夜遅くまでゲームとかお喋しやべりをして過ごすことになった。

　深夜になり、酔いが回ってふらふらになったお姉ちゃんは、自室に戻るといって立ち上がると、ぼくを連れて廊下に出た。ひとりじゃ歩けないくらい酔っているのかな、と思ったら、いきなりぼくの頬ほおを両手で掴つかみ、真顔になって目を合わせた。

「いい、まこと。女の子を泣かしたら、ただじゃおかないからね！」

　人生経験の詰まった凄すさまじい迫力を込めた小声でそういうと、なにごともなかったように、ふらふらと自分の部屋に消えた。

　ぼくは叱しかられたみたいな気分になって、その場に立ちつくした。でも、どっちかというと、泣かされるのはぼくのような気がするのだけど。

　部屋に戻ると、あきらは寝間着に着替えに行った。佐さ藤とうさんは廊下に出て、家に電話をしている。サラダは絨じゆう毯たんの上に丸まり、サブは押し入れに入ってスリープモードに入った。

「ごめんね、アリス。なんだか騒がしくて」

　やっと静かになったので、ぼくはアリスにそういった。

〈いいえ。とても楽しかったです。みなさん、いいひとばかりで羨うらやましいです〉

　アリスの無表情だった顔に、やわらかな笑顔が生まれた。大きな碧あお色の瞳は神秘的で、ぼくはうっとりと見とれてしまう。

　このままなにごともなければいいな、と思った。アリスに寂しい思いをさせたくない。ぼくたちが、アリスの新しい家族になってあげたい。

　でも、いつかアリスの記憶は戻るだろう。

　そのとき、ぼくは笑ってアリスを送り出すことができるだろうか。

「こらそこー！　もう寝るわよ！」

　あきらが飛び込んできて、そう叫んだ。電話を終えた佐藤さんがドアを開けて入ってくると、ぼくはすれ違いに追い出されてしまう。

「え？　な、なんで？」

　ドアがバタンと閉められ、あきらの無慈悲な声がぼくの部屋から聞こえた。

「男子は外！　ここは女子の部屋！」



　こうしてぼくは、居間で寝るはめになってしまった。
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　次の日の朝、アリスとサブとサラダに見送られて、ぼくたちはうちを出た。

　居間の床で寝たせいか、身体からだがだるい。あんまり寝た気もしなかった。太陽が黄色く見えて、とても眩まぶしい。

　それにしても、佐さ藤とうさんとあきらとぼくの三人で通学するなんて、奇妙な感じがする。

　ぼくとあきらの自転車は昨日リデルと遭遇したときに置いてきてしまったので、お姉ちゃんの自転車を借りた。佐藤さんの自転車にあきらが乗り、その後ろに佐藤さんが乗る。

　昨日は無言で寂しく通学していたせいもあり、三人でお喋しやべりしながら通学するのがとても嬉うれしい。

　今日は天気がいい。太陽は眩しかったけど、空気が澄んでいて、冷たい風が気持ちよく吹き抜けて行く。

　学校に到着してすぐ、担任の木き村むら先生に呼び出された。あきらと、佐藤さんと、悟さとるもだ。忘れていたけど、昨日授業をさぼった上に勝手に早退したのだった。

　生徒指導室というところに生まれて初めて入ることになり、ぼくは緊張感と罪悪感で冷や汗が出た。みんなと一緒だから、多少は気が楽だけど。

　生徒指導室は教室の半分くらいの大きさで、机が整然と並べられていた。とても静かだ。

　寝癖頭の木村先生はふらふらした足取りで、正面にあるスチール製の机に座った。

「あーっと、安良城あらき、西にし島じま、金かね本もと、佐藤。簡単には佐藤から聞いてはいるんだが、いかんぞ。学校を勝手にさぼっちゃ。ネットアイドルとはいえ、本業は学生なんだからな」

　机に肘ひじをついて、だるそうな声でそう切り出した。

「ねえ佐藤さん、木村先生にどこまで話したの？」

　あきらが小声で佐藤さんに耳打ちした。

「宇宙人の女の子が学校にきちゃったことと、誰かに狙ねらわれてること。それくらいかな？」

「おいおいおい。なんだ？　もしかして、他にもなんかあんのか？　勘弁してくれよ、やっかいごとは。オレは平和が好きなんだよ。だから苦労して地球にきたっていうのに」

「先生には迷惑かけないわよ。全部こっちで処理するから。ヘタすると地球滅亡しちゃうかも知れないけど」

　恐おそろしいことを、ぺろっと口にするあきら。よく考えたら、それもあながち大げさなことじゃないのだけど。

「な、なんだとー!?　そういや昨日、ガクラン連中から連絡があったな。……よし、わかった。なにも訊きかない。だから、これでおしまい。教室戻れ」

「えーっ!?　い、いいんですか、先生」

　こんな無責任な先生がいていいのだろうか。

「いいよいいよ。面倒臭いのは嫌いなんだよ。でもな、もう勝手に授業抜けたりするんじゃないぞ。それはそれで、他の先生に謝ったりするのが面倒臭いんだからな」

「あ。そうだ、木き村むら先生、ひとつだけ訊きたいことがあるんですけどー」

「ん？　な、なんだ、安良城あらき？」

「木村先生って、宇宙人ですよね？　大宇宙平和推進機関となんかつながりとかあったりするんですか？」

「つながりもなにも、地球に滞在している宇宙人は、みんな大宇宙平和推進機関の管理下に置かれているぞ。不法滞在は重罪なんだからな。それはそれはたいへんな競争率の試験を勝ち抜いて、オレはここにいるんだ。面倒くさい宇宙社会から、気楽なこの地球にな」

　そうだったのか。ぐうたらな生活をするために、もの凄すごい勉強とかしたのかと思うと、やっぱり木村先生は変なひとだなあ、と思う。

「ふーん。わかりましたー、ありがとうございまーす！」

　そういうと、あきらは木村先生の頬ほおにキスをした。

　その途端、だるそうにしていた木村先生が破顔した。顔を赤くし、ただでさえふらふらしていたのに、更にぐにゃぐにゃになった。

「あのひと、あたしのファンなんだって」

　指導室から出ると、舌を出しながらあきらがそういった。

「……で、でも、ああいうのはよくないよ！」

　自分でもよくわからないけど、あきらが木村先生にキスしたのを見て、腹が立っていた。

「えっ!?　なによまこと、それってヤキモチ？」

「そんなわけないじゃない。はしたない、ってことよ。ね、西にし島じまくん？」

　佐藤さんが、さりげなくぼくの腕を取って、そうフォローしてくれた。ぼくは恥ずかしくなって、するりと腕を抜く。

「う、うん。あれ、悟さとる。どうしたの？」

　さっきから、悟がひとことも喋しやべらない。

「く、首が痛ぇ。喋ると、首に、響く……」

　どうやら、昨日のあきらの蹴けりの後遺症らしい。



　チャイムが鳴り、無事に一日の授業が終了した。

　授業中、ずっとアリスのことを考えていた。なにかあったらサブから携帯に連絡があるはずだったから、大丈夫だとは思うけれど、一刻も早くうちに帰りたかった。いつもはのんびりやる帰り支度を、最速で片付ける。

「おしゃー！　部活いくわよっ！」

　あきらが叫びながら飛び込んできた。ぼくは思わず机に頭をぶつけてしまった。

「な、なにいってるんだよあきら！　早く帰らないと」

　額ひたいをさすりながら振り返ると、満面の笑みを浮かべたあきらが胸を張っていた。こういうときのあきらには、なにをいっても無駄だ。

「作戦会議よ！　佐さ藤とうさんもサトチンも、用意はいい？」

「オレはパス。今日は、真面目まじめに部活するぜ。新にい倉くら先輩を放ほうっておけねーからな」

「なんでもいいから行くわよっ！」

　元気よくそういうと、あきらは背を向けて走って教室を出て廊下に消えた。そして口を尖とがらせた顔だけ戻して、顎あごをしゃくる。早くきなさい、という合図だ。

「……仕方ないなあ。とりあえず、部室行こうか」

「そうね。なにか考えがあるのかしら」

　佐藤さんがやってきて、ため息混じりにそういった。

　ぼくには、嫌いやな予感しかしないのだけど。

　中庭の渡り廊下を出ると、爽さわやかな陽ひ射ざしが出迎えてくれた。テンションの高いあきらを先頭に部室棟に入ると、ずんずん進んで一番奥の扉を勢いよく開ける。

　部室に一歩踏み込んで、あきらが驚きよう愕がくの声を出した。

「えっ!?　な、なんであんたがここにいるのよ!?」

　ぼくはあきらを押しのけるように部室に入ると、広い室内を見回した。

　ぼくは唖あ然ぜんとした。

　こちらに背を向けて行儀良く椅い子すに座り、その講義を真面目に受けている蒼あおい髪の女の子を見つけたからだ。小さなジージャンをはおり、黒いミニスカートをはいている。

「あ、アリス!?　ど、どうしてここにいるの！」

　ぼくがそう叫んで近寄ると、アリスはやっとぼくに気づいたようで、無表情な顔をこちらに向け、目をぱちくりとさせた。

　どうしてアリスが今ここにいるのだろう。ぼくの部屋で、おとなしくしているはずだったのに。目を何度もこすって、人違いじゃないことを確認する。

「おおっと、まことたん。今は講義中だよ～。一緒に講義を受けるのなら、そこに座っておくれ～！」

　サインペンと分厚い本を手にした筧かけい部長が、ぼくとアリスの間に割って入ってきた。その向こうにはホワイトボードがあり、みっしりと文字とか矢印とか図形が書かれていた。

「え？　こ、講義、ですか？」

「そうだよ、まことたん！　いいかい？　スカイフィッシュとは、棒のようなものにヒレが三対ついないし四対ついた未確認生物で、肉眼では見ることができない、とても珍しい生物なんだ。何な故ぜかというと、時速三〇〇キロの速度で飛行するからなんだよ～！　だから、ビデオ映像をコマ送りにした時にしか見つけられないのだ。一説によると、質量は限り無くゼロに近く、運動エネルギーを食べるのでは、ともいわれているんだ～！」

「い、いや。あの……」

　筧かけい部長はぼくが困惑しているのを気にもしないで、ホワイトボードに向き直って講義を再開した。

「ちょっとアリス！　どういうことよ！」

　呆あきれ顔のあきらがやってきて、真面目まじめに講義を拝聴していたアリスを椅い子すごとぐるりと回して、自分の方へ向けた。

〈ごめんなさい。昨日からここにある貴重な書物のことが気になってまして〉

　アリスは、白いＰＤＡをぼくたちだけに見えるように差し出した。

「ていうか、どうやってここに入ったの？　鍵かぎかかってたでしょ？」

〈空間転移装置を使いました。この場所の座標をインプットしてあったので、空間構成物質の条件さえ揃そろえば、瞬間移動することができます〉

「な、なんだってー!?　そんな便利な道具があるの？　ＳＦじゃん！」

　あきらがオーバーリアクションで驚くと、アリスはジージャンのポケットから薄い腕時計みたいなものを取り出して見せてくれた。

　丸い装置には、たくさんの数値が細かい字で書かれていて、小さなボタンみたいなものと、細くて短いアンテナみたいなものが飛び出していた。バンドの部分には、薄いケーブルが幾筋も伸びている。

「なにを話しているのかな？　便利な道具？　それはなんのことかな～？」

　筧部長が、興味ありげに話に割り込んできた。そういえば、筧部長はアリスの存在になんの疑問も抱いてないのだろうか。

「なんでもありませーん！　ていうか、ちょっとアリスをお願いします」

　あきらはそういうと、アリスの椅子を回して元通りにして、筧部長に敬礼した。

　そんな突飛な行動に困惑していたら、あきらはぼくたちの背中を押し、部室の隅っこまで連れて行こうとする。

「な、なんだよあきら。アリスはいいの？」

「いいのいいの。今回の作戦は、あたしたちだけでやるから。椅子持ってきてー」

　嫌いやな予感が的中しそうだ。

　残念ながら、外れたことなどないのだけど。

　部室の南側に並んだ本棚の前に、持ってきたパイプ椅子を配置してそれぞれ腰掛けた。あきらは本棚の前に積まれた段ボールの箱を重ねたものを机代わりにして、鞄かばんから取り出したノートを広げる。

　そこには、決して上手とはいえない大きな字で、『捜査の基本は足だ大作戦』と書かれていた。

　ぼくたちは、呆ぼう然ぜんとしながらあきらを見た。

　彼女は、腰に手を当て胸を張って、自慢げな顔をしていた。

「……安良城あらき。なんだこのなんの捻ひねりもない、そのまんまの作戦名は。っつーか、捜査ってなにを捜査するつもりだよ？」

　悟さとるが、当然の疑問を口にした。

　あきらは無言のまま指で合図して、ぼくたちの顔を集めた。そして小声で説明を始めた。

　それは、リデルが潜伏している場所を手分けして探し出そう、という作戦であった。

　あまりにも危険な行為なので、反対意見続出だったのだが、あきらは屈しなかった。敵が襲ってくるのをただ待つのは危険だから、こちらから仕掛けるべきだ。そのためには、敵の情報を調べられるだけ調べておきたい。そう主張した。

　攻撃こそ最大の防御。あきらは、いずれこちらからリデルを襲うつもりなのだ。

「でも、ぼくとあきらは顔がばれちゃってるじゃない？　悟と佐さ藤とうさんだけじゃ絶対に無理だよ。悟だけならいいけど」

「……よくねーって」

「バカねー、あんたたち。あたしがそこを考えていないわけがないじゃない！」

　あきらが自信満々にそういった直後、部室のドアがノックされた。

「あのー。安良城あらきさんいます？」

「はーい！　ちょうどよかったわ！」

　あきらが飛び出して出迎えに行くと、紙袋を抱えた女子がふたり立っていた。

「これでいい？　だいじに使ってよ」

「ありがとー！　助かるわ！　持つべきものは友達ね」

　そんな調子のいいことを喋しやべりながら、あきらは紙袋をふたつ受け取った。中になにが入っているのかはわからないけど、またしても嫌いやな予感がする。ふたりの女子は、ぼくの顔を見て、照れるような笑みを浮かべている。

　手を振ってふたりと別れると、ドアを締めてあきらは戻ってきた。段ボールの机の上に、紙袋を無造作に置く。

　そこからなにが出てきたかと思えば、黒いズボンが一着と吊つりバンドと白いシャツ、ハンチング帽と革靴。あとは、伊だ達て眼鏡めがねがふたつと、長い髪のカツラがひとつ。

「……え。これってまさか」

「そう、変装よ！　演劇部の友達に無理いって貸してもらったの。去年の文化祭で使ったやつなんだって」

「でも、これって男物でしょ？　あきらはどうするの？」

　返答する代わりに、あきらは親指で自分を指したけど、ぼくにはなんのことだかさっぱりわからなかった。

　いや、わかりたくなかった。
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　九月も下旬に入ろうというのに、今日の太陽は自己主張が強く、湿気を含んだぬるい風も味方して、不快指数を上昇させる。

　ぼくとあきらと悟さとるの三人は、ぼくのうちへ向かって住宅街を徒歩で移動中だった。

　部室で筧かけい部長の講義を熱心に受けているアリスを放ほうっておくのは危険なので、一応佐さ藤とうさんが残った。なにかあったら、携帯に連絡が入る手はずだ。

　ぼくたちの目的は、リデルのアジトを探し出すこと。

　リデルとは二度遭遇したが、その場所は同じところだった。だから、今日も恐おそらくその場所の近辺にいるだろう。張り込んで様子をうかがい、アジトまで追跡する、という危険きわまりない作戦だ。

　だがぼくはもはや、そんなことなどどうでもよくなってきた。

　早く部室に戻りたい。一刻も早くうちに帰りたい。外に出たくない。誰にも見られたくない。そんなことばかり考えていた。顔が燃えるように熱い。通行人とすれ違うたびに、逃げ出したくなる。

「つーか、トランクスはねーだろ。興ざめだぜ」

　悟が、ぼくのスカートをめくってそういった。

「な、なにするんだよ！　悟の変態！」

「どっちかっつーと、お前の方が変態だろ」

　ケケケケケと笑われて、ぼくはうつむく。確かにその通りだし、ぼくもそう思う。

　じっと、あきらを睨にらむ。あきらは涼しい顔をして、ずんずん歩いている。

　腕まくりした白い開かい襟きんシャツに吊つりバンドを下げて、足首が見える裾すその短い黒いズボンをはいている。長い髪の毛をまとめて目深にかぶったハンチング帽の中に入れ、華きや奢しやな伊だ達て眼鏡めがねをつけている一見して男の子に見えるけど、胸の盛り上がりは吊りバンドくらいじゃ押さえ込むことはできない。

　見事な変装で、あきらだとすぐにはわからないだろう。ほんの少し逢あっただけだから、リデルに見破られることはないと思う。

　ぼくも、リデルに見つからないように変装をしていた。髪の長いカツラを目にしたときになんとなく予想はついたのだが、こんな絶望的な衣装までは思いつかなかった。

「でもショックだわー。まさかウェストサイズ、あたしとあんまり変わらないだなんて」

　そういって、あきらが振り返った。その意地悪そうな笑顔には、耳かき一杯程度の衝撃も感じられない。

　ぼくは長い髪のカツラをつけて、三つ編みに縛って肩から下げていた。サイズが合わなくてすぐに鼻から落ちそうになる黒縁の眼鏡を着け、リップで口を光らせている。

　そして、白いブラウスと赤いネクタイ。紺と赤のチェック柄の短いスカート。

　学校の制服。

　それは、あきらが着ていたものだった。

　ブラウスから、うっすらとあきらの香りがする。

「うう、これじゃあ本当に変態だよ。……酷ひどいよ、あきら」

「なによー。変な臭においでもする？」

　そういってあきらが抱きついてきて、鼻をくんくんいわせた。ぼくは身の危険を感じて、身体からだをよじって脱出した。

　パシャっと、フラッシュが瞬いた。

「いただき。他にも何枚か撮っておいた方がいいんだっけ？」

「ていうか、まことだけでいいわよ」

　悟さとるの手に、なぜかデジカメが握られていた。

「な、なにそれ？　ど、どうするつもり？」

「まことのホームページの素材よ。せっかくだし。あと、演劇部の友達にね。あんたのファンなのよ、あのコたち」

　悪びれた顔で舌を出すあきら。ぼくは、人間不信に陥りそうだった。

　そうこうしているうちに、問題の場所に近づいてきた。あきらは部室のパソコンでプリントアウトしたこの近辺の地図を取り出すと、道を確認する。三人でばらけて探そうとあきらはいったけど、リデルに見つかったら危険すぎるので、やめてもらった。

　ぼくとサブが、最初にリデルに出会った場所へ向かう。

　昨日はその手前で出会ったので、左右の道を確認しながら慎重に進む。一方通行の道ばかりで、車の通りは少なく、人通りも多くない。閑かん静せいな住宅が並び、ブロック塀で囲まれた狭い駐車場や、年季の入った古いアパートや、寂さびれた商店がある。



    

  
    
      



    

  
    
      　サブがオーナー守護モードを発動させた跡はまだ工事中で、路上警備員の指示で他の道を進む。かなり先の方まで行っても見つからないので、引き返してもう一度同じ場所を探し歩く。ぼくは曲がり角や十字路が近づくたびに、あの背の高い黒いスーツが現れやしないかと、心臓が縮み上がる思いだった。

　しかし、リデルの姿は見あたらなかった。少し広めの通りに出ても、怪しい人物の気配はない。

「あれー、いないじゃん。なんか拍子抜け」

　緊張感が薄れると、ガードレールに腰掛けて、残念そうにあきらがそういった。

「作戦失敗だな。よし、とっとと部室に戻ろうぜ。アリスたんが待っている！」

「まだ諦あきらめるのは早いわ！　おとり作戦よ！」

　そういうと、あきらはハンチング帽を取り、中につめこんでいた艶つやのある長い髪を勢いよく中空に舞わせた。伊だ達て眼鏡めがねも外して、胸のポケットに収める。

　ぼくの好きなシャンプーの香りが、風に乗ってふわりと届いた。

「あ、あきら、危険だよ！　どこから見てるかわからないんだから！」

「だって仕方ないじゃない。あたしがひとりで歩くから、ちょっと離れてついてきて」

　そういうと、ハンチング帽を指で回しながら歩き始める。リデルの恐怖を味わっているはずなのに、どうしてこんなに大胆になれるのだろうか。

　どうせ今日はリデルは留守なのだと、自分を納得させる。そうとでも思わないと、恐こわくてついていけない。

　あきらがずんずん進むのを、壁に寄り添いながら追跡する。車が二台通るのがやっとの道路の左右には、広い庭を持つ住宅やマンションが並ぶ。

　このまま何ごともなければあきらも諦めるだろう、早く学校に戻ってこの制服を脱いでしまいたい。そんなことを考えていたら、後ろから黒いバンが猛スピードで走ってきて、あきらのそばで急ブレーキで停車した。

　突然のことに、ぼくは硬直した。

　あれは、昨日リデルに襲いかかった学生服軍団の車じゃないか。いや、もしかしたらリデル本人かも知れない。

　あきらが危険だ！

　急停車した黒いバンから姿を現したのは、リデルと同じ黒いスーツを着た一団だった。

　声が出ない。ぼくは、何も考えずに走り出した。転びそうなくらい足が震えたけど、歯を食いしばって堪えた。悟さとるも、すぐに走り出した。

　バンから出てきた黒いスーツの男たちは、素早くあきらを囲む。とっさに空手の構えを取るあきらの姿が、男たちの中に消える。

「サ、サインください！」

　ぼくは、その場で転んだ。

　悟も、ぼくのすぐ横で転んだ。

「こ、こんなところで出会えるなんて、か、か、感激です！」

「嬉うれしいでっす！　いつもホームページ見てまっす！　もちろんバトルロイヤルもっす！」

「最近負けが続いていますが、頑張ってくださーい！　応援してまーす！」

　図太い声がなにをいっているのか、そこでなにが起きているのか、まったく理解できなかった。ただ、危機的状況じゃない、ということは理解できた。

　ぼくは放心しながら、腕についた砂利を払いつつゆっくりと立ち上がった。肘ひじと膝ひざに、少し血が滲にじんでいる。

「ああっ！　ま、まことたん！」

「本当だ！　まことたんだ！」

「学校の制服ですか!?　か、可愛かわいい！」

　黒いスーツの男たちが、ぼくを見て興奮している。ぼくはあわてて頭と顔に手を当てて確認する。

　カツラと伊だ達て眼鏡めがねが、ない。

　転んだときに落としてしまったのだろうか。あたりを見回すと、悟さとるがそれを拾っていた。

　黒いスーツの一団がふたつに割れ、あっという間にぼくも囲まれた。悟は、邪魔者扱いされて突き飛ばされてしまった。

「この仕事やっててよかった！　あきらさんとまことたんに出で逢あえるだなんて！」

「ああ、感激だ！　いやあ、美少女がいるなと気にはなっていたんですが、まさか今話題のネットアイドルだったとは！」

　よくわからないけど、なぜかぼくは次々に渡されるサイン色紙に『まこと』と書いている。横に名前を書いてくれというリクエストがあって、『ゴンさんへ』とか書いたり。脂ぎった大きな手と握手をしたり。

　頭が混乱している。ぼくはここになにしにきていたんだっけ？

　自動サイン機になって黙々と作業をしていると、あきらがやってきた。

「ところであなたたち、何者なんですかー？」

　その言葉に、興奮した黒スーツの男たちの動きがピタリと止まった。顔を見合わせて、冷や汗を流し、ぼくたちにはわからない言葉でひそひそ話している。

　ここでやっと、ぼくは我に返った。このひとたちは悪いひとではなさそうだけど、どこからどう見ても怪しい。お揃そろいのぴしっと決めた黒いスーツも、これだけ揃うとかなり不気味だ。

「いや、あの……。実は、それをいうのは止められていまして」

　申し訳なさそうに、髭ひげをはやした黒スーツの男が、金髪の頭をかきながらそういった。他の黒スーツたちは、彼のうしろで困ったような顔をしている。

「サインしてあげたのに？　ちょっとくらい教えてくれてもいいじゃない。どうせ宇宙人なんでしょ、あなたたち」

「え!?　え、ええ。実は、そうなんですが……」

「リデルを追っているんでしょ？　違う？」

　あきらは語気を強めて核心的なことをズバリというと、にやりと笑みを浮かべた。

「学生服軍団とはお知り合い？　お仲間じゃなさそうね。どういう関係？」

　完全に上に立った気分のあきらは、腕を組んで威圧的な態度でそう続けた。

　だが、相手の反応は予期したものとは違っていた。

　空気が変わった。威圧的な沈黙。髭ひげをはやした黒スーツの目が光る。

　その急激な変化に、あきらも思わず身構える。

　リデルという名前は、禁句だったのだろうか。地球人が知ってはいけないことだったのだろうか。いきなり本性を見せて襲いかかってきたらどうしよう、とか後ろ向きなことを考えていたら、唸うなりを上げるエンジン音と、布を切り裂くような急ブレーキ音が続いた。

　驚いて道路の方を見ると、停車していた黒いバンの向こうに、同じ車種の黒いバンが一台と、違う車種の黒いバンが二台止まった。合計四台の黒いバンに、道路は完全に閉鎖されてしまっている。

　バタン、と大きな音を発たてて、それぞれのドアが開いた。

　まず中から出てきたのは、黒スーツの男たちだった。統制の取れた動きでドアの左右に並ぶと、リーダーらしき真っ白いスーツを着た長髪の男が降りてきた。眼光が鋭く、前髪をオールバックにしたその鋭角的な顔は、カミソリのような恐さを感じさせる。

　別のバンから出てきたのは、胸板の厚い屈強な学生服軍団だった。こちらも最後に、リーダーらしき真っ白な詰め襟えり学生服を着た男が出てきた。短く刈った黒い髪を天に向けて逆立たせ、のりのように太い眉まゆと分厚い唇くちびるを載せた鷲わし鼻ばなの顔は、暴力的な恐さを感じさせる。大きな鉄下駄を、ガランガラン鳴らしている。

　気づくと、ぼくたちは十数人の男たちに囲まれていた。

　ぼくは、恐さを通り越して放心していた。この十五年の人生の中で、これだけたくさんの大人の男に囲まれたことなどなかったはずだ。汗の臭いとコロンの臭いで、気分が悪くなってきた。

　なにがどうしてこんなことになってしまったのか、まったく理解できない。ぼくたちが探していたのは、きつい香水をつけた美しい女性だったんじゃないだろうか。こんな男くさい集団ではなかったはずだ。

　さすがのあきらも、この異様な状況に恐ろしさを感じたのか、身を縮めてぼくに寄り添い、手をぎゅっと握った。

　痩やせた白いスーツの男と、巨漢の白い学生服の男が、ぼくたちの前に出てきた。

　白いスーツの男が、片手を上げて素早く横に払った。それだけで、横に並んだ黒スーツの男たちが吹き飛んだ。あきらとぼくにサインをねだったひとたちだけだ。

「――失礼した。私の教育不足だった」

「ふんっ！　ネットアイドルに接触するとは、言語道断。即刻退去して貰もらう！」

　カミソリのような目と、暴力的な目が、対たい峙じした。至近距離で、火花を散らす。

「いや、この件は、私たちの管かん轄かつだ。手を出さないでいただきたい」

「黙れ、企業の犬どもが。おぬしらには、なんの権利もないわ！」

　額ひたいに血管を浮かべ、睨にらみ合う。鋭い鼻と鷲わし鼻ばなが、今にも触れてしまいそうな距離だ。

「ちょっとあんたたち!!」

　白い衣装を着たふたりの一触即発を止めたのは、あきらの凛りんとした張りのある声だった。

「意味わかんないから！　なんなのよ、いったい。自己紹介しなさい！　オッサンがこんなに密集しちゃって、暑苦しいのよ！」

　頬に汗を流しながら、あきらがそう叫んだ。

　ちょっと暴言すぎやしないだろうか。男たちの視線が、すべてあきらに向けられた。ぼくはこれから起こるであろうことを想像すると、気が遠くなりそうだった。

　――今日は、予期せぬことばかり起こる。

　ぼくは、再び放心した。

　カミソリのような目と、暴力的な目が、とろんと垂れたのだ。

「これは申し訳ない、あきらちゃん！　ご無礼、お許しください」

「申し訳ござらん！　ちーと、血の気が多くてのう。いやしかし、やはり実物はネットで見るよりも可愛かわいいですのう、あきらたん！」

　うやうやしく頭を下げる、白い衣装を着たふたり。

　さっきから、なんなのだろうか、このひとたちは。心臓によくない。

　胸のポケットから名刺を取り出すと、それぞれ礼儀正しいポーズで腰を曲げ、あきらに差し出す。あきらはぼくを見てため息をつくと、ふたりから名刺を受け取った。

「えーっと、こっちがストームブリング社、社内情報治安維持部主任のレイスさん。こっちが大宇宙平和推進機関、特別保護区域機動警備隊、第九部隊隊長のゴーラさん」

　あきらは名刺を読み上げると、はっとしてぼくに振り向いた。

　ぼくはまだ頭がぼんやりして、あきらが驚く意味がよくわからなかった。なんとなく、聞いたことのある言葉だな、と思っただけだった。

　気持ちを落ち着かせようと思うのだけど、心臓が波打っていてうまくいかない。それに、恐い顔のふたりが、目を血走らせてぼくを舐なめるように見ているのが気色悪い。

「……それにしても、あっさり正体を明かしてくれたわね。で、ストームブリング社と大宇宙平和推進機関が、あたしたちにどんな用事なの？」

　あきらはぼくの頭をぽんと軽く叩たたいてから向き直り、そういった。

「申し訳ない。私の部下が、勝手な暴走をしてしまって――」

「この企業の犬どもが、法を破って大切なネットアイドルに手を出そうとしたのを、わしらは止めにきたまでです。まったく、こういう大宇宙の平和を考えぬ輩やからが多くて困るわい」

「……なんだと？　脳筋が。キサマらが不ふ甲が斐いないからこそ、私たちがわざわざやってきたのだ。感謝してもらいたいくらいだ！」

「はっ！　馬鹿も休み休みいわんかい。わしらこそ、おぬしらの尻ぬぐいをしているのじゃ！　面倒ごとを起こしよって！」

　白い衣装を着たふたりは、再び歯をむき出して睨にらみ合う。

「なんか、別々に話訊きいた方がいいみたい」

　あきらが苦笑しながら、ぼくにささやいた。確かに、このままではらちがあかない。

　四台の黒いバンの向こうで、苛いら立だたしげなクラクションが鳴った。思いっ切り道路を塞ふさいでいるのだから、通り過ぎようとする車の邪魔だ。だけど、黒いスーツと黒い学生服の軍団に一斉に睨まれると、車は凄すごい勢いでバックしていった。

「……近所迷惑ね。ここは退散してもらおうか」

　あきらがそういい、ぼくが苦笑いで頷うなずいたそのとき。

　背後で声がした。

「了解した。絹ごし豆腐だな？　ぐしゅっ」

　その声に、全員の動きが止まった。

　そこは、手入れされていない植木がうっそうと茂る、広い庭を持った住宅だった。

　年季の入った木造の二階建ての建物で、さびの目立つ狭い門の奥には、ツタのからまった大きな玄関があり、その扉が開いていた。

「なに？　やはり木綿豆腐が、いいのか？　了解だ。長ネギも、決して忘れない」

　家の中にいる人物にそういうと、長身の女性は頭を下げて玄関をくぐった。

　扉が自然に閉まると、ポケットティッシュを取り出し、音を発たてて鼻をかみ、それを握りつぶして黒いスーツのポケットに入れる。人差し指でサングラスを調整しながら顔を上げ、やっとぼくたちに気づいた。

　蝋ろう人形のような白い肌。濃いルージュを塗った薄い唇くちびる。タイトな黒いスーツから伸びる細く長い脚。引き締まった腰と、見事な胸。

　木造建築に、まるで似合わない人物。

　リデル・スナイプス。

　ぼくたちが探していた宇宙海かい賊ぞくが、そこにいた。

　なんという偶然！

　このなんでもない普通の住宅が、リデルの隠れ家だったのだ！　たぶん。

「リデル！　おとなしくしろ！」

　まず最初に動いたのは、黒いスーツ軍団だった。

　数人が信じられない跳躍力で塀を跳び越えると、上空からリデルに襲いかかる。

　一いつ蹴しゆう。

　美しい足が弧こを描くと、屈強な男たちが空に飛んでいった。

「……少年。わざわざ、私に逢あいにきて、くれたのか？」

　なにごともなかったかのように、無表情のまま、サングラスの奥からぼくを睨んだ。ぼくの心臓は、もうパンク寸前だ。なにもいい返せないし、身動きも取れない。

「少女も、一緒か。レンタルサーバーは、連れていないようだな」

「リデル。……探したぞ！」

　白いスーツの男が、ぼくを優しく押しのけると、さびの目立つ門を開けてリデルの前に立った。声は静かだが、壮絶な怒気が含まれている。

「ほう。なんであんたが、地球にいる？　追ってきた、のか？」

　さほど驚きもせずに、リデルはそういった。

「我が社に起きた面倒は、我が社でケリをつける。それがストームブリング社の掟おきてだ」

「今更なにをいってんじゃい！　こいつはわしらの獲物じゃ！　地球への不法侵入、公共物破壊、どれも重罪じゃ！　逮捕じゃ！」

　見上げると、白い学生服の巨漢が、軽々と塀の上に立っていた。

　ふたりにきつく睨にらまれたリデルは、蝋ろう人形のような顔になんの表情も表さなかった。買い物かごを腕に下げて、自然な姿勢で立っている。

「仰々しいな。こんなに、派手に立ち回って、いいのか？」

「ふふんっ！　おのれがリデルか。拍子抜けだわい。安心せい、この近辺の法務機関には上から圧力をかけておる。殺さつ戮りくのエキスパートだと聞いたから、それ相応の人員を用意したんじゃ！　逃げ場はないぞ！」

　塀の上の白い学生服の巨漢が、鼻で笑いながら、見下したように大声でそういった。挑発しているのだろうか。

「……なにか、勘違いしていないか？」

　リデルは、静かなハスキー声でそう返す。

「私の名は、リデル。リデル・スナイプス。法や規則などは、関係ない。私は、私だ。私の仕事は、誰にも、邪魔はさせない」

「じゃかましい！　おぬしのような者がおるから、この大宇宙はなかなか変われんのじゃい！　大うつけ者がっ！」

　塀の上から、履いていた鉄下駄を蹴けり投げた。巨大な弾丸のようなそれは、轟ごう音おんを発たててリデルの顔面に命中し、霧のように砕くだけ散った。

　額ひたいに、ひと筋の血。

　リデルのサングラスが、ぽろりと落ちた。

　神秘的な鳶とび色いろの瞳。そこから発せられる、熾し烈れつな殺気。

　一歩。足を踏み出した。

　彼女の背中に、不気味なものが浮かび始めた。半透明の、赤く発光するもの。

　闘気というか、オーラというか、その不気味な赤いものは、まるで二枚の翼のように彼女の背中から伸びる。

　リデル・ザ・オーバーキル。

　凶悪な宇宙海賊が、本気になって怒りをあらわにした。

　この地球ごと破壊されてしまうかも知れない。ぼくは、本気でそう思った。

「リデル！　ここは地球だぞ！　やめろ！」

「ぐわっはっはっは！　怒ったか、この海かい賊ぞくくずれのオカマ野郎！」

　リデルの鼻水が、蒸発した。

　赤いオーラに包まれて、悪夢のように空間が歪ゆがむ。胸の小さな宝石を埋うめ込んだペンダントが、悲鳴を上げている。

　この前とは違い、完全に戦闘態勢に入っていた。確かリデルの正体は、強烈にぶさいくで壮絶に不潔な犬だったはずだ。この美しい姿からは想像もできないが、怒りのあまり本当の姿に変身してしまうのかも知れない。

「お、おいまこと！　な、なんだよこれ!?」

　ぼくのスカートのすそが、軽く引っ張られた。今まで存在自体を忘れていたが、悟さとるはぼくのカツラと伊だ達て眼鏡めがねを手に持ったまま、塀に張りついていた。

「え、ええと。ぼくにもなにがなんだか……」

「ヤバそうね。任務は達成したことだし、ここはいったん退散した方がよさそうだわ」

　あきらの決断は早かった。

　素早い動きでぼくの手を握ると、強引に黒い壁を破って全力疾走で走り出した。悟もつられて、追ってくる。

　ぼくたちとすれ違いに、黒スーツ軍団と学生服軍団が狭い門にどっと押し寄せるのを、視界の隅で捕らえた。あれだけの人数がいれば、リデルはぼくたちを追ってはこれないだろう。

　何軒か先の曲がり角まで届かないうちに、ズドンという地響きがして地面が揺れた。続いて、悲鳴と怒号。なにかが破壊される音と、聞いたことがないような恐ろしい炸さく裂れつ音。

　背後でどんな凄すさまじいことが起こっているのか容易に想像できたので、振り返らない。地球は大丈夫だろうか。白スーツの男と白い学生服の男は強そうだったけど、たった今上空の彼方を飛んでいったのは、あのふたりのような気がする。偉そうに出てきたというのに、まったくあっけない。なんのために出てきたのだろうか。

　あきらに手を引かれて走るけど、身体からだがいうことをきいてくれなかった。吐はきそうなほど気分は悪いし、力が入らない。

　何度も角を曲がっているうちに、ぼくの脚がもつれ、すぐうしろを走っていた悟にぶつかってしまい、一緒に倒れた。

「うわあっ！　ご、ごめん、悟」

「お、おいまこと。オレはそんな趣味ねーって。……た、たぶん、な」

　生暖かい息をお尻に感じると思ったら、倒れた悟の顔面の上に尻しり餅もちをついていた。

「え、ええーっ!?　悟の変態！」

　背筋がぞっとして、鳥肌が立った。慌あわてて起きあがったけど、気持ち悪い感触はなかなか消えなかった。

「……やっぱあたし、サトチン嫌い」

　冷酷な顔をしたあきらの革靴が、アスファルトに寝そべった悟のみぞおちに炸裂した。

　カツラと伊だ達て眼鏡めがねを回収し、悟さとるを置き去りにしたまま、学校に戻ることにした。
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　あんなことがあったばかりなのに、あきらはずいぶん楽しげだった。一応リデルの潜伏場所を発見するという目的は達成できたからだろうけど、これからどうするつもりなのかは、あえて訊きかなかった。

　突とつ如じよ現れた黒スーツの軍団と、学生服軍団。ストームブリング社と、大宇宙平和推進機関。謎なぞはかえって増えたような気がするけど、あきらはちっとも気にしていなさそうだ。

　学校に到着すると、ぼくは逃げ込むように部室棟のトイレに入って自分の制服に着替え、やっと落ち着くことができた。そこにたどり着くまでに女装したまま数人の生徒とすれ違ったけど、誰もぼくが男だと気づかなかったみたいだ。よかったのだけど、それはそれでちょっと落ち込む。

　そろそろ見回りの先生がくる時間帯で、窓から見える中庭は、夕ゆう陽ひに紅く染められていた。部室棟の廊下には、運動部の部員たちが汗を拭ふきながら戻ってきている。

　あきらも、ぼくが着ていた制服に着替えた。演劇部に借りた衣装を持って、一番奥にあるサブカルチャー研究部の部室に戻る。

「たっだいまー！」

「あっ！　安良城あらきさん、金かね本もとくんは!?」

　あきらが元気よくドアを開けると、新にい倉くら先輩のせっぱ詰まった声が出迎えてくれた。パソコンデスクの前で、疲れ切った顔をしている。

「え？　道ばたに置いてきちゃったんですけど？」

「本当に!?　困ったな。間に合わないかも知れないわ。拾ってきてくれると嬉うれしいんだけど、もうこんな時間だし……」

　親友のことを物のようにいわれたけど、ぼくはなんとも思わなかった。

　新倉先輩は、頭を抱えながら椅い子すに座ると、放心したようだった。会誌の編集が、進んでいないのだろうか。できるならば手伝ってあげたいけど、ぼくには技術がなかった。

　飽きもせず、筧かけい部長はホワイトボードに図や文字を書きながら講義を続けていた。熱心に拝聴するアリスの前の長机には、たくさんの資料が並べられている。

　椅子に座ってやっとひと息つくと、ドアを開けて佐さ藤とうさんが入ってきた。

「こらー、佐藤さん！　アリスを見てなきゃダメじゃない」

「あら、お帰りなさい。ちょっと外でサラダちゃんに電話してたのよ」

　少し憂ゆう鬱うつそうな表情で、佐藤さんはぼくの隣に座った。

「そういえば、帰ったらサブとサラダをお仕置きしなくちゃね。アリスのボディーガードしてなくちゃいけないのに、家でのんびりしてるなんて」

「そうなのよね。でもサラダちゃんもサブも、アリスがいないことに気づかなかったんですって。なんかおかしいわね」

「え？　だって、まことの部屋にいなきゃ、すぐ気づくじゃない。どうしたんだろ？」

「うん。サラダちゃんも、すごいショックを受けてたわ。ウィルスにでも感染したんじゃないか、って」

「サブの暴走もあるしね。なんか最近、おかしいわよね」

　椅い子すにもたれ、斜めに倒してぎしぎしいわせながら、あきらがそういった。

　そういえば、サブのオーナー守護モードの暴走の原因はまだ解明していなかったのだ。ここ最近、連続して予期せぬアクシデントが起こる。考えなくちゃいけないこととか、やらなくちゃいけないことがたくさんあるような気がするけど、どれもこれも、目の前の事象に追い回されているうちに、つい忘れてしまう。

　次から次へと行動を起こす、あきらのせいでもあるのだけど。

「サブの連敗も、おかしなことよね。ありえないわ」

「それは自業自得でしょ。それで、首尾はどうだったの？」

「ふっふっふっふ。家に帰ったら、作戦会議よ！」

　またしても、なにか行動を起こそうとしているあきらを見て、ぼくと佐さ藤とうさんはため息をついた。

〈まことさん。こっちを向いてください〉

　ぼくの背後から、すっとＰＤＡが差し出された。

　振り向くと、無表情のアリスが立っていた。その向こうでは、疲れ切った筧かけい先輩が長机の上で大の字に伸びていた。講義は終わったようだ。満足げないい笑顔を浮かべているから、かなり納得のいく講義内容だったのだろう。

「ど、どうしたの、アリス？」

　ぼくが椅子ごと振り返ると、アリスはひざまづいてぼくの腕を取った。小さな手で軽く捻ねじると、肘ひじのあたりが擦りむけていて血が滲にじんでいた。

　黒スーツの軍団が、予期せぬことをいったときにズッコケたときの傷だ。それどころじゃなくてずっと忘れていて、着替えるときに思い出したのだけど、あまり痛まないから放っておいたのだった。たいした傷じゃないし。

　アリスは胸のあたりから、小さな箱を取り出した。それは、なにもないところから突然出現したので、ぼくはぎょっとした。

　アリスの着ている服は、ジージャンとシャツと黒いミニスカートだけど、あの白いボディースーツが変形したものだったから、今見えてるものと実際の形は違うのかも知れない。

　音もなく蓋ふたが開くと、白い大きな絆ばん創そう膏こうのようなものを取り出した。アリスは慣れた手つきで、ぼくの肘にそれをぺたりと貼はり付ける。ひんやりした感触がしたと思ったら、溶けるように腕に同化したので、それでまたぼくは驚いた。

〈膝も擦りむいていますね？　すそをまくっていただけませんか？〉

「え。……ど、どうしてわかったの？」

　ちょっと躊ちゆう躇ちよしながら、擦りむいて血が滲む膝を見せた。男らしくない細い脚のせいで、ズボンはなんの苦労もなくまくることができる。

　そこにも、白い大きな絆ばん創そう膏こうを貼はり付ける。肘ひじと同じく、溶けるように同化する。

〈怪け我がは、センサーで確認しました。十分もすれば完治すると思いますが、そのままにしておいても構いません〉

　これはもしや、宇宙技術の治療アイテムなのだろうか。アリスの身体からだには、宇宙技術がたくさん詰まっているような気がした。

　それにしても、こんなことをしてもらったのは、いつ以来だろう。お母さんは昔から昼間は仕事に出ていたから、怪我をしても手当は自分でしていた。かなり前にあきらに手当をしてもらったことを思い出したが、あれは逆に悪化した。

　ぼくは、感動していた。

「あ、ありがとう、アリス」

〈ご厄やつ介かいになるのですから、これくらいは当然です〉

　無表情のまま上目遣いにぼくを見て、ＰＤＡをぼくに見せた。

　アリスは強いな、と思った。

　まだこんなに子どもなのに、見知らぬ土地で誰も知り合いがいないのは、とても心細いことだと思う。しかも、記憶を失っている。そして、追っ手がいるかも知れない。そんな状況は、不安で不安でどうしようもないと思う。寂さびしくても、孤独でも、そんなそぶりを見せず、こうやって落ち着いてぼくの世話をしてくれた。

〈私の顔に、なにかついてますか？〉

「……えっ？　あ、い、いや。な、なんでもないよ！」

　ぼくはドキっとしてしまった。

　蝋ろう人形みたいな端たん麗れいな顔に、薄く笑みを浮かべる。吸い込まれそうな、蠱こ惑わく的な碧あお色の瞳。普段は無表情だから、こうして少し表情が変わっただけでも印象的だ。

　ふと、一昨日の朝のアリスの感触を思い出してしまい、思わず目を逸そらしてしまった。顔が赤くなっていないだろうかと、心配になる。

　その瞬間、ぼくの首に蛇がからみついた。そいつは遠慮というものを知らず、ぐいぐいと力任せに締め上げる。

　もちろん、あきらだ。

「むぐぐぐぐ……。ぐ、ぐるぢいよ、あぎら……」

「なにでれっとしてるのよ！　もしかしてあんた、本当にサトチンがいった通りなの？　リビドー全開なの？　このロリコン！　スケベ！」

「な、なんでだ、よ……。た、助げで、佐さ藤とうざん……」

「やめなさい、安良城あらきさん！　ずるいわよ！」

　ぼやける視界で佐藤さんを見たら、なぜか悔しそうな顔をしていた。

　気を失う寸前になって、やっとあきらは解放してくれた。床に膝ひざをついてむせていたら、アリスが優しく背中をさすってくれた。

「あ、ありがとう、アリス」

　ぼくがそういうと、アリスは穏やかに微笑ほほえんだ。なんだかとても癒いやされる。

「……し、しまった！　やるわね！」

「油断していたわ……」

「え？」

　咳せき込みながらそちらを見ると、あきらが悔しそうな顔をして仰のけ反ぞっていた。佐さ藤とうさんも、恨めしそうな目でぼくを見る。

　彼女たちは、たまにぼくには理解できないリアクションを取ることがある。

「あなたたち。遊んでないで、帰るわよ」

　帰り支度を済ませた新にい倉くら先輩が、肩を落とし暗い顔をしてそういった。そのうしろで、背の高い筧かけい部長が満面の笑みを浮かべていた。実に見事なコントラストだ。

「じゃあアリスく～ん！　次回までに、湖沼のＵＭＡについて調べておくようにな～！」

〈はい。了解です、教授〉

　筧部長は、いつの間にか教授になったらしい。アリスも真面目まじめな生徒らしく、礼儀正しくおじぎをした。

「新倉先輩、会誌間に合わないんですか？」

　あきらがなにげなくそういうと、新倉先輩は深い深いため息をついた。

「期待してたのよね、金かね本もとくんに。任せろ、っていうし……。でも、こんなことになるなら、ひとりでやってればよかったわ」

「あいつは口ばっかりですから。ねー、まこと」

　半分以上あきらのせいじゃないかと思ったのだけど、口には出さなかった。

　部室を出て、ドアに鍵かぎを閉めると、アリスが抱えているものに気づいた。ハードカバーの本で、背表紙に『検証・謎なぞの未確認動物』と書かれていた。

　よく考えたら、アリスにはまだ地球のことをよく知ってもらっていないような気がする。ぼくたちが生活している街のことや、遊び場のこと、流は行やってること、そんな普通のことを、なにも紹介していない。その代わりに、ＵＭＡとかいらない情報ばかり。このままでは、地球のことをかなり誤解してしまうんじゃないだろうか。

　ぼんやりそんなことを考えながら、昇降口で外履きに履き替えていたら、アリスが軽くぼくのシャツを引っ張り、ＰＤＡのディスプレイを見せた。

〈まことさん。私は先に帰りますね。見つかるといけないので〉

「え？」

　昇降口を出て校門に向かうあきらたちと、まだロビーにいるアリスをかわるがわる見ながら困惑していると、アリスはジージャンのポケットから薄い腕時計みたいな装置を取り出し、細い指先で器用に操作した。

　無表情のままぼくに手を振り、その場で消えた。

　ぼくは、顎あごが外れそうなくらい口を開けて、唖あ然ぜんとなった。話には訊きいていたけど、実際に使われると、驚きを通り越して呆あきれてしまった。

　アリスはもう、ぼくの部屋に戻ってしまったのだろうか。宇宙の技術力は、まるで魔法だ。いちいち驚いていたら、きりがない。

「まことー！　なにしてんのよ？」

　あきらの声で我に返ったぼくは、慌あわててあとを追って校門を出た。

　アリスがこのままどこかに消えてしまったら、なんて考えが頭をよぎったけど、そんなことはありえない。だって、部室で本を借りていったのだから。礼儀正しいアリスは、借りたものを借りっ放ぱなしにするはずはない。そう、信じた。

　陽ひが落ちるのが、すいぶん早くなった気がする。

　満月に限りなく近い月が、上空からぼくらを見守っていた。
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「さあ、作戦会議を始めるわよ！」

　ベッドの上で仁王立ちになっていたあきらが、そう叫んだ。

　ぼくも佐さ藤とうさんも、サブもサラダも、ぽかんとしてそれを見ている。アリスは、椅い子すに座って部室で借りてきた本を黙々と読んでいる。

　ぼくと佐藤さんとアリスが夕食を終えて部屋に戻ってきたら、自分の家で食事をしてきたあきらがそこにいた。口元におべんとうをつけて、興奮気味に、大きな猫みたいな瞳を爛らん々らんと輝かせている。艶つやのある長い髪が、クーラーの風にふわりと揺れた。

　ぼくは絨じゆう毯たんの上にぺたんと座り込んで、膝ひざ上でカットしたジーンズと、赤いキャミソール姿のあきらを見上げた。

「あきら。口におべんとうついてるよ」

「え！　な、なによまこと、取ってくれたっていいじゃない」

　不満げに口元についた米粒を取ると、ぱくりと口に入れた。

　今日は、とにかく疲れた。あきらの思いつきに振り回され、女装をし、街を駆けずり回り、黒スーツの軍団と学生服軍団に囲まれ、なぜかサイン会が開かれ、リデルの赤い翼つばさを目まの当たりにした。ぼくは深いため息をつくと、そのままごろんと横になった。

「こらー、まことーっ！　しゃきっとしなさい、しゃきっと！」

「うーん。今日はとにかく疲れたよ……」

「……安良城あらきさん、もう無茶なことをするのはやめにしない？」

　眼鏡めがねをつけていない佐さ藤とうさんは、ぼくの頭の近くに静かに腰を下ろし、きつめの視線であきらを見上げる。スカートの裾すそを取り巻く白いレースが、ぼくの頭をくすぐった。

　佐藤さんには、すべて話してあった。部長たちと別れ、帰り道で得意げに説明するあきらになにもいわなかったけれど、かなり怒っていたように感じられた。

「リデルに接触するのはやっぱり危険よ。おとなしく、大人たちに任せた方がいいわ」

「だって、あのひとたち役に立ちそうにないもん。だったら、あたしたちでなんとかするしかないでしょ？　せっかくリデルの隠れ家を発見したんだし。それに、サブの攻撃と、昨日今日の戦いで、ある程度体力を消耗しているはずだわ！」

「安良城さん！　本気でやめてください！」

　いつもは静かな佐藤さんが、大きな声でそういった。

　佐藤さんのそばで丸くなろうとしていたサラダがごろんと転がり、サブが机に頭をぶつけ、机で本を読んでいたアリスが不思議そうな顔でこちらを見た。

「これ以上、西にし島じまくんを危険な目に遭わせないで！　こないだみたいなことになったら、どうするつもり!?」

　そういわれて、あきらの顔が曇った。こないだみたいなこととは、夏休み最後の日、バトルロイヤルの闘技場でぼくが宇宙人に撃たれて血みどろになったことだろう。あれは、ぼくの自業自得だったのだけど。

「あたしだって、もう嫌いやよ、あんなこと。だからこそ、こっちから攻撃をしかけるべきよ！　待っていたって、状況は改善しないわ！　攻撃こそ、最大の防御！」

　意見は完全に分かれた。足を開いてベッドの上に立つあきらと、背筋を伸ばして絨じゆう毯たんに正座した佐藤さんが、龍と虎のように睨にらみ合う。

　ひと晩一緒に過ごして、あきらと佐藤さんの仲は少しよくなった気がしたが、相変わらず喧けん嘩かになるとお互い引かない。

　同居というのは、なかなか複雑で難しいものだなあと思った。

「ねえ、アリス。まだなにも思い出さないの？」

　佐藤さんは視線を外して、急に話題を変えた。拍子抜けしたあきらは、ベッドの上でがくりと片膝ひざを曲げた。

　アリスはすぐに反応して、ＰＤＡを差し出した。

〈はい。記憶は戻りません。言葉も、まだ〉

「可哀かわいそう……。でも、早く戻らないかしら」

　今日はいろいろあったけど、情報が断片的すぎて、ピースの破片をどうつなげていいのかわからない。大宇宙平和推進機関が敵かも知れないというのも、アリスが嫌悪感を抱いているという理由しかない。

　本当は、なにも恐ろしいことなんてないかも知れない。

　もしそうだったら、とっても気持ちが楽になるのだが。

「このままずっとここにいるわけにもいかないわよね。親だっているでしょうに」

「そうだね。友達とか、兄弟とか。みんな心配してるよ」

「いつまでも、西にし島じまくんの親切に頼ってられないでしょ？　だから、早く記憶を戻さなくちゃ。ゆっくりしてなんかいられないわ。一刻も早く記憶を取り戻して、家に帰らなくちゃ。早くここから出なくちゃ。ね、アリス？」

　佐さ藤とうさんは、責めるようにそうまくしたてた。その剣幕に、アリスはちょっと引いている。

「佐藤さんこそどうなの？　ホームシックにかかったりしないの？」

　意地悪そうな笑みを浮かべて、あきらがそういった。

「別に。猫のことが心配だけど。もともとうちのパパもママも、帰り遅いし」

「かりんとみかんも、ご主人さまがいなくて寂しそうでしゅよ。早くアリスしゃんの記憶が戻ればいいんでしゅけど……」

「ごめんね、サラダちゃん。あなたに昼間の世話を頼んじゃって。あのこたち、家政婦さんになついてないから」

「ぜんぜん大丈夫でしゅよ！　ご主人さまのために働くのも、レンタルサーバーの仕事でしゅから」

「だってさ、サブ。あんたもなんか役に立ちなさいよ」

　あきらはベッドの上をごろんと転がって、足でサブをつっついた。

「わいでっか？　わいだって、夕食のお買い物とかで役にたってまっせー」

「まことのお母さんは、あんたのオーナーじゃないでしょ」

「ありゃ。そういやそうでしたなあ。あっはっはっは」

　重かった空気が、サブの笑い声でやっと和なごんだ。ぼくは、ほっと胸をなで下ろした。

〈ご心配をおかけします。……実は、少しわかったことがあるんです〉

「えっ!?」

　ＰＤＡの表示を見て、みんな緊張した。

　白く綺き麗れいなアリスの顔はいつも通り無表情だったけど、口元をきっと結んでいた。

「えーっと、ここはわいが手っ取り早くご説明しましょか。今日の朝、みなさんが通学に出て、サラダが猫の様子を見に出かけたあと、アリスさんに誘われて外出したんすわ。ひとりじゃ怖いというので、わいがボディーガードとしてついて行ったんすけど」

「ぼくがいない間に、そんな危険なことしてたんでしゅか!?」

　サブの言葉に、丸くなっていたサラダがぴょこんと跳び上がった。

「まあ、逃げるだけなら、なんとかなりますしねえ。で、ですね。アリスさんが倒れていた場所に行ってみたんすわ。なんか手がかりでも落ちてないか、と」

「でも、もう何日も経たつし、なにもなかったんじゃない？」

　あきらがそういうと、サブは肩をすぼめて首を振った。そして大仰そうにゆっくりと立ち上がると、右手を腰に置き、左手の指先を尖とがらせて天井に向け、足を交差させて胸を張った。お得意のポーズだ。

「わいの高性能センサーが発見したんすが、なんと、そこにクォークメモリが落ちてたんすよ！」

「くおーくめもり？　なにそれ？」

　あきらがそういうと、サブはがっくりとうなだれた。

「ええと、まあ、地球でいうところのメモリースティックの高性能版、みたいな。これっす。このピンに、持ち運び用のデータが入れられるんすわ。この星の単位でいうと、めちゃんこたくさんテラバイト、って感じっすわ」

　サブは耳から、端に長方形の小さな箱がついた長さ一〇センチくらいの細いピンを取り出してぼくたちに見せ、再び耳に差し込んだ。

「そのピンに、なにか情報が入っていたの？」

〈はい。私には理解できないのですが……〉

「こいつですわ」

　サブがそういうと、机の上の液晶モニタにリストの一覧が表示された。クォークメモリに入っている情報のリストなのだろうが、文字が日本語でも英語でもなく、細かい傷のようなものだったので、まるで読むことができない。

「もしかして、これはルーン文字でしゅか!?」

「そうっす。４Ｄエディタじゃないと表示が上手くいきまへんけど、モニタが対応しとりまへんので」

「どういうこと？　よくわかんないんだけど。普通の宇宙文字じゃないの？」

　あきらがぼくらを代表してそういった。

「こいつは究極のプログラム言語“〝アルテア”〟といいまして、ストームブリング社のルーン星人っつー稀少種族にしか理解できないんすよ。そのせいで、ルーン文字とも呼ばれとりますわ。わいらのＯＳも思考システムも、この言語で書かれております。といっても、わいらには解読できまへんけど」

　ルーン文字といういいかたに興味を持ち、モニタをよく見た。

　ぼくが知っているルーン文字は、ゲルマン語の表記に用いられた文字体系で、縦の長い線と斜めの短い線とを組み合わせた、個性的な文字のことだ。剣と魔法の物語の中では、よく古代語とか魔法語で使われていたりする。奇妙な一致だ。

　サブを見ていると、プログラムも魔法といえなくもないな、と思ってしまう。

「ストームブリング社っつーのは、宇宙船やらコロニーの制御ＯＳも作っとりまして、大宇宙全体に影響力のある、どでかーい会社っすわ。一応大宇宙平和推進機関の監視下にあるんすが、いろいろと問題があるみたいで、仲は悪いらしいっす。ちなみに、ネトア・ロイヤルのいろいろなシステムも、ストームブリング社が請け負っております」

「決まりね！」

　あきらが、そういい切った。

「リデルは、アリスが持ってたそのクォークメモリを狙ねらっているのよ。きっとストームブリング社が開発した、危険なデータが入っているのね！」

　サブは跳び上がってびっくりすると、慌あわててクォークメモリを抜き、指でつまんでそっと机の上に置いた。まるで汚いものでも触ったかのように、手をぶんぶん振って嫌いやな顔をする。

　あきらのいったことは、たぶん正しい。アリスは大宇宙平和推進機関に嫌悪感を抱いていたから、もしかしたら助けを求めたのに、逆にそのデータのことで命を狙われたのかも知れない。

　だから、きっと宇宙を震しん撼かんさせる強力なデータなのだ。悪意のあるプログラムかも知れない。それを手にしたものが、宇宙を支配できてしまうような。

　考えすぎだろうか。

「そうだとしたら、余計に危険ね。リデルの他にも、アリスを狙っているひとがいるかも知れないわ。もしアリスがここにいることが露見したら、西にし島じまくんの家族も命の危険にさらされてしまう……」

　佐さ藤とうさんのその言葉に、ぼくは身を固くした。家族のことまで考えてなかったことに気づき、ぞっとした。

「のんびりしている暇はないわね」

　あきらはそういうと、ベッドの上に立ち上がり、腰に手を当てて歌舞伎役者のように髪の毛を振り、自信満々の笑顔でこういった。

「明日は決戦よ！」

　ぼくと佐藤さんは、その場でうしろに倒れた。

「どうしてそうなるのよ！　違うでしょ？」

　ぼくよりも早く立ち直った佐藤さんは素早く身体からだを起こし、強い調子でそういった。

「だって、他に手段はないじゃない。誰が味方だかわかんないんだし。確実なのは、リデルは敵、ってことだけ。だからリデルを襲って、コテンパンにやっつけて地球から追い出すしかないわ！」

「それはだめ！　絶対にだめよ！」

　あきらと佐藤さんが、再び睨にらみ合った。

〈平和ですねー〉

　ゆっくりと身体を起こすと、どこかで聞いたようなフレーズが、アリスのＰＤＡに書かれていた。でも、全然平和じゃない。これからどうやってアリスを護っていけばいいのか、見当もつかない。

　アリスは、ぼくをまっすぐ見ていた。

〈みなさん、いいひとばかりですね。こんなに楽しい時間を過ごしたのは、初めてのような気がします。とっても感謝しています。ありがとう〉

「……え？　アリス？」

　ＰＤＡのディスプレイに書かれたその言葉に、ぼくは不安になった。考えすぎかも知れないと思うのだけど、なにか引っかかる。

　アリスの笑顔が、寂さびしげに見えた。

　もしかしたら、アリスとの別れが近づいているのかも知れない。

　絶体絶命の危機は、足音を発たてて近づいてきている。それを回避する手段は、ない。アリスは、そう感じているのかも知れない。

　胸が痛い。せっかく出会えたのに。まだなにもしてあげられてないのに。

「……ねえアリス。土曜日になったら、どこかに遊びに行こう。遊園地とか、美術館とか、水族館とか」

　宇宙人は、どこに連れて行ったら喜ぶのだろうか。森林公園とか、海とか、自然に溢あふれた場所がいいだろうか。お小遣いで行ける範囲は狭いけれど、精一杯もてなしてあげたい。

　アリスはぼくのことを、じっと見る。

　口元は薄く笑っているが、その瞳は真剣なまなざしだ。

　アリスはまばたきをして視線を外すと、ＰＤＡにゆっくりと言葉を打ち込む。

〈ありがとう。楽しみにしていますね〉

　魅力的な笑顔。

　ぼくは、アリスを抱きしめたい衝動に駆かられた。

　アリスの存在が、とても儚はかないように思えたから。

「アリスちゃん、可哀かわいそう！」

「まこと―――っ！」

　突然、佐さ藤とうさんがアリスを抱きしめてぼくから放はなし、あきらが転がりながらぼくを突き飛ばした。うしろにごろんと転がされたぼくは、壁に頭をぶつけてしまった。

「痛いっ！　な、なにするんだよ！」

「油断も隙すきもないわ」

「おっし。嫌いやだけど、相談しよう！」

　頭をさすりながら起きあがると、あきらの手に携帯電話が握りしめられていた。

「どうするの、安良城あらきさん？」

「もう少し情報が欲しいじゃない？　なにか知ってそうなひとにメールしてみるわ！」

「そんなひとがいたの？　だったら、もっと早く訊きけばよかったのに」

「だって、頼るのすっごい嫌なんだもん。プレゼントを贈ってくれるのは嬉うれしいけど、できればお近づきになりたくないし。実際、頼りになるかどうかわからないし」

「え？　あきら、それってもしかして……」

　あきらは手慣れた指使いでメールを打つと、あっという間に送信した。

「うっし。あのひとのことだから、すぐに返事が返ってきそうね」

「ねえ、西にし島じまくん。あのひと、って誰のこと？」

　ぼくがあまり口にしたくない名前を出した直後に、部屋のドアがノックされた。返事をしてドアを開けると、不審そうな顔をしたお母さんが立っていた。

「ど、どうしたの、お母さん？」

「まこと、あきらちゃんにお客さんみたいなんだけど……」

「え！　まさかもうきたの!?　早すぎない!?」

　あきらがぼくを押しのけるようにして部屋から出て行ったので、ぼくとお母さんは顔を見合わせ、あとを追った。

　階段を降りると、玄関を無理矢理閉めたあきらがいた。

「……やっぱ凄すごいわ、このひと。まこと、ちょっとつきあってくんない？」

「え？　い、いいけど」

　あきらのあとに続いて家を出ると、玄関の前にボロくて小さくて丸っこい黄色の車が止まっていた。車のことはよく知らないけれど、かなり古い車種だと思う。

　その隣に、変質者がいた。

　背は低く、太い眉まゆ毛げが繋つながっていて、オールバックは似合っていなくて、ちいさな丸い目はとろりと溶けている。今まで見たことのない、最悪の笑顔。そして、大量の紅い薔ば薇らの花束をたくさん抱えている。

　間違えようがない。このひとは、自称、紅い薔薇のひと。

　あきらの熱狂的なファンであり、大宇宙平和推進機関のネトア・ロイヤルを運営している部署の技術者だ。

「やあ！　マイハニー！　オレを頼りにしてくれるだなんて、ハイパーにハッピーな気分を全身全霊で表現したい雰囲気でアップアップさ！　それにしても、その制服姿はなんてビューティフルでキューティーなんだ。思わずリビドー全開だぜ！　イエイ！」

　紅い薔薇のひとは、鼻が詰まったような妙な早口で嬉しそうにそういった。実際、跳び上がってくるりとターンした。ぼくとあきらが呆ぼう然ぜんと見ていると、何度も何度もターンする。止めるまで、永遠にターンしていそうな勢いだ。

　見た目と変わらない、実に変態的な動きだ。

「……あ、あきら。正気？」

　ぼくは小声で、あきらに訊きいた。

「うーん。後悔してる。このひとならなんか知ってるかなー、って思っちゃったのよね。今じゃ反省してる」

「と、とりあえずここはまずいよ。近所のひとに、通報されちゃうかも」

　うちの前を通る通行人が、訝いぶかし気な顔をして通り過ぎた。警察に通報されるのは、時間の問題だ。

「そ、そうね。ねえ、紅い薔ば薇らのひとさん。ちょっと移動しない？　この先の大通りにファミレスがあるから、そこでお話ししたいの」

「もちろんＯＫさベイベー！　このオレのナイスなフレーバーの詰まったマイ・カーでお送りするぜ！　もちろん、行き先はゴートゥヘブンさ！」

「いや、ファミレスだから。歩いていけるから。こっちだからついてきて」

　あきらはそうきっぱりというと、どんどん歩き出す。紅い薔薇のひとはうっとりとした顔になると、スキップをしながらあきらのあとについて行く。

「……ファミレスも、まずいような気がするけど」

　だけど、他にいい場所が思い浮かばなかったので、ぼくもついて行くことにする。

　ファミリーレストランまでは徒歩で一〇分くらいなのだけど、その道中は微妙な空気で、かなりの時間がかかったように感じた。知ってるひとや、ご近所のひととすれ違わなかったことを、天に感謝した。

　席に着くと、怯おびえるウェイトレスにオレンジジュースをふたつ注文した。紅い薔薇のひとは、スコッチをツーフィンガーで、とかいって断られると、チョコレートパフェを注文した。

　ぼくとあきらの正面の席に、太い眉まゆのつながった濃い笑顔がある。時折首をかしげて、小声で変な奇声をあげる。

「ウフフフフ。オレは今、空中浮遊しているに等しいさ。愛しのキミと、こうしてふたりっきりでラヴを語り合えるだなんて！」

　嬉うれしいことに、ぼくのことは視界に入っていないらしい。

　このひとの声はあまり大きくないけど、早口だし個性的な声なので周りの客たちがこちらを不審そうに見る。同席しているだけで、かなり恥ずかしい。

「そ、それはよかったですね。でも、すっごい早かったですね。メール飛ばしてこんなにすぐにきてくれるとは思わなかったわ」

　さすがのあきらも、居心地悪そうに周りを気にしながらそういった。

「おおっと、アイムソーリー！　残念ながら、それだけは口外できない。なぜなら、オレの会社の頭の固い、いやみな上司のハゲに口止めされているからさ。宇宙からのビジターが不法侵入してて、機動警備隊のガクラン部隊が全滅したから、このオレがディテクティヴを買って出ただなんて、地球人に知られるわけにはいかないからね」

　ぼくとあきらは顔を見合わせた。やはりあのとき、学生服軍団はリデルにやられてしまったらしい。

「でも、あなたって技術者よね？　システムエンジニアとかいうやつでしたっけ？　それなのに、人捜しまでするんですか？」

「フッ。わかっているくせに、ニクイニクイ！　そう、オレは機動警備隊、俗称ガクラン部隊が全滅したと知ったときに閃ひらめいたのさ。ハニーの住む場所に近いから、エブリディ見つめていることができるって。だから、強引にこのナイスな仕事をゲットしたのさ！　まさに一途なラヴがあればこその奇跡だね！　不法侵入した間抜けなビジターに感謝さ！」

　リデルも、こんな変態に感謝されたくはないだろう、と思った。

　ウェイトレスがおどおどしながらやってきて、注文した飲み物を並べると、逃げるように去っていった。

「じゃあ、今リデル……じゃなくて、その間抜けなビジターを捕まえる役目は、あなただけでやっているんですか？」

「オウ、イエス！　上層部じゃあ、かなりもめてるみたいだけど、このオレに任せておけば安心だと踏んだのだろう。だけど、すぐに捕まえはしないさ。だって、ハニーのそばに、できるだけロングタイムいたいからね！」

「う。そ、そうですか……。で、その間抜けなビジターって何者なんですか？」

「それはいえないって！　最近判明したことなんだけど、元宇宙海かい賊ぞくで、今はストームブリング社でボディーガードをやっているみたい。実際はどうかわからないけどね。スパイだって話もある。それで、誰かを追って、この地球に不法侵入したらしいんだ。かなり無茶苦茶やってて被害も出ているらしい。平和を乱す、悪人さ！」

　アリスは、ストームブリング社にも狙ねらわれている、ということなのだろうか。

「そいつの目的って、どれくらいわかってるの？　誰を、なんのために追ってきたのか」

　あきらは顎あごに手を置いて、そういった。

「興味ないね！　なんか仲間らしき人物がネゴシエーションしてたみたいだけど、どうなったのかな？」

「うーん、やっぱり役立たずね」

　堂々と本音を口にしたのに、紅い薔ば薇らのひとは気にもとめていない。

　あきらはオレンジジュースを音を発たてて吸飲し、一気に飲み干した。グラスに残った氷を口に入れ、かじり出す。

　下品だなあ、と思いながら正面を見ると、紅い薔ば薇らのひとがうっとりとした顔であきらを眺めていた。あまりにも面おも白しろい顔だったので、ぼくは吹き出しそうになってしまった。

「まこと。他になんか訊きくことない？」

　急にそういわれたので、ぼくはちょっと慌あわててしまい、飲み物をこぼしそうになった。

　このひとに、訊きたいこと。まず頭に浮かんだのは、サブだった。このひとは腐っても技術者であるはずだから、サブのオーナー守護モードの暴走の件について、なにか原因として考えられることを知っている可能性がある。だけど、やっぱりこのひとも大宇宙平和推進機関のひとだから、まずいなと思ってやめた。サブの暴走は、大宇宙平和推進機関に知られるわけにはいかない。

「うーん。……ええと、ルーン星人って、どんな宇宙人なんだろう？」

　ぼくはファンタジー系の小説が大好きだったから、魔法のようなルーン文字を書くというルーン星人に興味があった。魔法使いのような、ローブを着た髭ひげの長いお爺さんが頭に思い浮かぶ。

「ねえ、紅い薔ば薇らのひとさん。ルーン星人の特徴って、どんな感じ？」

「ルーン星人かい？　背が高くて異様に肌が白く、瞳が赤く耳が尖とがっているのが特徴だね。それで、非常に長寿であるということがいえるよ。一〇歳で成人して、二〇〇年三〇〇年は平気で生きてるって話さ。見かけは二〇代から三〇代だが、実際年齢はいくつだか見当もつかない。謎なぞの多い種族だから、詳しい話はアイドントノウだけど、実につき合い難いプライドの高い嫌いや味みな種族だと聞いているよ」

　あきらの目が光った。なにか気づいたことがあるのだろうか。



　そのあと、紅い薔薇のひとは妄想の中に入ってしまってまるで話が通用しなくなったので、あきらはトイレに行くと偽ってファミリーレストランから出てしまった。もちろん、ぼくも一緒に。

　交通量の激しい大通りから、街灯が心細く照らす住宅街に入る。夜空には綺き麗れいに星が散らばり、満月に限りなく近い月が煌こう々こうと輝いている。

　そういえば、アリスが倒れていたのはこのあたりだったはずだ。アリスは宇宙船でこの地球にきたのだろうか。だとしたら、宇宙船はどこにあるのだろう。

　紅い薔薇のひとと話ができたことは、無駄なことではなかったと思う。貴重な情報を聞けたと思う。

　あきらは腕組みをして、考えごとをしている。かなり珍しいことだが、こうして静かにしているあきらの横顔は、とても綺麗だ。ぼくの好きなシャンプーの香りが、ふわりと漂ってきた。

「あーっ！　やめやめ！　考えてもわかんないことはわかんないっ！」

　黒髪を振り乱しながら突然そう叫んだので、ぼくはつまずいて転びそうになった。

「な、なんだよあきら。ちょっと感心してたのに」

「リデルがルーン星人じゃないか、って思ったんだけど。どう思う？」

　そういえば、紅い薔薇のひとがいってたルーン星人の特徴とリデルの容姿は、確かに合致する。背が高くて異様に肌が白く、瞳が赤く耳が尖っているのが特徴だといっていた。

「あ、ありえるかも。魔法で防御壁とか作ってたのかも知れないし、魔法で学生服軍団をやっつけたのかも」

「なによ、魔法って。あ、そうか。アリスが持ってたみたいな機械で、パワーアップしてたのかも。パワードスーツみたいな」

「でも宇宙海賊のリデルって、ノガイラ星人じゃなかったっけ？」

「うーん、それなのよね、謎は。……あ、わかった！　きっと偽物なのよ！　宇宙海賊の名を騙かたってる、別人。だとしたら、作戦は立てやすいわね。ふっふっふっふ」

　あきらが瞳を輝かして笑うのを、不安な気持ちで見守る。腕を組んで歩きながら、なにかよからぬことを考えている。

「よし！　まことの部屋に戻ったら、作戦会議よ！」

　ぼくは、渋い顔をして首を振った。あきらは見ていなかったけど。



　うちの前に到着すると、ちょうど黄色いボロ車がレッカー移動されたところだった。
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　今日も無ぶ精しよう髭ひげだらけの木き村むら先生が、だるそうに教室に入ってきた。

　明日は土曜日で休みだから、帰りのショートホームルームの時間は、いつもより余計に騒がしい。壇上にいる学級委員のふたりも、教室を静かにすることを放棄したように、前の席の生徒となにかお喋しやべりしている。

　午後の強い陽ひ射ざしが窓から差し込み、涼しげな風がカーテンを揺らす。

「あー、お前ら静かにしろー！」

　珍しく木村先生が覇は気きのこもった声でそういって、出席簿で教壇を叩たたいたので、教室は急に静かになった。

「最近、この近辺に恐ろしいやつが出没している。なんでも黒いスーツとサングラスをつけた背の高い人物らしい。いいか、そんなひとを見かけても、絶対に近寄るんじゃないぞ」

「先生ー。そのひとって、犯罪者かなんかですか？」

「ああ、ある意味そうだな。ニュースの主人公になりたくなかったら、近寄るな。いいな」

　木村先生が、ぼくを睨にらんだ。

　リデルのことだな、とぼくは思った。

　ぼくたちのしていることで、みんなに迷惑がかかる。取り返しのつかないことになったらどうするのだ。そういわれているような気がした。

　ホームルームが終わり、木村先生に釘を刺されると思って萎い縮しゆくしていたら、なにもいわずに教室から出て行ってしまった。

　テレビのニュースや新聞を見ていないけど、もしかしたら昨日の事件が載っていたのかも知れない。リデルが黒いスーツ軍団と学生服軍団と乱闘を起こしたとき、かなり大きな音がしたから、周囲の建物に被害があったかも知れない。そう思うと、これ以上リデルに接触するのは好ましくないような気がする。

「なに暗い顔してんだよ。関係ねーって」

　鞄かばんを抱えた悟さとるがやってきて、ぼくの頭をぽんと叩いた。

「……で、でも」

「でも、じゃねーよ。つーか、オレのことも少しは心配しろ！　ここんとこ、連続でオレを酷ひどい目に遭わせやがって。昨日なんざ、気づいたら深夜だぞ！　なんで誰も助けてくれねーんだ！　冷てーぞ、地球人！」

「あ。そういえばそうだね。自業自得だと思うけど」

「金かね本もとくん、いる!?」

　振り向くと、せっぱ詰まったような声で教室に入ってきたのは、新にい倉くら先輩だった。腰まで届く長い髪を振り乱して、かなり思い詰めた顔をしている。

「な、なんすかっ、新倉先輩？」

　悟さとるを見つけると、新倉先輩は駆け寄ってきた。指を組んだ手を胸に当て、上目遣いに悟を見る。

「あなたがいないと、だめなの！」

　その言葉に、悟の顔が微妙に溶けた。

「お願い！　一緒にきて！」

　悟は真剣な素早く顔を作り直すと、若干の間を置いてから、新倉先輩の肩に優しく手を置き、強く頷うなずいた。

「……わかったよ」

「じゃあ、早くきて！　もう、待ちきれないの！」

　そういって、新倉先輩は小走りで教室から出て行く。悟は追いかけるそぶりを見せて、ぼくに小声で耳打ちした。

「済まない、まこと。今日はつきあえねー。おめーらも大変だろうけど、オレも勝負かかってんだ。今日は、決めるぜ！」

「いいんじゃない？　新倉先輩を手伝ってきなよ」

　ぼくがいい終わらないうちに、悟はケケケケといやらしい笑い声を残して、教室を出て行ってしまった。会誌の編集のことだろうけど、悟はなにか勘違いしているみたいだ。

　すれ違いに、あきらが教室に入ってきた。佐さ藤とうさんも、ぼくの机にやってきた。

「まこと、佐藤さん。とっとと帰るわよ！」

「……本気なの、あきら？」

　あきらの目は、真剣だった。大きな胸を張って、大胆な笑みを浮かべる。

「ごめんね、佐藤さん。あきらはこうなったら聞かないんだ……」

「仕方がないわね。安良城あらきさんに西にし島じまくんを任したら、どうなるかわからないし。私も協力するわ」

　大きなため息をついて、眼鏡めがねの佐藤さんは頷いた。

　ぼくたちは、帰途についた。



　スーパーの駐輪場に自転車を停めると、広めの通りに面した住宅街を歩く。

　そこは平穏そのものの穏やかな空気の流れる場所で、駐車場に停められた車のボンネットの上で猫が昼寝をしていた。通行人も少なく、通り過ぎる車もあまりない。夏服には少し肌寒い風が、緩やかに頬ほおを撫なでる。

　スーパーから歩いてすぐに、その場所に到着してしまった。手前の十字路には、通行禁止を表す看板が立てられ、車の通行を拒んでいた。

　平穏を打ち壊す、傷跡。

　そこは予想通りの惨さん憺たんたるありさまで、道路を塞ふさぐように工事中を表すオレンジ色の柵さくと赤いポールが置かれていて、路上警備員が通行人を臨時の通り抜け通路に誘導していた。

　範囲はそれほど広くはないが、道路が割れていた。その末端は、住宅地の中へと通じている。壁が崩れ、庭にあったと思われる木々が無む惨ざんにも倒れていた。

　その家の門だった場所には青いビニールが敷かれ、玄関の周りにも伸びていた。広い庭はえぐれたようになっており、植木鉢の破片や壁の破片が散らばっている。二階建ての建物の周りは、鉄パイプで補強された白いシートが囲っていた。

　小さなショベルカーが、壁をゆっくりと丁寧に破壊している。まるごと作り直すのだろう。荷物を空にした大きなトラックが、もうっと砂すな埃ぼこりを上げて去って行った。

「うわあ……。た、たいへんなことになってるね」

「これが、リデルの仕業？　酷ひどい……」

　佐さ藤とうさんは口に手を当てて、顔を歪ゆがめた。

　ぼくとあきらは制服のままだったけど、佐藤さんは私服に着替えていた。眼鏡めがねを外して、レースのついた黒いブラウスを着て、珍しく黒いパンツをはいている。ふわりとした栗くり色の髪の毛もアップにしていて、学校の佐藤さんとも、ショコラとも雰囲気が違う。

　といっても、ぼくが勝手に抱いているイメージと違うだけで、佐藤さんにとっては普通なのかも知れない。

「やっぱり、あたしたちがなんとかするしかないわね！」

　興奮気味のあきらが、鼻息も荒く、そういった。ぼくと佐藤さんとは、温度差がかなりあるような気がした。

「しかし、自信はありまへんなあ。なんつーか、作戦自体ちょいと無理があるような」

「やっぱり無茶でしゅよ、あきらしゃん！　やめた方がいいでしゅ！」

　今日はサブとサラダも一緒だったが、この二台のレンタルサーバーも、あきらとは正反対のテンションだった。

　アリスはひとりで、ぼくの部屋にお留守番。お母さんはまだ仕事から帰らないし、これはこれで、かなり不安だ。

「やられる前にやれ、よ！　大丈夫。あたしの作戦に穴はないわ！」

「サブのオーナー守護モードの暴走が前提、ってところですでに破は綻たんしてる気がするけど」

「ダメよ、まこと！　なんでも前向きに考えなくちゃ！」

　あきらの作戦は、単純かつ無む謀ぼうなものだった。

　それは、昨日リデルが出てきたあの家が隠れ家であり今もまだ潜んでいるはずだという希望的予測と、実は機械的な装備品で強化しているだけで実はそんなに強くないという希望的着想と、サブのオーナー守護モードがリデルと対たい峙じした時点で発揮するという希望的憶測と、サブにつられてサラダも暴走するだろうという根拠のない見込みが前提だった。

　勝負は一瞬で終わると、あきらは予言した。まさかこっちから襲いにくるとは思っていないだろうから、油断しまくって装備品を外しているはずだし、昨日の戦闘で疲れまくっているはずだ、と力説した。

　頷うなずける部分もある。黒スーツ軍団は役に立ちそうにないし、学生服軍団は全滅し、代わりにやってきた紅い薔ば薇らのひとはもっと当てにならないから、ぼくたちの手でなんとかするしかない。

　アリスの危機を救う根本的な解決法は、リデルを倒して捕獲し、大宇宙平和推進機関の手に引き渡すこと。

　だけど、そう上手く行くとは到底思えない。前提に無理があるし、リデルが油断しているとは限らない。アリスが嫌悪感を抱いているという大宇宙平和推進機関も、味方だとはいい切れない。

　それでも、一度発射されたミサイルをもとに戻すことはできない。あきらは、こうといいだしたら止まらないのだ。佐さ藤とうさんも、最近それがよくわかってきたようだ。

「まずは、リデルがいるかどうか確認しなくちゃね！」

　あきらはそういうと、ずんずん先に進み出した。ぼくたちは、慌あわててあとについていく。

　目的の家の正面は工事中になっていて、近寄れない。探してみると、隣の家との境に、ビニールシートが敷かれた出入り用の狭い通路が造ってあった。

　近づくと、路上警備員が止めにきたのだが、あきらは堂々とした態度で「お見舞いにきたんです」といって、すんなり通ることに成功した。ぼくたちも、そのあとに続く。

「西にし島じまくん」

　庭に入ると、小声でささやくように、最後尾のぼくに佐藤さんが話しかけてきた。

「な、なに？　どうしたの？」

「……西島くんがかたくなに拒めば、安良城あらきさんも諦あきらめたと思うわ。……でも、今更そんなことをいっても仕方がないわね」

　苦笑しながらそういうと、決意のこもった瞳でじっとぼくの目を見た。

「ここまできたら、私も考えを変えるわ。安良城さんにだけ、おいしいところを持って行かれるわけにはいかないものね」

「え？　で、でも……」

「西島くんのために、私も頑張るわ！」

　確かに、昨晩ぼくが頷いたからこそ、あきらは行動を起こすことを決めたのだ。作戦の説明をされたとき、はっきり無茶だと思ったけれど、他にアリスを護る方法があるかと問われて具体的な方法を提案できなかった。

　佐藤さんの背中が、とても力強く見えた。彼女は、ぼくが思っているよりもずっと強い女の子だった。

　もうあきらは、玄関の前の踊り場に到着していた。その向こうは青いビニールシートに先を塞ふさがれていて、行き止まりになっている。

「あ！　開いてるわ！」

　隠密行動なんて言葉を知らないかのように、あきらは玄関のドアノブを捻ひねって開けた。

「ち、ちょっと安良城あらきさん！　いくらなんでも無む謀ぼうだわ。もっと慎重に！」

「大丈夫よ！　こそこそするの嫌いなのよね」

　この作戦を根底から覆くつがえすようなことを、あきらはさらりといった。

「じゃあ、サブ。あたしについてきて。佐さ藤とうさんとサラダは、玄関前で待機してて。まことは外の見張り。お願いね！」

「わ、わかった！」

「了解っすわ！　ここまできたら、腹くくりましょう！」

　あきらの顔がとても楽しそうに見えたのが、とても不安だった。だけどぼくの気持ちなどお構いなしに、あきらとサブは家の中に消えていってしまった。

　取り残されたぼくと佐藤さんとサラダは、玄関の前の踊り場に集まって聞き耳を立てるが、工事の音がうるさくてなにも聞こえない。青いビニールシートの向こうで、ショベルカーが黙々と壁を壊している。

　よく考えたら、勝手にひとの家に侵入するのは犯罪行為なんじゃないだろうか。ここにリデルがいなくて、ふつうの住人が住んでいたとしたら、警察に通報されて逮捕されてしまうんじゃないだろうか。もしそうなったら、退学処分になるだろう。

　いや、今はこんな後ろ向きな想像をしている場合じゃない。あきらに倣ならって、なるべく前向きなことを考えよう。

　青いシートで塞ふさがれているから、工事の様子は見えない。ショベルカーやトラックが動く音や、作業員が仕事のことをなにか喋しやべっている声が断片的に聞こえるだけだ。

　あきらの合図が聞こえない。ぼくは心配になった。

　佐藤さんが、小さな丸い腕時計を見た。あきらが侵入してから、あっという間に五分が経過していた。

「……遅いわね。サラダちゃん、サブからの連絡はない？」

「はいでしゅ。……なにをしているんでしょうね」

　ぼくは頭を振った。後ろ向き、というよりは、絶望的な想像が浮かんでは消える。

　あきらが、リデルに捕まってしまったら。

　黒スーツの軍団や学生服軍団と違い、リデルはネットアイドルに興味などなさそうだった。それに、リデルはサブを目の敵にしていた。

「……油断させるのだったら、私が先に行けばよかったわね。面識ないし」

　佐藤さんが、悔しそうにそういった。確かにそうかも知れないけど、あきらの性格ではその案を呑まなかったと思う。

　時間が、無慈悲に過ぎていく。一秒が、かなり長く感じられる。

　ついに一〇分が経過した。

　これは、絶対におかしい。

　この玄関の向こうで、なにが行われているのか。リデルはいたのか。あきらは、無事なのだろうか。

　もしかしたら、なにごともないかも知れない。家の中には誰もいなくて、あと少ししたら、残念そうな顔が出てくるかも知れない。

　取り返しのつかないことになった。とは、考えたくなかった。

　でも、このままでいいのだろうか。ぼくは、変わったのではなかったのか。女の子に危険なことをさせて、男のぼくが護られるだなんて、どう考えてもおかしい。

　唾つばをゴクリと飲み込んだ。

　決めた。

　ぼくも、中へ入る。

「さ、佐さ藤とうさん。こ、ここで待ってて」

「西にし島じまくん？」

　ぼくは、ドアノブに手をかけた。

「あ、あと五分たってぼくが出てこなかったら、け、警察に知らせて」

　震える声で振り絞るようにそういうと、ぼくの腕を強く掴つかまれた。

「わたしも行くわ」

「えっ!?　だ、だめだよ！　き、危険なんだ！」

「わかって！　西島くんが傷つくのは、もう嫌なの!!」

　佐藤さんのまんまるの瞳が、うっすらと涙で滲にじんでいた。

「お願い。ね？　サラダちゃんもいるし」



    

  
    
      



    

  
    
      　無理矢理作った笑顔でそういわれ、ぼくはもう頷うなずくしかなかった。

「……うん。わかった。一緒に行こう」

　ぼくは大きく息を吸うと、ドアノブを握り直した。ひんやりした感触に、身が凍える。握力がなくなっていたけど、両手を使って頑張って捻ひねる。情けないことに、恐くて涙が出てきた。視界が曇るから、腕でこすった。

　ドアが、開いた。

　家の中から、嗅かぎ慣れない生活臭が漂ってくる。

　その奥から、声が聞こえた。

　耳を澄ますと、信じられない声がぼくの耳に届いた。

「あはははははは。まるで役立たずじゃない」

「ほんに、どこまで行ったのかねえ、あの娘は。お豆腐なんて、すぐ近くのスーパーに売っとるのにねえ」

「迷子になってしまったのかも知れまへんなあ」

「だとしたら、相当な方向音痴ね！」

　その和わ気き藹あい々あいとした話し声の主は、あきらとサブのものだった。

　別の意味で気を失ったように呆ぼう然ぜんとしてしまったが、佐さ藤とうさんと目を見合わせ、はっと我に返ると、慌てて靴を脱いで中へ入る。話し声は、廊下の奥の部屋から聞こえてくる。

「あ、まこと。いらっしゃーい」

「えっ!?　あ、あきら……」

「安良城あらきさん！　ど、どういうこと!?」

　廊下から畳敷きの部屋を覗のぞくと、年輪が浮かぶ艶つやのある大きな木のテーブルを囲んで、あきらとサブが座っていた。奥には、ひとのよさそうな笑顔のお婆さんが、湯飲みを持って座ざ椅い子すに座っている。

「おやおや、お友達かい？　今日は、お客さんが多いねえ」

「同級生の佐藤さんと、あたしの幼おさな馴な染じみのまことです。あれでも男子なんですよー」

　あきらがぼくをそう紹介してくれた。

　ぼくは完全に力が抜けて、廊下にしゃがみ込んだ。なんだこの呑のん気きな空気は。ぼくがさっきまで胃が痛くなるまで心配していたのは、なんだったのだ。ぼくの決断は、なんだったのだ。あまりのことに、涙が流れてきた。



　結局、リデルはこの家にはいなかった。

　正確には、昨日買い物に出て行ったっきり、戻ってこないらしい。

　この善人そうなお婆さんは、サブにやられて苦しんでいたリデルを偶然見つけ、この家で介抱してあげたらしい。自力で歩けたらしいが、やはりかなり酷ひどい怪け我がだったようだ。

　それでも、翌日の午後にはぴんぴんしていたという。それでお礼に夕飯を作ってやるといって、買い出しに出かけたらしい。直後に地震があり、この家の前だけ被害を被こうむった。

　実際は地震ではなく、リデルが暴れたせいなのだが、それは黙っていた。

　とにかく、ここにリデルはいない。本当に買い物に行って迷まい子ごになったのか、ストームブリング社に捕まったのか、どこかに潜伏しているのか。

　ぼくたちは三〇分くらいお婆さんの話し相手になり、またくることを約束して家を出た。お婆さんは独り身で、いつも寂さびしい思いをしているようだった。

　外に出ると、夕ゆう陽ひが空を赤く染めていた。

「うーん、楽しかった！　学校の帰りに寄るのにちょうどいいわね！」

　あきらが伸びをしながらそういった。

「……あきら。リデルがいないんだったら、連絡くれればよかったのに。ぼく、凄すごい覚悟して中に入ったんだからね」

　ぼくは拗すねたような口調で、そういった。

「そうよ、安良城あらきさん！　無駄な心配させないで！」

「あはははは。ごめんごめん、すっかり忘れちゃっててさ」

「いやあ、平和ですなー」

　サブの口癖に、ぼくの顔はほころんだ。

「ははは。そうだね。平和だったね」

「でもリデル、意外といいやつみたいよ？　手当てしてくれた恩返しをしようとしてたし。義理堅いやつなのかも」

「そうかなあ？　でも、戻ってこなかったんでしょ？」

「なにか、緊急事態でも起こったのかしら？」

　リデルの身になにが起こったのかはわからないが、なにごともなかったのだから、それはそれでよかった。お婆さんはいいひとだったし、のんびりできたし。

　今日のあきらの作戦は、失敗に終わった。あとはいつもの通り、うちに帰って夕食を食べ、明日の宿題を片付けて、みんなでゲーム大会だ。

　平穏な一日。それが戻ってきた。明日になれば、またあきらはなにか別のことを企てるかも知れないけれど。

「それじゃあ、一応この近辺をパトロールしてから帰ろうか！」

「えっ!?　ま、まだやる気なの？　もう帰ろうよ。アリスが心配だよ」

　アリスは今、ぼくの部屋でひとりぼっちのはずだ。もしリデルに見つかったらと思うと、いてもたってもいられない。

「じゃあいいわよー。まことだけ先に帰ればいいじゃない」

　あきらは口を尖とがらせてそういった。

「わたしも、一度うちに帰るわ。猫たちの様子見てきたいの」

　佐さ藤とうさんがそういい、結局その場で別れることになった。

　あきらとサブは街の中へ消え、佐藤さんは自宅に向かった。ぼくは通りに面したスーパーに自転車を取りに行き、のんびりと自宅へ向かう。冷たい風が、気持ちいい。

　夕ゆう陽ひが沈み、空が暗くなってきた。蒼あおい星空に、満月がぽっかりと浮かんでいる。

　リデルは、どこへ行ったのだろうか。ばったりとあきらと遭遇していたらどうしよう、などと後ろ向きな想像が頭をよぎったが、そんな偶然が何度もあるわけはないと打ち消した。

　それよりも、今夜のことを考えて気持ちが弾んだ。今夜も、あきらと佐藤さんとアリスが、ぼくの部屋にいる。今日はなにをして過ごそうかと、頭を巡めぐらせる。極度の緊張から解放されたせいか、やけに愉快な気持ちになっていた。

　ぼんやりと考えごとをしていたので、あっという間に自宅の前に到着した。

　うちから少し離れたところに、見慣れない黒いオープンカーが止まっていて、運転席に金髪の男性が見えたけど、なるべく目を合わせないようにした。外国人だろうか。話しかけられても、受け答えできそうもない。

　マウンテンバイクから降り、うちの庭に入る。

　二階にあるぼくの部屋の窓を見ると、灯あかりがついていた。アリスは、きっとあそこにいる。ぼくは安心して、大きく息を吐き出した。

「おかえり」

　聞き覚えのある声が、ぼくを出迎えた。

　その声は、玄関から聞こえた。

　頭を下げて玄関をくぐり、彼女は外に出てきた。背筋を伸ばすと、肩にかかる赤い髪が、冷たい風に少し揺れた。

　紫色のブラウス。黒いタイトなスーツ。

　ヒールが、踊り場を叩たたく。

　ぼくは、戦せん慄りつした。

「残念ながら、クソ女は、留守だった」

　サングラスの奥の瞳が、ぼくの心臓を鷲わし掴づかみにした。

「だから、少年。キミに、協力して、もらいたい。悪いようには、しない。命の保証は、する。抵抗しなければ、な」

　リデル・ザ・オーバーキル。

　全宇宙を恐怖に陥れた、宇宙海賊“〝皆殺しの翼つばさ”〟のリーダー。

　違う。その名を騙かたるルーン星人。機械で武装した。

　いや。

　思考が上手く働かない。

　夢なのか、現実なのか。それすらもわからない。

　焦る。目が回って、吐き気がした。

　あきらに、連絡しなくては。サブに、助けてもらわなければ。佐藤さん、サラダ――。

　大きく張り出した胸が、ぼくに迫ってくる。しかし、動くことができない。ズボンのポケットに入った携帯電話を取り出すことができない。指一本すら、自分の意志で動かすことができない。

　全身が汗で濡ぬれているのがわかる。喉のどが酷ひどく渇いている。震えで歯の根が合わない。

　――逃げられない。

　死を覚悟した。

　きつい香水が鼻をつく。

　すぐそばに、体温を感じる。

　ぼくは、彼女を見上げた。

　蝋ろう人形のような肌。細いサングラス。細く高い鼻。薄い唇くちびるに、濃いルージュ。そして、無表情な顔。

　リデルはぼくの視線に気づくと、無造作にサングラスを外した。

　鳶とび色の瞳。

　冷たい視線。

　蝋人形のような白い肌の上に、薄く笑みが浮かんだ。

　死に神のような、冷酷な笑み。

　赤い髪が揺れて、尖とがった耳が見えた。



「……あ。アリス？」



　ぼくは、気を失った。



    

  
    
      
第七話　リデル・ザ・オーバーキル





　　　　　　　　　　１



　ぼくは、泣いていた。

　まだ小さいぼくは、引っ越してきたばかりの家が怖かった。広すぎるのだ。自分の部屋を与えられていたが、誰もいない部屋に閉じこめられたみたいで、世界中のひとがいなくなったみたいで、とても悲しかった。

　お父さんとお母さんは、仕事でいなかった。中学生になったばかりの年の離れた姉は、まだ学校から帰ってこない。

　引っ越してきたばかりだから、幼稚園には知ってる子どもがいない。それに、我の強い子にいじめられたので、行きたくなかった。幼稚園に行きたくないといったら、お母さんは怒った。わがままをいうのなら、ひとりで留守番をしていなさい、といわれた。

　こんなに寂しい思いをするくらいなら、幼稚園に行った方がまだよかったかも知れないけど、いじめっこのことを思い出すと、家から出たいとは思えなかった。集団の中で孤立するのは、耐え難いことだった。

　でも、両親がいない昼間は、孤独だった。

　夕方になるまで、誰も帰ってこない。

　ひとりきりは、寂しい。

　心細い。

　孤独は、嫌いだ。

　様々な妄想がぼくを支配していた。ドアの向こうに、壁の向こうに、おばけがいる。窓の向こうに、天井の奥に、妖よう怪かいが潜んでいる。

　泣き虫のぼくを、いつ襲ってくるのかわからない。

　捕まったら最後、きっと酷ひどい目に遭わされるに違いない。いじめられて、ばかにされて、どこか遠くに連れ去られてしまう。お母さん、お父さん、お姉ちゃんには、二度と会えなくなってしまうのだ。

　涙は拭ふいても拭いても、止まることはなかった。

　ぼくは泣きながら階段を上り、追われるように自分の部屋に入った。



　そこに、女の子がいた。



　鼻水をすすり、マスクをした見知らぬ女の子だった。

　艶つやのある黒く長い髪が、揺れている。

　女の子の背後で、レースのカーテンが舞い上がった。明るい陽ひ射ざしを浴びて、女の子が輝いて見えた。

　不思議な感覚だった。

　まるで異世界からやってきた妖よう精せいだった。

　妖精は、鼻をすすってから不器用にマスクを取ると、爛らん漫まんな笑顔を見せた。

　とても眩まぶしかった。

　立ちつくすぼくに近づくと、スカートのポケットから、棒つきのあめ玉をふたつ取り出して、ひとつを差し出した。

　ぼくは、それを受け取った。

　妖精は大きなくしゃみをすると、だらしなく笑った。



　それが、ぼくとあきらの出会いだった。



　　　　　　　　　　２



「だから無茶しないでくださいと、あれだけいったじゃないですか！」

　そんな声で、ぼくの意識は回復した。

　薄く目を開くと、宇宙にいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　真っ暗な空間に、星々が点々と輝いている。

　その真ん中に、大きな満月。

　綺き麗れいだ、と思った。でも、浮遊感はない。

　背中が冷たい。重力を感じる。

　手で触れてみて、それでやっと、自分がコンクリートの床に寝かされているということに気づいた。

　ぼくは、涙を流していた。懐かしい夢を見ていたような気がする。

「うるさい。不可抗力だ。私は、悪くない」

　その聞き覚えがあるハスキー声に、心臓を鷲わし掴づかみにされた。

「せっかく苦労して、説得して、やっと滞在許可を貰もらえそうだったのに。なにもかもぶち壊しですよ！　特別保護区域治安法を破って、許可もないのに地球人に接触するわ、道路を破壊するわ、機動警備隊を全滅させるわ。レイスさんまで病院送りにしたそうじゃないですか！　まったく、あんたってひとは……」

「私に、いうな！　もともと、あのクソ女が、悪いのだ。私は被害者だ。クソ女を追ってこの星にきて、この少年に、声をかけてから、私は被害を、受けっ放しだ。断じて、私は被害者だ。私のせいでは、ない！」

「逮捕されるところでしたよ！　これじゃあ、一〇年前となにも変わらないじゃないですか！　変わったんじゃないんですか、あんたは！」

「上手く、逃げてこれたのだから、よいだろう。さすがだな、“〝無音の短剣”〟。ククク、お前も、賞金首に、逆戻りだ」

「ふざけないでください！　だいたい、どうして待っていてくれなかったんですか！　この星の花粉にやられて、ろくに鼻もきかなかったっていうのに。いつも臭においで場所を認識してるから、極度の方向音痴になってたんでしょ？　どうやって探し出そうと思っていたんです!?」

「花粉症の薬、ありがとう。あれ、かなり効いた。ちょっと眠くなるのが、難だが」

「そんな話をしているんじゃありません！　どこへ行こうとしたのか知りませんが、いつの間にか遠く離れた海岸を歩いていたし……。苦労して特設法務センターから脱出してあんたの位置をスキャンしたとき、本当に驚きました。なにがあったのかと思いました！」

「そ、そんなことより、大平和の野郎どもに、バレちゃいないだろうな」

「当たり前です。そのあたりは、お茶を濁しました」

「まあ、なんとかなる。大平和にバレる前に、あのクソ女を、捕まえれば済む話、だ」

　ハスキーな声には聞き覚えがあったが、もうひとりの興奮している男性の声は、知らないひとのものだ。

　おそるおそる、声のした方を向く。薄いオレンジ色の光が、そこを照らしていた。涙が光を反射していて、よく見えない。

　何度かまばたきをして、やっと焦点が合った。

　少し離れたところに、ふたりの人物が立っていた。

　黒いスーツを着た細身の男性は、腕を組んでため息をついていた。金色の髪を短く刈り揃そろえ、黒縁の眼鏡めがねをしている。

　横顔を見せる彼の視線の先に、両腕を広げてフェンスに寄りかかったリデルがいた。

　鳶とび色いろの瞳が、ぼくを睨にらんだ。

　心臓が止まりそうになった。

「気がついたか、少年。しばらくそこで、寝ていてくれ。すぐに終わる」

　リデルは興味なさそうにそういって視線を外すと、煙草タバコの煙を吐き出した。紫煙が、星空に溶ける。

「ま、まことたんっ！」

　金髪の男性が、ぼくを見て破顔した。

「ごめんなさい！　本当にごめんなさい！　こんなことをしてしまって、申し訳ない！　でも、こうして実物に逢あえるだなんて、幸せかも！」

　そういいながら小走りで近づいてきて、膝ひざをつくと、ぼくの頭を持ち上げてその上に載せた。後頭部が、硬い感触に包まれる。

　それでやっと気づいたのだが、ぼくは拘束されていた。

　二の腕と胸をまとめたところと、足首の辺りを、微かすかに発光するロープのようなもので縛られている。手首くらいなら動かせるが、涙を拭ふくことはできそうもない。

「あちゃ、泣いてるのかい？　怖かっただろうね……まことたん。やっぱり、可愛かわいいなぁ」

　潤んだ優しい瞳で凝ぎよう視しされ、そういわれた。清潔そうなハンカチで、丁てい寧ねいに涙を拭いてくれる。顔が近くて、ちょっと恐こわい。

「気色悪いな、パレアム。男どうしで、なにをやっている」

「……あんたにいわれたくありません」

　まだ頭が混乱している。リデルたちは、ぼくになにをしようとしているのだろうか。

　冷たい風が、吹き抜けていった。

　ここは、どこかのビルかマンションの屋上だろうか。フェンスの向こうには、ただ闇やみが広がっているだけだ。屋上へ入るためにある四角い小屋につけられたオレンジ色の光が、頼りなげに光っている。頭上の満月の光の方が、遙はるかに明るく感じる。

「あ、あの。……あ、あなたたちは、いったい、な、何者なんです？」

　ぼくは、思い切ってそういった。間近にある人懐こそうな顔が、急に曇った。

「ほんと、ごめんなさい。巻き込んでしまって。ボクたちは、ひとを探しているのです」

「……そ、それって、アリスのこと？」

　パレアムと呼ばれた男が、ゆっくりと頷うなずいた。

「パレアム、やれ」

　煙草の吸い殻を携帯灰皿に突っ込みながら、リデルがそういった。

「……リデル、本当にやるんですか？　気が進みません、こんな方法」

「いいから、やれ。今すぐやれ。とっとと、やれ。そうでもしなければ、あのクソ女は、動かない。動かなかったとしても、クソレンタルサーバーがくれば、それでいい」

　腹をさすりながら、口元に冷酷な笑みを浮かべた。

　パレアムは嘆息すると、スーツの内ポケットから白いＰＤＡを取り出し、細い指で器用に操作している。恐らくアリスと同じものだ。

「送信しました。レンタルサーバーがフィルタリングをかけるので、ＢＢＳに公開はされません。ログを追っていれば、気づくはずです」

「――臭におう」

　リデルが、乱暴に上着を脱いで地面に叩たたきつけた。見事に隆起した紫色のブラウスに包まれた胸が、大きく揺れた。

「臭う。臭うぞ、あのクソ女の、臭いだ！　近くにきている」

「素直に捕まりはしないでしょ。だからって、無茶なことはしないでください。地球人にこれ以上迷惑をかけたら、大宇宙平和推進機関も本気できますよ」

「わかっている！　だから、こんな回りくどいことを、しているのだろうが！」

　ぼくだって地球人なんですけど、といいたかったけど、怖くて口に出せなかった。

　風が冷たい。沈黙が重い。

　考えたくなくても、頭が勝手に考えてしまう。

　これからここで、なにが起こるのだろうか。

　リデルは、なにをするつもりなのだろうか。アリスが近くにいるというのは、本当のことなのだろうか。アリスはルーン文字のプログラムを持っていた。やはりリデルは、それを取り返そうとしているのだろうか。

　――殺害。

　背筋がぞっとした。

　このひとたちは、きっと本物の宇宙海かい賊ぞくなのだ。偽物なんかじゃない。宇宙を荒らしまくった殺さつ戮りく者なのだ。取引が、平和的に行われるとは思えない。

　あきら。

　あきらは、今どこにいるのだろうか。佐さ藤とうさんやサブやサラダは、無事なのだろうか。

　バタン！

　いきなりそんな音が鳴ったので、口から心臓が飛び出してしまうくらい驚いた。

　もっと驚いたのは、その次に夜空に響いた叫び声だ。

「まこと――――っ!!」

　あきらの声だ！

　パレアムの膝ひざの上で無理して首を捻ひねると、四角い小屋のドアの前に、息を切らしたあきらが立っていた。

「あ、あきら……!!」

　あきらのうしろに、心配そうなサブの顔が見える。ドアの奥から、佐藤さんがサラダを従えて出てきた。

　アリスは、いない。

　ぼくは、ほっと胸をなで下ろした。

「こんばんは、諸君」

　能面のような顔のリデルが、ハスキーな声で静かにそういった。

　ぼくのすぐ横を、ヒールを鳴らしながらゆっくりとすぎる。

　冷や汗が流れた。いったいどうして、あきらたちがここにいるのだろうか。さっきパレアムがＰＤＡで行った操作で、呼び出されたのだろうか。

　ぼくは、震えが止まらなかった。唇くちびるがカサカサに乾いている。

　きっとあきらたちは、リデルに立ち向かうつもりだ。最悪な状況が脳裏をよぎる。首を強く振って、その想像を吹き飛ばす。

「もはや、名乗る必要は、あるまい。逢あいたかったぞ、クソレンタルサーバー。機械ごときが、戦闘種族に喧けん嘩かを売るなんて、いい度胸をしている」

　空気を切り裂くような音がして、彼女の背中に不気味な赤いオーラが見え始めた。それは二枚の翼つばさのように、背中から左右に伸びる。

「リデル！　なにをするつもりです!?」

「うるさい、パレアム！　クソ女は、あとだ。まずは、あのクズ鉄を、殺やる。不意討ちとはいえ、数年ぶりに、膝ひざをついた。まだ痛みが引かない」

　リデルが、一歩足を踏み出す。

　それに合わせるように、サブとサラダがあきらたちの前に出る。

「まこと！　きっと助け出すから、そこでおとなしくしてなさいよ！」

　あきらはそう叫んだが、ぼくはロープのようなもので縛られているし、身体からだが硬直していて動かない。自力ではどうすることもできない。完全に無力だ。

　パレアムは、ここから動きそうもない。だから、サブとサラダを相手にするのは、リデルひとりだ。お腹なかの傷はまだ癒いえていないようだし、オーナー守護モードが発動すれば、なんとかなるかも知れない。

　そう信じるしかなかった。

　きっと、あきらもそう思っている。

　腕を組み、胸を張り、余裕のある笑みを浮かべている。強い風が、あきらの黒い髪をなびかせた。

「サブ！　サラダ！　やっておしまい!!」

「おっしゃあああああ！　行きまっせええええ!!」

「行くにゃあああああああああああ!!」

　サブとサラダが、気合いを入れてそう叫んだ。

　――だが。

　サブとサラダの身体は発光しない。火花も飛び散らない。

　しらけたように、強い風が吹き抜けていった。

　あきらの頬ほおに、冷や汗が垂れた。

「ち、ちょっとサブ！　どうしたのよ！　暴走しなさいってば！」

「い、いやあ。自分ではどうにもなりまへんからねえ……。前は、勝手に発動したんすけども。条件がわからんことには。ねえ？」

「サラダちゃん？　だめなの？」

「こ、これが普通なんでしゅ。いくら宇宙海かい賊ぞくが目の前にいても、オーナー守護モードは発動しましぇん」

　頭をかきながら、腰を折って謝るサブ。サラダはぴょこぴょこ飛び跳ねて、佐さ藤とうさんの足下にしがみついた。

「あ、安良城あらきさん、どうするの？　大前提が崩れたわ。西にし島じまくんが危ないわ！」

　佐藤さんが、あきらの腕をぎゅっと掴つかんだ。

　だが絶望は、足を止めない。

　困惑しているあきらたちに、リデルが一歩、また一歩と近づく。

「なんでも、いい。イライラさせるな。こい、クソレンタルサーバー！　不意討ちしか、できないよう、プログラムされているのか!?」

　細い脚を開き、立ち止まった。冷たい強風が、赤い髪を炎のようにはためかした。

　背中の羽根が、大きく伸びる。

　絶望的な状況。

　絶体絶命の状況。

　そんな中で、あきらが動いた。

　あきらは佐藤さんを振り切って前に出ると、腰を落として斜に構えた。空手の構えだ。

「あたしが相手よ!!」

　信じられない。

　ありえない。

　宇宙海賊に、生身の人間が立ち向かおうだなんて。

　でも、それがあきらだった。

　もしかしたら、リデルに傷つけられれば、サブのオーナー守護モードが発動すると思っているのかも知れない。

　でも、傷なんて軽いもので済むはずがない。ただの地球人であるあきらは、リデルの指先一本だけで、重傷を負いかねない。

　いや、それどころじゃない。

　あきらが、殺されてしまう！

「……なんの、冗談だ？　地球人ごときが、この私と、対等に戦えるとでも、思ったのか？」

「じ、冗談でもなんでもないわ。まことは、絶対に返してもらうから!!」

「ふざけるなああああああああああああああっ!!」

　地響きと突風が吹き乱れた。パレアムがしっかりと抱きしめてくれなかったら、身動きできないぼくは飛ばされるところだった。

　リデルが、竜巻の中でふくらんでいた。

　屋上の床が、まくれ上がる。

　あまりの恐怖に、頭が痺しびれる。現実が失われ、悪夢の中に叩たたき落とされる。

「ブチ切れだぞ！　ゴミクズの、分際で、よくも、そんな口が、きけたものだ！」

　リデルの胸のペンダントが、鋭い音を発たてて弾け飛んだ。

　背中が、割れた。

　紫のブラウスが裂け、白い肌が裂け、淡く発光する青白い体毛が現れた。

　大きい。

　満月の光を浴び、全身を蒼あおい長毛で覆われた、巨大な体たい躯くが姿を現した。

　深紅の四つの目玉が狂気に震える。

　大きく裂けた口から、鋭い牙きばが覗のぞく。尖とがった耳が鋭く伸びる。

　狂気の狼おおかみ。

　背中の羽根が、黒く染まる。

　絶叫。

　リデル・ザ・オーバーキル。

　その本当の姿。

「皆殺しだ!!　この星ごと、滅ぼしてやる!!」



「やめなさい！　このバカ犬!!」



　どこからか、威圧的な叫び声がした。

　強い意志のこもった、特徴的な高い声。

　その途端、地響きが止み、竜巻が夜空に吸い込まれた。

「アリス！」

　地獄から響くような声で、上空を睨にらみながら、リデルがそう叫んだ。

「え、ええーっ!?」

　煌こう々こうと輝く満月を背後に、アリスが浮いていた。

　白いワンピースの服を着て、なにもない中空いる。

　そのあまりの美しさに、ぼくは心を奪われた。幻想的で、神々しいその姿。

　彼女は無表情のまま、フェンス近くにある貯水タンクの上にゆっくりと着地した。

「私はここにいるわ。そのひとたちは、無関係よ。だから、許してあげて」

アリスの薄い唇くちびるが動く。それはやはり、彼女の声だった。

　初めて耳にする、アリスの声。

「アリス。……喋しやべれるようになったんだね」

　ぼくは、震える声でそういった。

　声が戻ったということは、記憶も戻ったのかも知れない。

　パレアムに抱きかかえられたぼくを見て、アリスは深く頭を下げた。

「はい、まことさん。ご迷惑をおかけしました」

　少し寂しげな、儚はかない笑顔。

　胸が締め付けられた。

　これは、違う。

　このままじゃ、いけない。

「アリス！　なんで出てきたのよ！　隠れてなさい!!」

　ぼくと同じ気持ちのあきらが叫んだ。

　そうだ、ぼくたちは、アリスを護らなくてはいけないのだ。

「いいえ。これ以上あなたたちに迷惑をかけるわけにはいきません。これまで、本当にありがとうございました」

「だ、だめだよ、アリス！」

　大きな声が出なかった。

　ぼくは、無力だった。

　悔しくて、悲しくて、どうしようもなかった。

　ぼくは、あんな小さな女の子を護ることすらできないのか。

「もう逃げません。まことさんを自由にしてください」

　アリスがそういうと、パレアムははっとしたように反応して、ぼくの背中にあるなにかを操作した。すると、すぐに微かすかに発光するロープのようなものが消えて、自由になった。

　パレアムの膝ひざから離れて、立ち上がろうとする。でも、うまく立つことができなくて、パレアムに抱き止めてもらう。情けないことに、脚がいうことをきかない。

「……アリス！　だ、だめだよ。アリスは、……ぼ、ぼくたちが護るんだ！」

　声が震える。涙が止まらない。胸が張り裂けそうだ。

　アリスは貯水タンクの上から軽く跳躍すると、ふわりと着地した。

　もう、ぼくの方を見ない。

「投降します。ですから、この地球人たちに危害を加えないでください」

「こ、こらーっ!!　アリス、勝手なことするなーっ！　あんたは、あたしたちが護るんだから!!」

「やめて、安良城あらきさん！　もう、私たちじゃなにもできないわ！」

「邪魔しないで！　アリス―――っ!!」

　あきらが飛び出そうとしているのを、佐さ藤とうさんが必死になって止めている。サラダが足に抱きついている。サブが前に出て、腕を広げる。

　アリスは、どんどんリデルに近づく。

　運命を受け入れた、生いけ贄にえの巫み女このように。

　ゆっくりと、絶望に向かって。



「……なんだ、この茶番」



　リデルが、ぼそっとそういった。

　四つの深紅の目玉をぎょろりと剥むいて、アリスを見下ろす。虚脱したように肩を落とし、裂けた口を歪ゆがめている。

　アリスの足が止まった。表情が凍りついたように見えた。

　どういう意味だろうか。

　向こうにいるあきらと目が合った。眉み間けんにしわを寄せて、首をかしげている。

「もう抵抗はしません。私を――」

「クソ女。お前……」

「……このバカ犬。合わせなさいよ」

　小声だが、アリスがそういって舌打ちをしたのが聞こえた。

「この地球人たちには、手を出さないで！　クォークメモリは、ここにあります。早く私を連れ去りなさい！　私はもう覚悟しています！」

「断る！」

　腕を組んだリデルは、そういってそっぽを向いた。

　リデルの予期せぬ行動に、あきらたちは唖あ然ぜんとした。ぼくも、なにがなんだかわからなくなっていた。支えてくれているパレアムが、手のひらで顔を押さえて、嘆たん息そくしながら首を振った。

「なに？　どういうことよ？」

　ひと足先に我に返ったあきらは、サブをどけてずいと前に出ると、そういった。

　リデルは、アリスを狙ねらっていたんじゃないのだろうか。クォークメモリに入ったルーン文字のプログラムを取り返しにきたんじゃないのだろうか。断るって、どういうことなのだろうか？

「あなたは、アリスの命を狙ってるんじゃないの？」

　あきらがそういうと、うつむくアリスに、リデルがゆっくりと視線を向ける。

「ほう。私は、このクソ女の、命を狙っているのか？　そうだな。そうであれば、どんなに楽だろうな。是非そうしたい。今からでも、そうしたい。そうであれば、どれだけ嬉うれしいことか！」

　太い両腕を大げさに広げて、あきらたちの方に身体からだを向ける。

「だが、実に残念なことに、私は、このクソ女の命を、奪えない。なにしろ、私はこのクソ女の、愛すべき、従者だからだ！　手下だからだ！　下げ僕ぼくだからだ！　飼い犬だからだ！　そうだろう、なあ、アリス!?」

　悪意のこもった意地悪そうな声で、リデルはそういった。

　ぼくは、思考が混乱した。

　リデルがアリスの従者？

「あ、あの。アリスさまは、まことたんたちに、どういう説明を？」

　苦々しい顔をしたパレアムが、小声でそういった。

「……え？　ええと。アリスはずっと記憶を失っていたから――」

「ハハハハハハハハ！　記憶を、失っていただと!?　嘘うそだな。このクソ女は、そういう芝居が、得意なのだ！　ひとを、騙だますのも！　なにしろ、生まれつきの、詐さ欺ぎ師しだからな！」

「……それ以上いうとあとで折せつ檻かんするわよ、バカ犬。やめろ」

「嫌いやだね！　諸君！　このクソ女が、どうして地球にきたのか、教えてやろう！　実に、バカげた話だ。原因は、親子喧げん嘩かだ！　父親と喧嘩して、家を飛び出したのだ。飼い主に忠実な、私たちは、アリスを、追ってきた。家に、連れ戻すためだ！　だが、この地球にたどり着く寸前で、見失ってしまった。しかも、高濃度の花粉に、やられて、私は嗅覚のほとんどと、視覚と聴覚を若干、失ってしまい、クソ女を、見つけることが、できなかった。探しまわるにしても、大平和の野郎どもに、お伺いをたてなくては、いけなかった。腹が立つ！　私は身動きもできず、クソ女が、目指したと思われる座標の近辺で、待機せざるを得なかった！」

「じゃあ、どうしてまことを襲ったの!?」

　あきらがそう叫んだ。

「襲われたのは、私だ！　レンタルサーバーを持つ、ネットアイドルなら、なにか知っていると思い、声をかけたら、不意討ちを、喰くらった！　油断していたとはいえ、かなりのダメージを、受けた。かなり、痛かった。腹が立つ！」

「……ふーん。で、どうしてネットアイドルならアリスを知っていると思ったの？」

「それは、このクソ女が、ストームブリング社の、プログラマだからだ！　大恩ある、ストームブリング社社長、アレックス・エクスペリオムの、大切なご令嬢、アリス・エクスペリオム、だからだ！　このクソ女は、自分が開発した、思考システムのことを、酷ひどく気にしていた。なにしろ、社長との喧嘩の、原因だからな。詳しくは知らないが、レギュレーションに反する、重大な不正プログラムを、隠し入れているらしい。こんな辺へん鄙ぴな惑星に、わざわざやってきたのは、自分が作った、思考システムの様子を、観察しにきたのだ！　そうだろう、アリス！　アリス・ザ・マクロバースト!!」

　そういって、リデルは天に向かって大声で笑った。

満月を背にして、まるで狼おおかみ男おとこのように。

　ぼくの足の震えが止まった。

「どうだ、アリス!?　ざまを見ろ！　すべて、ばらしてやったぞ！　異論はあるか？　どうだ、このクソ女！」

　嘲あざ笑わらいながら、なおもリデルは問い詰める。

「……ないわ、バカ犬。あなたのいう通りよ」

　アリスはうつむいたままそういうと、少しの間をおいて、顔を上げた。

　神秘的な、鳶とび色いろの瞳。

「そうよ、私はあなたたちを騙だましていたの。この眼めも、カラーコンタクトで隠していたの。私は、ルーン星人。あのクォークメモリだって、全然関係ないわ。……親のところに戻りたくなかったから、あなたたちを利用しようと思ったの」

「ハハッ！　殊しゆ勝しようだな、クソ女、自分から白状するとは、珍しい。なにを、考えている？」

「黙ってろ、このバカ犬！」

　顔を歪ゆがめてリデルに小声でそういってから、アリスは再びぼくに顔を向ける。

「……恨んでくれていいわ。あなたたちを危険に巻き込んで、それで知らんぷりしていたのだから。私は――」



「よかったー!!」

「な――んだ！　よかったわー!!」



　ぼくとあきらが、同時にそういった。

　心の底から、ほっとした。緊張の糸が切れた。安心して膝ひざの力が抜けてしまい、その場にぺたんとしゃがみ込んでしまった。

　リデルは、家出したアリスを連れ戻そうとして地球にきた。探し方に問題があっただけで、ぼくたちが怯おびえる理由なんてなかったのだ。

　ぼくは嬉うれしかった。

　アリスにも、家族がいる。ちょっと性格が悪そうだけど、リデルとパレアムもいる。

　ひとりぼっちじゃない。孤独なんかじゃない。

「だ、大丈夫ですか、まことたん」

　パレアムが心配そうに、ぼくの顔を覗のぞき込む。

「うん。安心したんだ。……よかった、アリスの命が狙ねらわれていたんじゃなくて。それに、ずっと心配してたんだ。アリスがひとりぼっちだったら可哀かわいそうだな、って。そうじゃないってわかって、とってもほっとしてる。リデルとは仲悪そうだけど、あなたはいいひとみたいだし」

「なんか緊張して損したわ！　だいたいそのバカ犬！　あんた言葉が足りないのよ！　自己紹介する前に、用件を先にいいなさいよ！」

　あきらがそういいながら、遠慮なくリデルに近づいて、高い位置にある胸板に手の裏で軽く叩たたいた。相手は恐ろしい戦闘種族の宇宙人だということには変わりないのに、もうさっきまでの絶望的な威圧感はない。

　リデルは、ぽかんとしながらあきらを見ている。

　アリスも、ぽかんとしながらぼくを見ている。

「――お、お前ら。こ、このクソ女に、騙だまされて、いたんだぞ!?　悔しく、ないのか？　腹は、立たないのか？　殺したいと、思わないのか？」

「別にー。事情がわかれば、どうってことないわよ。騙されてたわけじゃなくて、あたしたちが勝手に勘違いしてただけだし。ねー、まこと」

　ぼくは、何度も頷うなずいた。

　その通りだ。アリスも嘘うそをついていたかも知れないけど、勝手に想像して絶望的なストーリーを作ったのはぼくたちだ。

「……本当に、許してくれるの？」

　アリスが、困惑したような表情で、ぼくに近づいてきた。

「そんな声だったんだね。記憶も治ったみたいだし、本当によかった」

「記憶は……初めから失ってなんかいなかったわ。声だって……。そうした方が、本当っぽく見えるかな、って思っただけで。だから、ずっと嘘をついてたのよ？」

「そんなのは、どうでもいいよ」

　ぼくはそういいながら、立ち上がった。

　知らないうちに、笑顔になっていた。

「ほんとに？　最初に出会ったときだって待ち伏せしてたんだし、リデルのこと知ってたのに、どう対応するか見たくて黙ってたし、私のことをどう扱うのか興味があって、喋しやべれないふりしてたし、嘘の情報教えたりしたし、勝手なことばかりしてたのに……」

　子どもらしい必死さで、ぼくに訴えるようにまくしたてる。正直、ちょっと驚く部分もあったけど、どうってことないことばかりだ。

「うん。全然気にしないよ！」

　目の前のアリスの顔に、安あん堵どの色が広がる。鳶とび色いろの瞳が、少し潤んでいる。本当のアリスは、ずいぶん表情豊かなんだな、と思った。

「――ありがとう！」

　ぼくに身体からだを寄せて、抱きついてきた。ぼくは、華きや奢しやな肩に優しく手を置いた。

　柔らかい感触と、ほのかな体温が、直接感じられる。

　ぼくの胸が、鼓こ動どうを早めた。

　アリスは、顔をゆっくりと上げて、神秘的な鳶色の瞳でぼくを見る。

　すっと背伸びをして、目を閉じた。

　愛らしく可愛かわいい顔が、ゆっくりと、近づいてくる。

「だめ――――――――――――っ!!」

　と、佐藤さんの悲鳴が聞こえた。

「なにしてんのよ―――――――っ!!」

　と、あきらの気合いの入った叫び声が聞こえた。

　振り向くと、猛烈な勢いであきらが飛んできた。

「え、ええーっ!?」

　スニーカーの底が、ぼくの顔面にめり込んだ。その凄すさまじい衝撃にすっ飛ばされると、そのままぼくは、もんどりうって数メートル転がった。コンクリートの床に後頭部をぶつけてしまい、ごつんという鈍い音が頭ず蓋がい骨こつに響いた。

「うお……。やるな、地球人」

「まことーっ！　この裏切り者っ!!」

　あきらの攻撃は、まだ終わらなかった。

　ぼくを起きあがらせると、首に脚をかけ、思いっ切り腕を引っ張った。確かこれは、三角絞めとかいう技だ。スパッツを丸出しにした股こ間かんに、ぼくの顔が挟まれる。胸の谷間の辺りでぼくの右手が絞られる。

「むぎゅぐぐぐ！　や、やめでよ……！」

「むむ。あれは、痛い」

　リデルがそうつぶやいた。

　痛いというか、とても苦しい。視界がぼんやりと歪ゆがむ。

「安良城あらきさん！　下品！　やりすぎです！」

　佐さ藤とうさんがやってきて、あきらの頭をぺしっと叩たたいた。それでやっと、ぼくは地獄から解放された。

　体力を奪われてぐったりとしたぼくは、地面にうつぶせになってばったりと倒れた。

「ていうかアリス！　抜け駆けするなんてずるいわよ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      　あきらはすっと立ち上がって、そう叫んだ。

「そうよ！　騙だましていたのは許せるけど、それだけは許せないわ！」

　佐さ藤とうさんも、拳こぶしを握りしめてそう叫んだ。

「ちぇーっ」

　アリスがそっぽを向いて、舌打ちした。

　ぼくは腕をさすりながら、何度か咳せきをした。

「……な、なんだか、よくわからないが、凄すさまじい、平和ボケだな、この星は。まあいい。おい、クソ女。どうするのだ？　私は社長から、お前を連れ戻せと、いいつかってきた。だから、力づくでも、連れて帰るぞ」

　リデルは腕を組んでそういい、四つの深紅の目玉でアリスを睨にらんだ。

「社長も心配していました。いいすぎた、といっていましたから、是非仲直りを……」

　パレアムもそういってアリスに近づき、顔を覗のぞき込む。

「……いいわ、バカ犬。バカ犬は、お父さまの命令には逆らえないものね。ここで暴れられては困るから、バカ犬のいうことをきくことにするわ。バカ犬。死ねばいいのに」

　ぼくたちに背を向けて、アリスはリデルにそういった。

「くっ、クソ女！　バカ犬バカ犬、いうな！　お前の父が、大恩ある、アレックス社長じゃなかったら、この場で八つ裂きに、しているところだぞ！」

「じゃあ、クソ女っていうのもやめてよ、バカ犬。私にはアリスっていう名前があるの。バカだから忘れたの？　私の名はアリス・エクスペリオムよ」

「お前こそ、私の名を、忘れたのか!?　一〇年前から、鼻水を垂らしている頃から、お前のボディーガードを、務めている、私の名を！　私の名は、リデルだ。リデル・スナイプスだ。断じて、バカ犬ではない！」

　リデルの背後で、なにか音がした。

　屋上に出るドアの前で、火花が散っている。

　そこには、蒼あお白じろく発光したサブとサラダがいた。

　サブの額のふたつのランプが、赤く点滅している。サラダのしっぽの先も、赤く点滅している。

　オーナー守護モードの暴走。

　アリスに噛かみつかんばかりの勢いで唸うなっていたリデルが、とっさにそれに気づいて振り向いた瞬間に、跳躍したサブとサラダの拳こぶしがみぞおちの辺りに炸さく裂れつしていた。

　衝撃波で、床のコンクリートの破片が飛び散り、吹き飛ばされそうになる。あきらが佐藤さんを抱き止め、ぼくは転がってフェンスに背中をぶつけた。

　慌あわてて起きあがってアリスを見ると、破片の方から避けているような感じで、悠々と立っていた。満足げに頷うなずいている。

「うわーん！　せっかく話がまとまったと思ったのに、滅茶苦茶でしゅ！　きっとサブしゃんにウィルスを移されたんでしゅ。ご主人しゃま、ごめんなさいでしゅー!!」

　着地したサラダが、泣き顔でそう叫んだ。その横のサブは、なにかを閃ひらめいたみたいな顔をしていた。

「あ。サラダ、わい、わかっちゃいましたわ、オーナー守護モードの、もうひとつの発動条件。ええと、こんなこと、許されないことだと思うんすけど……」

　サブがそういったところで、リデルが音を発たててその場に崩れ落ちた。

「……わ、私も、わかったぞ、クソ女。だ、だから、社長が、怒ったんだ。勝手な機能を、つけやがって」

　地面に顔をつけ、歯ぎしりをすると、苦しそうにそういった。

「ど、どういうことでしゅか、サブしゃん!?」

「えー、自己紹介っすわ。リデルが、その自分の声で自己紹介をすると、それだけですべての条件がスキップされて、オーナー守護モードが発動しちゃうんすわ」

　そういえば、サブたちがオーナー守護モードを発動させたとき、リデルはフルネームで自己紹介をしていた。

　しかし、そんなことがあっていいのだろうか。

「そうよ。サブとサラダに載ってる思考システムは、私がひとりで開発したものよ！　コーディングしているとき、リデルにむかついたから、こんなこともあるかと思って機能追加してたの。役に立ってよかったわ！」

　アリスが、自慢げにそういった。

「く、クソ女。自分勝手にも、ほ、ほどがあるぞ！　だから、マクロバーストなんて、ふたつ名がつくんだ！」

「いいじゃない。私が作った思考システムなんだから。私の自由でしょ？　いちいち干渉しないで欲しいの。いくらお父さまだって、私を縛る権利なんてないわ！」

　悪びれたようすもなく、アリスはそういいながら巨きよ躯くの狼に近づくと、ポケットから細長いものを取り出して、無表情でリデルの首筋に近づけた。

　バシッ！　と、激しい音がした。気のせいかも知れないけど、そのあたりの空間が歪ゆがんだように見えた。

「ギャッ！　お、お前ギャッ！　く、クソおんギャッ！　や、やめギャッ！」

　連続で、四～五回。それでリデルは沈黙した。髪の毛が焦げたような嫌いやな臭においが、冷たい風に乗って漂ってきた。

「結構えげつないわね、アリスって……」

「あんな性格だったのね……」

　あきらと佐さ藤とうさんが、そうつぶやいた。

　華きや奢しやな少女が、大きな狼おおかみのそばにしゃがんで、折せつ檻かんをしている。ぼくはそのシュールな光景に、呆ぼう然ぜんとなった。

「あ、アリス……」

「……あの超高圧スタンガンは、アリスさまが開発したもので、一般人だったら一瞬で粉になるくらいの威力があるんです」

　パレアムが、ため息をつきながらそう説明してくれた。

「そんなとんでもないものに何発も耐えられるリデルも凄すごいけど、躊ちゆう躇ちよなく何発も撃てるアリスも凄いわ」

　あきらの感想はもっともだ。

　アリスはひと仕事終えたような清々しい顔ですっと立ち上がると、こちらに向き直った。

「パレアム。船はここに？」

「あ、はい！　この上空に光学迷彩で待たせてあります。ハンプティダンプティも修理して、衛星軌道上に待機させてあります」

「わかったわ。じゃあ、呼んで」

「……いいんですか？」

「私の気が変わらないうちに」

「は、はい！」

　パレアムはそう返事をすると、ぼくたちに深く頭を下げてから、屋上の外れのフェンス近くまで走っていった。白いＰＤＡを取り出して、なにか操作している。

　ぼくは急激に、寂しさに襲われた。

　安心していて、全然覚悟をしていなかったことに気づいた。

アリスはぼくたちの前まで歩いてきて、ぺこりとお辞儀をした。蝋ろう人形のような整った白い顔が、少し歪ゆがんでいる。

「まことさん。それに、あきらさん。佐さ藤とうさん。あと、サブとサラダ」

　潤んだ鳶とび色いろの瞳で、ゆっくりと見回す。

「本当に、ご迷惑をおかけしました。ごめんなさい。ありがとう。この地球であなたたちに出会えてよかったです」

「あ、アリス……」

　突然すぎる。

　こんなときなのに、言葉がでない。感情をうまく整理できない。ただ焦あせるだけで、なにも伝えることができない。

「――さようなら」

　眩まぶしい光の筋が三本、空から降ってきた。

　アリスとパレアム、それに気を失ったリデルの巨きよ躯くが、その光に包まれる。

　アリスは、満天の星空の向こうに消えていった。
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　とても寂さびしくなる夢を見ていたような気がする。

　目が覚めると、枕まくらが濡ぬれていた。

　視界がぼやけている。両手で眼めを拭ふくと、やっと見えるようになった。

　いつもの、見慣れた天井。見慣れた部屋。押し入れの中には、表情が豊富なコンピューターがいる。

　あきらは、きっと窓の向こうの自分の部屋でストレッチをしている。佐さ藤とうさんは、飼い猫にご飯を与えているころだろうか。

　いつもと同じ朝。

　昨日とは違う朝。

　自分のベッドが、とても久しぶりのような気がする。

　カーテンの隙すき間まから、薄く朝の陽ひ射ざしが差し込んでいる。

　部屋の空気が冷たい。だから、ぼくは布ふ団とんの中に潜り込んだ。

　暖かい。ここから出たくない。ずっとここにいたい。

　でも、この世界は孤独だ。誰もいない世界では、生きていけない。

　だから、外に出なくてはいけない。みんなと逢あうために。悩みや、悲しみや、怒りや、楽しみを、共有するために。

　ぼくは布団のなかで、伸びをした。

　顔面が、柔らかいものに挟まった。

　とても、暖かい。

　いい香りがした。

　そして、ぎゅっと抱きしめられた。

「え、ええええーっ!?」

　ぼくは驚いて、ベッドから転がり落ちるように脱出した。

　誰かいる。ぼくのベッドの中に、誰かいる。

　おそるおそる立ち上がると、布団がベッドからこぼれた。

　――そこに。

　黒いタンクトップと、白いレースのぱんつをつけただけの女性が寝ていた。

　豊満な胸、くびれた腰、大きなお尻、細く長い脚。繊細な指が量の多い蒼あおい髪をすくと、尖とがった耳が現われた。

　蝋ろう人形のような白い肌に、薄い唇くちびる。端たん麗れいな顔がこちらを向いた。眉み間けんにしわが寄り、大きなあくびをした。

　神秘的な鳶とび色いろの瞳が、ぼくを見る。

「……リ、リデル!?　ど、どうして!?」

　ぼくのベッドに潜り込んでいたのは、間違いなくリデルだった。

昨日の夜、アリスとともに宇宙へ帰ったはずの、宇宙海かい賊ぞく。“〝皆殺しの翼つばさ”〟のリーダー、リデル・ザ・オーバーキル。その正体は、四つの眼めを持つ巨きよ躯くの狼おおかみ。

　悪い夢を見ているのだろうか。

　ぼくは、その場にしゃがみ込んだ。

「おはよー、まことさん」

　もういちどあくびをして、むくりと身体からだを起こした。タンクトップから、胸がこぼれ落ちそうだ。

「あ。ペンダント取れちゃったー。この姿だと寝相悪いのよね、私」

　特徴的な高い声でそういうと、ベッドの上に落ちていた、小さな赤い宝石が埋うめ込まれたペンダントを拾い、首に下げた。

　リデルが、赤い光に包まれた。

　空間が、歪ゆがんだ。

　その次の瞬間。



    

  
    
      



    

  
    
      　そこに、小柄な少女がいた。

　黒いタンクトップと白いぱんつも、しっかり身体からだにフィットしている。

「……えっ!?　あ、アリス!?」

「えへへ。おはよう、まことさん」

　眼めをこすりながら、照れくさそうにアリスはそういった。

　呆あつ気けにとられて、ぼくはなにも考えられなくなっていた。

　まだ夢を見ているのだろうか。

　ここはどこで、誰がいつで、アリスはリデルなのだろうか。

　意味がわからなかった。脳が空回りしている。なにがどうなっているのだろうか。

「驚かしちゃったかな？　服は、市販のシェイプチェンジャー機能搭載型衣服よ。物理的な変形で、宇宙服にもなるタイプ。で、これはフィジカル・シェイプチェンジ機能がついたペンダント。私の自作よ！　時空を歪ゆがめて、肉体の姿を変えることができるのー。凄すごいでしょ！　このプログラムは、お父さまにも作れなかったのよ！」

　胸から下げたペンダントをいじりながら、自慢げにアリスはそういった。

「私、自分の本当の姿が嫌いなの。なんか下品じゃない？　いやらしい、っていうか。まだ子どもでいたい、っていうのもあると思うの。自覚しているんだけど、精神年齢低いのよ、私。他の星の人間だったら、一二歳ってまだこれくらいじゃない？　ルーン星人って、一〇歳で肉体的に成人になっちゃうのよー。それから何百年も、ずっと同じ姿。それってちょっと嫌じゃない？」

「……え。じ、じゃあ、本当にアリスなの？　リデルじゃないの？」

「うん。そうよ？　あ、そうか。あのバカ犬の姿のことね？　あいつ、全宇宙指名手配中の賞金首のくせに、自己紹介しまくる癖があるのよー。ノガイラ星人って、みんなそうらしいんだけど。でも、そのままだとまずいから、これより強力なフィジカル・シェイプチェンジ機能のペンダントで、強制的に変装させることにしたの。つい最近まではおっさんの姿だったんだけど、去年あの姿にしたのよ。私のこと嫌ってるから、ちょっとした嫌いやがらせね。髪染めたり、サングラスしたり、ささやかな抵抗してるみたいだけどー」

「で、でも、宇宙に帰ったんじゃ……」

「嫌よ！　お父さまの顔なんて見たくないもん！」

　急に怒ったようにそういって、ぷっくりと頬ほおを膨らませてそっぽを向くアリス。

　これはこれで、ぼくの知っているアリスじゃない。

　ずいぶん長い夢だな、と思った。夢なら、そろそろ覚めてくれないだろうか。

「まことさん、朝からどないしたんです？」

　ぼんやり現実逃避をしていると、サブが押し入れから顔を出した。

　ぼくと、ベッドの上の少女を、寝ぼけまなこでかわるがわる確認する。

　サブの顔が、ゆっくりと硬直した。眠そうな目のままで、ぱかりと口を開けた。

「……コンピューターも、夢を見るんすかねえ？」

　そうつぶやき、眼をこすりながら押し入れの奥に戻ろうとする。

「……サブ。ぼくも夢だと思いたいけど、現実らしいよ。アリスが、戻ってきちゃったみたいなんだ」

　ぼくがそういうと、サブは慌あわてて押し入れから出てきた。

「ど、どういうことっすか!?　あ！　もしかして、わざわざわいとサラダのバグを治しにきてくれたっすか？」

「バグってなあに？　私が都合良く動けるように、システムをいじったこと？　そういえば、リデルの公式情報も不正書き換えしたままね。あ！　もしかして、リデル撃退モードのこと？　いいじゃない、あれはあのままで。私の役に立つし。大丈夫よ、ネトア・ロイヤルのサーバには情報送らないようになってるから。もちろん犯罪行為だけど」

　アリスがさりげなく恐おそろしいことをいうと、サブはその場でがっくりと膝ひざを折り、天を仰ぎながら大げさに倒れた。

「わいは、不正だらけのコンピューターなんやああああああ……！」

「ね、ねえ、アリス。またリデルとパレアムが迎えにくるんじゃない？　いちど、家に帰った方がいいと思うよ」

「それも大丈夫よ！　今回はちゃんと、大宇宙平和推進機関に許可もらってることになってるから。ハッキングしたんだけどね。リデルの宇宙船には、ウィルス仕込んできたし。あと、会社にも辞表出してきたの」

「え、ええーっ!?　そうなの？」

　もう滅茶苦茶だ。下手に技術があると、なんでもできてしまうらしい。

「もう、お父さまの下で働くのいやなの！　私の自由にできないんだもん」

　そうはいっても、この地球で自由にやられても困るような気がする。

　ぼくは、あることに気づいた。

　もしかしたら、アリスは宇宙海賊のリデルと同じくらい、この地球にとって危険な存在なんじゃないだろうか。

　アリス・ザ・マクロバースト。

　リデルがそういったことを覚えていて、昨日インターネットで調べてみた。

　局地的に短時間で上空から吹く極端に強い下降気流のうち、地上で四方に発散し災害を起こすほど爆発的に激しいものをダウンバーストといい、その大規模のものをマクロバーストという。

　つまり、この少女は、そういう性格をしているんじゃないだろうか。

「おんどりゃあああああああ!!　アリスさま出てこいやあああああああ!!」

　一階で、突然そんな物騒な叫び声がしたので、ぼくは驚いて立ち上がった。お母さんとお姉ちゃんの悲鳴が聞こえた。お父さんの声はしないから、もう出社したのだろう。

　今日は朝からたいへんだ。今度はいったいなにが起こったのだ。

「あ。もう見つけたんだ。あいつ、意外と性能いいのね。感心だわー」

「な、なんなの？　アリス……」

「えへへ。行きましょう！」

　意地悪そうな笑顔でそういいながらベッドから降りると、アリスの衣服が変化した。白いパーカーと、黒いジーンズ。部屋のドアを開けて、元気よく小走りで階段を降りて行く。

「ま、まことさん。わいらも行きましょう。なんか、嫌いやな予感がしますわ」

「嫌な予感っていうか……。と、とにかく行こう！」

　サブと一緒に部屋を飛び出て、階段を駆け下りる。

「ち、ちょっとまこと！　これはなに!?　可愛かわいくないっ!!」

「まことーっ！　お母さん、生理的にこれだけは許せないわ！」

　廊下に出ると、お母さんとお姉ちゃんが抱きついてきた。

「アリスさまあああああ！　おいどんを置いていくとは、どういうつもりじゃあああ！」

「邪魔なのよ、あんた。声でかいし。うざーい」

「そういうふうに、おいどんをプログラムしたのは、どこの誰じゃあああああ!?　しっかり責任取らんかあああい!!」

　玄関に、卵がいた。

　ダチョウの卵くらいの大きさだろうか。黄色い卵に、肌色の細い手足が生えている。下駄をはき、白い手袋をはめた手を握りしめ、上下にぶんぶん振っている。

　驚きよう愕がくすべきなのは、卵の中央に存在した顔だ。

　渋い。おじさんのような渋い顔が、そこにあった。顔の中央に向かって直線的な皺しわが並び、歯をむき出して怒っている。

　正直、気持ち悪い。

「あ、まことさん。紹介するわー。こいつ、ハンプティダンプティっていうの。私の宇宙船。今は小さくなってるけど、変形すると大きくなるの。でも、声がでかくてむかつくのよ。こないだ地球に不時着したのも、こいつと喧けん嘩かしたせいなの！　リデルをまけたから、いいんだけどねー」

　そういって、アリスはウィンクをした。

　頭痛がしてきた。

「ちなみにこいつには、サブとサラダに搭載したレンタルサーバー用ＯＳのベータ版が載ってるのよー。ある意味、サブのお兄ちゃんね」

「……コンピューターも、死にたくなることってあるんすねえ」

　そうつぶやくと、サブはばったりと正面に倒れた。

「な、なんでアリスがいるのよ――っ!?」

　Ｔシャツとジャージ姿のあきらが、外から乱入してきた。ヘッドバンドで頭をまとめて、歯ブラシを手に、口を泡だらけにしている。

「まこと！　どういうことなの!?」

「おはようございます、あきらさーん。私、ここに住まわせてもらうことにしました。永久に。サブのチューニングも、私に任せて！　よろしくお願いしまーす！」

「な、なんだってええええええ!?　ま、まことっ!?」

「え、ええーっ!?　そ、そうなの？　永久に？」

「噂には聞いてたけど、この星の平和ボケって、すっごい気持ちいいわ。あなたたちのことも、すっかり気に入っちゃった！　それに、ＵＭＡのことももっと調べたいし！　冒険したいわ！」

　ぼくは、今朝、布ふ団とんから出ようとしたことを後悔した。

　あのまま、ずっと布団の世界にいればよかった。

「……へ、平和ですなー」

　倒れたまま顔を横に向けたサブが、涙を流しながらそういった。

「平和じゃのおおおおおおおう！」

　卵が、だみ声でそう叫んだ。

「平和ねー」

　アリスは、笑顔でそういった。
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　翌週の土曜日の夜、ぼくたちは秋あき葉は原ばらの闘技場にいた。

　メカニックとなってぼくとあきらのチームの一員となったアリスは、サブをバリバリにチューンナップしてくれた。

　――結果は、レギュレーション違反による失格。

「ちえーっ。尻の穴の狭いところね。やってらんないわ」

　戦うことすらできずに、ランキングは下がった。ペナルティーで、一ヶ月間のバトルロイヤルへの参加不可と、報ほう酬しゆうポイントの減額をいい渡された。うちに帰ったら、反省文をホームページに載せなくてはいけない。

「な、なにをしたの、アリス？」

　厳重注意を受けたあと、ぼくたちはとぼとぼと地下闘技場の廊下を歩く。

「さっきは黙ってたけど、ハッキングシステムよ。そのシステムを生かすために、私の自作パーツを、サブの身体からだに装着したの。触れるだけで相手のシステムに侵入できるから、そこから直接即効性のあるウィルスを送り込めるの！」

　アリスは腰に手を当てて、得意げにそういった。

　自作パーツの使用自体ルール違反なのに、そのうえそんな不正なシステムも搭載していただなんて。ぼくはサブの整備をアリスに任せたことを、心底後悔した。

「だめじゃない、アリス！」

　なぜか白いナース服を着ているあきらが、そう叫んだ。

「もっとばれないように上手くやらなくちゃ！」

「あ、そっか。じゃあ次は、もっと上手くやるわ！」

　顔を合わせ、にたりと笑うふたり。

「だ、だめだめだめーっ！　今叱しかられたばかりじゃないか！　今度やったら、永久追放だって！　サブがスクラップにされちゃうよ！」

「……ええ。わいも、こんな気持ち悪いことされるくらいなら、連敗の方がましっすわ」

　うなだれたサブが、元気のない声でそうつぶやいた。

「でも、やっぱり似合うわ、まことさん！　その可愛かわいい服！」

「え？　え、えっ？」

　いきなりそうアリスにいわれて、顔を赤くした。ぼくはゴシック風のメイド服を着ていた。この女装姿が、バトルロイヤルのときのコスチュームになっていた。そもそも闘技場に入ることすらなかったのだから、着ることもなかったのだが。

「まことって、こういう趣味があるのよ。女装癖っていうの？　こんな可愛い顔してるけど、中身もその通りなのよ。わかるでしょ？」

「ふーん？　ゲイなの？」

　ぼくは廊下の壁に頭をぶつけた。恥ずかしくて情けなくて、涙が出てきた。アリスは、どこでそんな言葉を覚えたのだろうか。

　あきらは、お腹なかを抱えて笑っている。

「……あ、あきら」

「あははははははは。ごめん、まこと。でも、可愛いわよ！」

「嬉うれしくなあああああああああい!!」

　ぼくは逃げるあきらを追いかけ回す。ここは、ガツンと強くいっておくべきだ。ぼくは、まともな男子なのだ。もう、女装なんてしない！　絶対にしない！

「あ、西にし島じまくん？　ど、どうしたの？」

「うわっ!?　さ、佐さ藤とうさん！」

　青い明かりに照らされた宇宙船の通路みたいな廊下を走り回っていたら、曲がり角からショコラの衣装をまとった佐藤さんが出てきて、衝突しそうになった。そういえば今日は、ぼくらの試合の後に戦いが組まれていたのだった。

「出たな、ライバル！　お前なんて、負けてしまえ！」

　佐藤さんの向こうまで逃げていたあきらが振り向いて、胸を張ってそう叫んだ。

「……な、なんですって!?」

　ぴしっ、と額ひたいに血管が浮いた佐藤さんだったが、胸に手を当てて大きく深呼吸をすると、あきらに背を向けたまま、ぼくの腕を取り、ぎゅっと胸に押しつけた。

「西島くん。そろそろ安良城あらきさんには愛想が尽きたんじゃない？」

「ええっ!?　さ、佐藤さん？」

「わたしが護ってあげる。だから、もう安良城さんなんていらないでしょ？」

上目遣いの潤んだ瞳で見つめられて、ぼくは硬直した。眼鏡めがねを外してショコラになると、ちょっと気が強くなるのだろうけど、こんなところでそんなことをいわれるとは思わなかった。

「え、ええと……」

　その瞬間、あきらの殺気がぼくを貫いた。

　見なくてもわかる。きっと、もの凄すごい顔をしている。

「わ、わかんないよ！　ご、ごめんなさいー!!」

　ぼくは、佐藤さんを振り切って、逃げ出した。

「こら――――っ!!　まこと――――っ!!」

　あきらが、予想通りの般はん若にやのような顔で追いかけてきた。佐藤さんは不満げな顔をして、ため息をついた。

「平和ですなー」

「やっぱり平和ねー」

　サブとアリスが、同時にそういった。



    

  
    
      
あとがき





　みなさんこんにちは。まだまだ新人の須す堂どう項こうです。人生二冊目の本です。

　デビューしてこんなにも早く二冊目が出るなんて、とても素晴らしいことだと思います。ありがとうございます。この勢いで、三冊目四冊目、そして新作などを出していけるといいな、と思っております。

　生暖かい目で、じんわりと見守っていただけると嬉うれしいです。



　さて、こうして作家としての第一歩を踏み出したわけですが、生活面でいろいろと変化が出てまいりました。

　まず、所持しているガレオン船に乗って、のんびりヨーロッパ各地を放浪することが、めっきりできなくなりました。北欧でバイキングに襲いかかって砲弾をぶちかましたり、地中海で商船を襲いまくって近くの街に入港拒否されたころが懐かしいです。大暴れするネズミに積み荷をかじられて大損害を出したり、多発する火事にブチ切れそうになったり、セイレーンの声に船員を奪われたりもしましたが。

　オンラインゲームの話ですけど。

　あと、草原を走り回ったり、洞どう窟くつの奥で迷子になったり、危機に陥おちいった友人を助けに危険な場所に突入して、そのまま仲良く一緒に死んだりすることもできなくなりました。旅に出ないかと誘われるまで、賑にぎやかな街でぽつんとひとり、何時間も膝ひざを抱えていることもなくなりました。仲間なんていなくたっていい、と思い立って孤独に旅立ち、死体となって街に戻ってくることもなくなりました。

　これもオンラインゲームの話ですけど。

　廊下をばたばた走り回る、元気いっぱいのいたずらっこの相手をする時間もかなり減ってしまいました。

　これはオンラインゲームではありません。愛猫とのコミュニケーションです。

　とにかく、オンラインゲームと猫を絶って、必死こいて頑張りました。

　とはいえ、時間がまったくなかったわけではありません。適度な気晴らしは絶対に必要なんです。そうでないと生きていられません。

　というわけで、何故か旅行する機会が増えました。

　京都は素晴らしい土地でした。湿気と暑さにやられて意識朦もう朧ろうとしたまま強行軍で銀ぎん閣かく寺じから祇ぎ園おん経由で清きよ水みず寺でらや三十三間堂までバスで回りましたが、死ぬかと思いました。真夏の京都は危険です。ていうか、優雅にタクシーで移動する学生を見て歯ぎしりしました。最近の学生はリッチですね。汗だくで坂道を歩いている横を、タクシーの中の涼しげな寝顔が通り過ぎると、もう人生やり直したくなりました。

　沖おき縄なわも素晴らしい土地でした。海水浴は三十分。沖縄料理も泡盛も口にすることなく肉食ってドライブして帰ってきました。帰りの飛行機が朝八時だなんて殺生です。次回はもっと綿密にスケジュールを考えて行きたいと思います。

　そんな感じで生きてきました。

　ですが、そろそろ限界です。思いっ切り地中海で暴れ回って経験を積み、カリブ海デビューしたいです。中途半端のまま放っておいたクエストもクリアしたいです。

　とりあえず、これから愛猫との格闘技をしたいと思います。打撃系です。相手は容よう赦しやありません。手加減なしです。



　腕から血が出ました。

　というわけで、この本に関かかわったすべてのひとたちに感謝させていただきます。本当にありがとうございました。

　また次回作でお会いできますよう、これからも精進していこうと思いますので、なにとぞ長い目でおつきあいお願いします。



二〇〇五年　八月　須堂項



    

  
    
      　著者

　須藤　項（すどう・こう）

　　１９７１年、西東京生まれ。第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞しデビュー。

　　ＩＴ業界でＷｅｂコンピュータと格闘しながらの執筆を決意。趣味は映画観賞とオンラインＲＰＧと猫と遊ぶこと。時間が足りません。



　イラスト

　濱元隆輔（はまもと・りゅうすけ）

　　イラストレーター、漫画家。女子と筋肉と愛猫の「関根」があればもうなにもいらない。そんな引きこもり生活を続けています。

　　代表作「ＵＧ☆アルティメットガール」（メディアワークス）「ＬＲ少女探偵団」（芳文社）等。

　　公式ＨＰ：‥ryusukeworks HELLBOY

　　http://hellboy.web.infoseek.co.jp/



    

  
    
      彼女はミサイル２

そらからきたアリス
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